
 
以
下
に
つ
い
て
は
、
公
開
対
象
か
ら
除
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い
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す
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県
教
育
委
員
会
教
育
長

荒

井

修

↑
 

↑
 

関
係
各
機
関
並

埼
玉
県
名
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
行
田
市
埼
玉
に
は
、
八
基
の
前
方
後
円
墳
と
一
基
の
大
形
円
墳
か
ら
な
る
埼
玉
古
墳
群

が
あ
り
ま
す
。
九
基
も
の
大
形
古
墳
が
狭
い
範
囲
に
集
中
し
て
築
か
れ
て
い
る
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
例
と
し
て
、
昭
和

十
三
年
、
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
以
来
、
地
元
の
方
々
に
よ
っ
て
大
切
に
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
全
国
に
さ
き
が
け
て
こ
の
地
域
を
「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
と
し
て
環
境
整
備
を

開
始
し
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
風
土
記
の
丘
の
整
備
に
当
っ
て
は
、
古
墳
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
に
基
づ
い
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
調
査
の
成
果
は
適
宜
公
表
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
、
五
か
年
計
画
の
国
庫
補
助
事
業
「
さ
き
た
ま
風

土
記
の
丘
発
掘
調
査
・
整
理
事
業
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
、
「
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
」
も
す
で
に
六
巻
を
刊
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
最
終
年
度
で
あ
る
本
年
度
は
、
未
整
理
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
奥
の
山
古
墳
、
瓦
塚
古
墳
、
中
の
山
古
墳
を

取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
の
主
な
成
果
と
し
て
は
、
奥
の
山
古
墳
が
他
の
古
墳
と
異
な
り
一
重
の
堀
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
た
こ
と
、
瓦

塚
古
墳
の
墳
丘
東
側
の
基
底
ラ
イ
ン
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
中
の
山
古
墳
か
ら
全
国
的
に
見
て
も
例
の
な
い
須
恵
質
の
埴
輪

壺
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
埼
玉
古
墳
群
の
実
態
解
明
に
欠
か
せ
な
い
事
実
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

本
書
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
含
め
、
調
査
の
詳
細
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、
埼
玉
古
墳
群
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

こ
れ
ら
の
調
査
成
果
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
本
書
が
多
く
の
県
民
や
、
学
校
・

関
係
機
関
の
方
々
に
学
術
資
料
と
し
て
、
広
く
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
わ
り
に
、
発
掘
調
査
か
ら
本
書
の
刊
行
に
い
た
る
ま
で
御
指
導
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
文
化
庁
、

び
に
関
係
者
各
位
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平

成

元

年

三

月
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書
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六
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玉
県
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き
た
ま

主
に
若
松
良
一
が
当
た
り
、
谷
井
彪
・
駒
宮
史
朗
•
田
中
正
夫
・

本
書
の
執
筆
は
各
文
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司

文

化

庁

太
田
博
之
の
協
力
を
得
た
。

増

田

逸

朗

資
料
館
が
行
い
、

三
ッ
木
貞
夫

行
田
市
教
育
委
員
会

森

浩

山

崎

武

中

島

洋

根
岸
徳
太
郎

橋

本

博

文

藤

川

繁

彦

田
口

．
 

郎

辰

巳

和

弘

田
中

．
 

郎

塚

田

良

道

五
各
事
業
の
組
織
は
別
表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

菅

谷

浩

之

鈴

木

重

治

鈴

木

徳

夫

滝

沢

誠

良
一
・
中
島
利
治
・
小
久
保
徹
・
杉
崎
茂
樹
・
若
松
良
一
・
田
中
正
夫

酒

井

清

治

坂

本

和

俊

沢

出

晃

悦

寺
社
下

。
中
の
山
古
墳

昭
和
六
二
年
八
月
二
四
日

l
-
0月
―
-
＝
日
担
当
者
金
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蔵
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義
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。

る。
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埼
玉
県
行
田
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玉
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四
四
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玉
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奥
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山
古
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瓦
塚
古
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田
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埼
玉
五
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四
七
ノ
ニ
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古
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田
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発
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書
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受
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施
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亮

ク

庶

務

係

埋
蔵
文
化
財

係

長

文

化

財

係

井

田

秀

夫

奥
の
山
古
墳
の
調
査
（
昭
和
四
二
年
度
）

埼
玉
県
教
育
委
員
会

銀

屋

恒

夫

ク

主

査

小

林

文

江

調

査

の

組

織

佐

野

主

水

ク

庶

務

係

長

持

田

紀

男

今

泉

泰

之

ク

同

森

田

嘉

飯

塚

卓

ク

課

長

補

佐

早

川

智

明

ー V -



学

同 同 芸

若

松

良

杉

崎

茂

樹

庶

務

係

埋
蔵
文
化
財

係

長

増

田

逸

朗

日

高

慎

（
同
志
社
大
学
）

小

野

正

博

整

理

参

加

者

中

山

浩

学

芸

課

長

彦
（
國
學
院
大
学
）

員

柳

正

博

庶

務

係

長

保

永

清

光

浜

中

紀

子

小
久
保

徹

同

横

川

好

富

鈴

木

須

美

江

同

11

埼

栄

)
 

同

栃

原

嗣

雄

河

辺

美

津

江

同

田

中

由

夫

課

長

補

佐

古

市

芳

之

加

藤

春

江

庶

務

係

木

村

な

を

子

課

長

百

瀕

陽

荻

野

敏

子

庶

務

課

長

鈴

木

二
三
男

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

臨

時

職

員

太

田

博

之

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

指
導
部
参
事

兼

館

長

副

館

長

中

島

利

治

同

小

池

昭

彦

嘱

託

金

子

芳

金
井
塚

良

指

導

次

長

藤

井

均

同

田

中

正

夫

指

導

部

長

岩

田

敏

同

若

松

良

同

書

上

元

博

教

育

長

荒

井

修

学

芸

員

柳

正

博

庶

務

係

埋
蔵
文
化
財

係

長

文

化

財

係

井

上

箔

主
体
者

埼
玉
県
教
育
委
員
会

学

芸

課

長

谷

井

彪

梅

沢

太

久

夫

整
理
報
告
（
昭
和
六
三
年
度
、
各
古
墳
と
も
）

同

川

崎

栄

井

田

秀

夫

深

澤

敦

ク

同

田

中

由

夫

庶

務

係

長

保

永

清

光

青

柳

泰

介

ク

庶

務

係

松

本

幸

子

同

森

田

嘉

日

高

慎

ク

庶

務

課

長

鈴

木

二
三
男

課

長

補

佐

横

川

好

富

藤

川

智

之

（

同

志

社

大

学

）

主

査

駒

宮

史

朗

課

長

百

瀬

陽

中

山

浩

誠
（
筑
波
大
学
）

彦

（
國
學
院
大
学
）

副

館

長

中

島

利

治

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

瀧

沢

館

長

角

田

蔵

夫

指

禅

次

長

橋

本

昭

発

掘

参

加

者

太

田

博

之

事
務
局
（
整
理
報
告
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

指

導

部

長

五

十

嵐

孝

仁

嘱

託

金

子

芳

同

書

上

元

博

教

育

長

荒

井

修

同

田

中

正

夫

文

化

財

係

井

上

肇
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に
周
堀
の
復
原
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
奥
の
山
古
墳
は
、

た
。
埼
玉
県
は
、

調
査
に
至
る
経
過

調
査
の
経
過

埼
玉
古
墳
群
は
、
国
宝
金
錯
銘
鉄
剣
の
出
土
で
名
高
い
稲
荷
山
古
墳
や
、
武
蔵
最
大
の

前
方
後
円
墳
二
子
山
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
八
基
の
前
方
後
円
墳
と
日
本
最
大
の
円

墳
丸
墓
山
古
墳
を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ
る
。
古
墳
の
規
模
は
地
方
の
豪

族
の
墓
と
し
て
は
出
色
で
あ
り
、
密
集
し
て
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
保
存
状

態
も
良
好
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
三
年
八
月
八
日
付
け
の
文
部
省
告
示
で
、
国
指
定

史
跡
と
な
っ
た
。

そ
の
段
階
で
は
、
古
墳
の
墳
丘
が
指
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

周
囲
は
の
ど
か
な
田
園

風
景
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
四

0
年
、
文
化
庁
は
、
史
跡
を
地
方
に
根
ざ
し
た
風
土
と

一
体
化
し
て
保
存
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
風
土
記
の
丘
建
設
」
を
打
ち
出
し

こ
れ
を
受
け
て
、
県
名
発
祥
の
地
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
を
史
跡
公

国
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

昭
和
五
四
年
度
以
降
は
、

さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、
周

堀
を
復
原
し
て
、
見
学
に
供
す
る
た
め
に
、

ト
レ
ン
チ
発
掘
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
稲
荷
山
古
墳
と
二
子
山
古
墳
も
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
成
果
を
も
と

そ
の
他
の
古
墳
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
保
存
整
備
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
に
、
主
に
周
堀
部
分
の
面
的
な
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
九
年
度
以
降
、
順
次
、
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
学
術
研
究

埼玉県教育委員会による古墳群調査一覧

年度 古瑣名（闘査筐所） 報 告 書 等

42 二子山，鉄砲山，査奥の山古坑 『二子山古坦』 （県教育委員会 昭和62年3月）（周堀トレ ソチ調 ） 

43 稲荷山古瑣 （主体部） 『埼玉稲荷山古瑣』 （肌教育委員会 昭和55年11月）

48 稲荷山，丸査政）山古瑣（周堀卜 ” レ` ノチ聞 『丸硲山古坦』 （県教育委員会 昭和63年3月）

49 梅塚， 天子山等，梨小辿円り坑出群し及部び） 『埼玉 1~7号坦』 （県教育委員会 昭和63年 3月）二子山古tl't（叶

54 瓦塚古切（前方部南側周堀） 『瓦塚古墳』（県教育委員会昭和61年3月）

” 鉄砲山古坦（前方部西側周堀） 『鉄砲山古墳』 （ // 昭和60年 3月）

55 二子山古坑（後円部北方外堀） 『二子山古墳』 （ ” 昭和62年 3月）
56 愛宕山古墳（後堀円部東側及び 『愛宕山古墳』 （ // 昭和60年3月）前方部南側周 ） 

57 瓦塚古墳（坦丘西側周堀） 『瓦塚古墳』（ ” 昭和61年 3月）
58 鉄砲山古墳（後円部東側周堀） 『鉄砲山古墳』 （ 

” 昭和60年3月）
59 将軍山古坦（前方部西方地区） 『将軍山古墳』 （ ” 昭和63年3月）

” 二子山古坑（前方部南方外堀） 『二子山古墳』 （ ” 昭和62年3月）
60 丸磁山古坦（北，南側周堀） 『丸墓山古墳』 （ 

” 昭和63年3月）
61 瓦塚古墳（東側周堀） 今回報告

丸秘山古坑（坦丘南崩壊部分） 別途報告

62 中の山古墳（北東周堀部分） 今回報告

丸砥山古瑣（坑丘南崩壊部分） 別途報告

63 瓦塚古坑（墳丘と周堀部分） 平成元年度以降も継続調査の予定

に
も
寄
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

瓦
塚
古
墳
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
四
年
度
の
第
一
次
調
査
及
び
昭
和
五
七
年
度
の
第
二

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
が
多
く
、

の
多
い
こ
と
か
ら
、

ま
た
、
資
料
館
に
最
も
近
接
し
て
い
て
見
学
者

西
側
の
周
堀
の
整
備
が
実
施
さ
れ
た
。

次
調
査
の
成
果
を
報
告
書
と
し
て
既
に
刊
行
し
て
い
る
。
瓦
塚
古
墳
は
、

こ
の
発
掘
調
査

と
こ
ろ
が
、
墳
丘
の
東
南
側



た
め
、
古
墳
の
主
軸
か
ら
若
千
ず
れ
て
い
る
。

北
部
分
を
鉄
砲
山
第

4
ト
レ
ン
チ
と
呼
称
し
た
。

の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
両
古
墳
間
に
は
農
道
が
通
る
た
め
、

奥
の
山
古
墳
で
は
三
本
の
ト
レ
ソ
チ
が
設
定
さ
れ
た
。

形
確
認
調
査
と
併
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。

る
。

ヽ

一

奥

の

山

古

墳

＇ 

測
を
行
い
、
併
せ
て
古
墳
周
辺
の
地
形
を
測
量
し
、

調

査

の

経

過

で
の
成
果
を
刊
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
若
松
良
一
）

二
月
ニ
―
日
、
第

3
ト
レ
ソ
チ
を
設
定
し
、
掘
り
下
げ
を
開
始
。

で
き
た
。

の
調
査
に
よ
っ
て
二
重
の
周
堀
を
有
す
る
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

用
さ
れ
た
い
。

に
つ
い
て
は
削
乎
さ
れ
た
部
分
が
あ
り
、

こ
れ
ま

し
た
上
で
、
復
原
整
備
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
六
一
年
度
に
第
三
次
調
査
が

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
第
四
集
『
瓦
塚
古
墳
』
と
併
せ
て
利

中
の
山
古
墳
は
、
調
査
の
行
わ
れ
て
い
な
い
唯
一
の
古
墳
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
二
年
度

さ
ら
に
特
殊

な
須
恵
質
埴
輪
壺
が
出
土
し
て
い
る
。
今
回
、
未
報
告
分
の
三
件
も
合
わ
せ
て
、

奥
の
山
古
墳
の
調
査
は
、
昭
和
四
三
年
三
月
七
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
二
子
山
古
墳
の
墳

す
で
に
二
子
山
古
墳
の
調
査
も
ほ
ぽ
見
通
し
の
つ
い
た
三
月
一
五
日
か
ら
、
調
査
の
主

力
を
奥
の
山
古
墳
、
鉄
砲
山
古
墳
に
展
開
し
、
両
古
墳
の
周
堀
確
認
調
査
に
着
手
し
た
。

第
1
ト
レ
ン
チ
は
後
円
部
北
側
に
、
鉄
砲
山
古
墳
前
方
部
と
の
間
を
結
ぶ
長
さ
五
一
屈

ト
レ
ン
チ
を
貫
通
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
便
宜
的
に
農
道
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
南
部
分
を
奥
の
山
第

1
ト
レ
ン
チ
、

第

2
ト
レ
ン
チ
は
、
前
方
部
南
側
に
設
定
し
た
。
畑
地
の
現
地
形
の
区
画
に
合
わ
せ
た

第

3
ト
レ
ソ
チ
は
前
方
部
東
側
に
設
定
し
た
が
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
古
墳
の
主
軸

に
直
交
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
様
に
地
形
に
制
約
を
受
け
、

必
ず
し
も
思
う
位

三
月
一
五
日
、
第
1
ト
レ
ソ
チ
を
設
定
し
、
早
速
調
査
を
開
始
し
た
。

（
駒
宮
史
朗
）

三
月
一
九
日
、
第
1
ト
レ
ン
チ
で
は
周
堀
を
概
ね
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
墳
丘

内
側
の
立
ち
上
が
り
部
分
が
不
明
確
な
た
め
、

側
に
延
長
し
て
、

さ
ら
に
ト
レ
ソ
チ
を
約
七

0
代
后
程
墳
丘

立
ち
上
が
り
を
追
求
し
後
円
部
付
近
の
周
堀
の
幅
を
確
認
す
る
こ
と
が

三
月
二

0
日
、
第
2
ト
レ
ソ
チ
を
設
定
し
、
掘
り
下
げ
を
開
始
。

三
月
二
四
日
、
三
ヶ
所
の
ト
レ
ソ
チ
を
完
掘
し
、

周
堀
を
確
認
す
る
。
土
層
断
面
の
実

ト
レ
ン
チ
の
位
置
を
図
面
に
記
入
す

三
月
二
五
日
、
実
測
を
完
了
し
調
査
を
終
了
す
る
。

置
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
学
術
的
調
査
を
実
施
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も
よ
う
。

九
月
四
日

八
月
二
五
日

調
査
対
象
区
内
に
三
本
の
ト
レ
ソ
チ
（
北
か
ら
第

1
.
2
.
3
ト
レ
ン
チ
）
を
幅

2
妍

で
設
定
し
、
各
ト
レ
ン
チ
の
一
部
（
幅
一
燐
長
さ
三
脳
）
を
テ
ス
ト
。
ヒ
ッ
ト
と
し
て
調
査

を
開
始
し
た
。
テ
ス
ト
ピ
ッ
ト
は
墳
丘
裾
推
定
位
置
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

第

1
ト
レ
ソ
チ
と
第
2
ト
レ
ソ
チ
の
中
間
に
第

4
テ
ス
ト
。
ヒ
ッ
ト
を
設
定
し
た
。
第

1
.

2
.
3
テ
ス
ト
。
ヒ
ッ
ト
に
お
い
て
周
堀
立
ち
上
が
り
部
と
思
わ
れ
る
も
の
を
確
認
。
立
ち

第

1
ト
レ
ソ
チ
掘
り
下
げ
開
始
。
ま
た
重
機
に
よ
り
表
土
の
除
去
を
開
始
す
る
。

八
月
二
八
日

第
1
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
中
堤
を
確
認
、
中
堤
上
に
は
埴
輪
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

八
月
二
九
日

第

1
ト
レ
ソ
チ
を
東
へ
五
屈
延
長
。
中
堤
及
び
外
堀
の
外
側
立
ち
上
が
り
部
を
確
認
。

第
2
•

第
3

ト
レ
ン
チ
掘
り
下
げ
開
始
。
周
堀
立
ち
上
が
り
部
を
検
出
す
る
。
表
土
か

ら
一
、
三
賭
掘
っ
て
堀
底
は
検
出
で
き
ず
、

ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
四
〇
心
レ
註
程
下
で
あ
る

九
月
二
六
日

後
円
部
東
側
墳
丘
削
平
部
の
表
土
除
去
作
業
を
開
始
す
る
。

張
区
墳
丘
削
平
部
分
の
表
土
除
去
作
業
を
行
う
。

に
は
後
世
の
土
吸
の
切
り
合
い
が
あ
る
も
よ
う
。

八
月
二
六
日

上
が
り
部
上
端
は
各
ト
レ
ン
チ
と
も
黒
褐
色
粘
土
質
で
あ
る
。

ム
ロ
〇
女

九
月
一

0
日

第

3
ト
レ
ソ
チ
を
墳
丘
部
分
ま
で
延
長
。
＜
び
れ
部
南
側
墳
丘
削
平
部
の
表
土
除
去
作

業
を
開
始
す
る
。

九
月
―
―
日

く
び
れ
部
南
側
墳
丘
削
平
部
の
表
土
除
去
終
了
。
＜
び
れ
部
北
側
の
表
土
除
去
作
業
開

九
月
一
七
日

南
拡
張
区
に
お
い
て
墳
丘
裾
部
の
ラ
イ
ン
が
ほ
ぽ
検
出
で
き
た
。
な
お
拡
張
区
の
南
側

九
月
二
五
日

南
拡
張
区
遺
物
分
布
図
作
成
及
び
、
北
壁
土
層
断
面
図
の
作
成
を
行
う
。
第

2
ト
レ
ン

チ
墳
丘
部
分
の
一
部
を
、

旧
表
土
と
思
わ
れ
る
黒
褐
色
粘
質
土
ま
で
掘
り
下
げ
る
。
北
拡

第

1
ト
レ
ン
チ
と
第

2
ト
レ
ン
チ
間
の
墳
丘
削
平
部
の
表
土
除
去
作
業
を
行
う
。
第

4

テ
ス
ト
。
ヒ
ッ
ト
北
側
に
黒
色
土
の
落
ち
込
み
を
検
出
。
円
箇
埴
輪
の
大
型
破
片
・
須
恵
器

甕
片
を
包
含
し
て
い
る
。
第

2
ト
レ
ン
チ
周
堀
立
ち
上
が
り
部
に
土
嬢
サ
ン
プ
ル
採
取
用

査
区
を
拡
張
し
北
拡
張
区
・
南
拡
張
区
と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
た
。

五
日
か
ら
一

0
月
一
―
-
＝
日
ま
で
で
あ
る
。

昭
和
六
一
年
度
の
調
査
は
、
後
円
部
東
側
か
ら
く
び
れ
部
東
側
の
周
堀
、
及
び
墳
丘
が

削
乎
さ
れ
た
部
分
約
四

0
0
平
方
2
いを
対
象
区
と
し
た
も
の
で
、
調
査
期
問
は
、

□
瓦

塚

古

墳

八
月
二

九
月
八
日

後
円
部
東
側
の
墳
丘
削
平
部
の
表
土
除
去
終
了
。
南
側
部
分
に
お
い
て
墳
丘
盛
土
が
残

存
し
た
と
思
わ
れ
る
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
混
じ
り
の
褐
色
土
を
検
出
す
る
。

く
び
れ
部
に
設
定
し
た
第

2
ト
レ
ン
チ
を
基
準
に
後
円
部
側
、
前
方
部
側
に
各
八
賭
調

九
月
五
日
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第
2
ト
レ
ン
チ
ニ
地
点
で
土
壌
サ
ン
プ
ル
の
採
取
作
業
を
行
う
。

る
た
め
調
査
区
を
北
へ
二
脳
拡
張
し
た
。

の
ピ
ッ
ト
を
設
け
る
。

南
拡
張
区
周
堀
底
部
遺
物
検
出
作
業
を
行
う
。
周
堀
底
部
直
上
の
層
に
は
遺
物
が
包
含

さ
れ
て
い
な
い
も
よ
う
。
北
拡
張
区
北
側
は
堀
底
が
浅
く
な
っ
て
い
る
。

ジ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
第
2
ト
レ
ソ
チ
墳
丘
部
の
土
壌
サ
ソ

。フ
ル
採
取
用
の
。
ヒ
ッ

ト
を
掘
り
下
げ
、

立
ち
上
が
り
部
サ
ソ
プ
ル
採
取
用
。
ヒ
ッ
ト
で
確
認
し
た
数
値
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

-
0月
一
日

北
拡
張
区
で
検
出
し
た
ブ
リ
ッ
ジ
状
の
ロ
ー
ム
掘
り
残
し
と
思
わ
れ
る
も
の
を
確
認
す

-
0月
三
日

第
4
テ
ス
ト

。ヒ
ッ
ト
を
延
長
し
第

4
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
掘
り
下
げ
る
。
東
側
の
旧

用
水
路
に
よ
り
周
堀
立
ち
上
が
り
部
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
2
ト
レ
ン

チ
土
層
断
面
図
作
成
を
行
う
。

-
0月
八
日

-
0月
一
三
日

三
箇
所
確
認
さ
れ
注
目
さ
れ
る
。

-
0月
一
五
日

ロ
ー
ム
面
を
出
す
。
旧
表
土
上
面
は
標
高
一
八
•
四
妍
で
あ
り
、
先
日
、

九
月
三

0
日

一
種
の
プ
リ
ッ

南
拡
張
区
周
堀
底
部
を
精
査
し
完
掘
。
堀
底
に
土
壊
な
い
し
く
ぽ
み
が
二
地
点
検
出
さ

れ
た
。
ま
た
立
ち
上
が
り
部
に
は
墳
裾
に
上
が
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
の
掘
り
残
し
が
二
し

第
2
ト
レ
ン
チ
土
壊
サ
ン
プ
ル
の
追
加
分
を
採
取
。
ベ
ル
ト
を
除
去
し
完
掘
。
第

3
ト

レ
ン
チ
周
堀
底
を
精
査
し
完
掘
。
＜
び
れ
部
付
近
立
ち
上
が
り
部
上
位
を
精
査
し
完
掘
゜

第

4
ト
レ
ソ
チ
北
側
で
検
出
し
た
土
壊
は
ガ
ラ
ス
場
等
を
含
む
攪
乱
と
判
明
。

遺
構
完
掘
状
況
写
真
撮
影

-
0月
一
七
日

第
1
•

第
3
•

第
4

ト
レ
ン
チ
土
層
断
面
図
作
成
。

第
1

ト
レ
ン
チ
外
堀
の
外
側
立
ち
上
が
り
が
外
側
ヘ
―
•
五
妍
程
掘
れ
る
こ
と
が
判
明
、

掘
り
下
げ
を
行
う
。
調
査
区
全
景
写
真
撮
影
を
行
う
。

-
0月
二

0
日

遺
構
平
面
実
測
開
始
。
気
球
に
よ
る
空
中
写
真
撮
影
を
行
う
。

-
0月
ニ
―
日

遺
構
平
面
実
測
終
了
。

-
0月
二
二
日

遺
構
保
護
の
た
め
砂
を
入
れ
た
後
、
重
機
に
よ
り
埋
め
戻
し
開
始
。

-
0月
二
三
日

埋
め
戻
し
作
業
を
終
了
。
器
材
等
を
撤
収
し
調
査
を
終
了
す
る
。

-
0月
一
六
日

（
田
中
正
夫
）
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ぴ
須
恵
器
技
法
の
円
筒
埴
輪
？
少
量
出
土
。
底
部
穿
孔
の
異
形
品
も
出
土
。

量
が
飛
躍
的
に
増
え
る
。

八
月
二
六
日

堀
・
中
堤
・
外
堀
の
存
在
が
判
明
。

土
の
順
。
杭
打
ち
終
了
。

中
の
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
の
た
め
、
史
跡
整
備
の
た
め
の
資
料
が
皆
無
の
状

況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ほ
ぽ
主
軸
線
上
（
梅
林
を
さ
け
て
若
千
ま
げ
て
い
る
）
と
、
く
び
れ
部
の
西
側
に
幅
三
妍

の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
期
間
は
昭
和
六
二
年
八
月
二
四
日
か

ら
十
月
一
三
日
ま
で
で
あ
る
。
以
下
に
、

八
月
二
四
日

三
妍
幅
で
設
定
。

周
堀
の
範
囲
と
一

重
、
二
重

の
別
を
知
る
た
め
に
、
後
円
部
の

形
の
可
能
性
が
強
い
よ
う
だ
。

八
月
二
七
日

チ
は
ジ
ョ
レ
ン
が
け
し
て
、

八
月
二
八
日

匡

中

の

山

古

墳

日
を
追
っ
て
記
述
す
る
。

く
び
れ
部
西
側
に
第
1
ト
レ
ン
チ
、
後
円
部
の
ほ
ぽ
主
軸
上
に
第

2
ト
レ
ン
チ
を
各
々

ト
レ
ン
チ
内
を
細
分
し
て
テ
ス
ト

。ヒ
ッ
ト
と
し
て
確
認
面
ま
で
掘
り
下

げ
る
。
第

1
ト
レ
ン
チ
で
は
外
堀
の
幅
が
約
七
・
八
い
い
と
判
明
。
第

2
ト
レ
ン
チ
で
は
内

後
円
部
北
側
に
第
3
ト
レ
ン
チ
を
一
脳
幅
で
新
設
。
中
堤
・
外
堀
・
外
堤
の
プ
ラ
ン
確

認
を
実
施
。
あ
わ
せ
て
、
中
堤
の
屈
曲
部
を
探
る
た
め
、
第

3
ト
レ
ン
チ
の
南
側
に
テ
ス

ト
。
ヒ
ッ
ト
を
新
設
。
プ
ラ
ン
が
把
握
さ
れ
る
。
周
堀
は
今
の
と
こ
ろ
盾
形
で
な
く
、
長
方

た
だ
し
、
主
軸
上
で
角
を
も
つ
剣
菱
形
も
考
え
ら
れ
る
。

第
1
•

第
2

ト
レ
ン
チ
に
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
投
入
し
て
表
土
剥
ぎ
を
実
施

。

第
1

ト
レ
ン

プ
ラ
ン
を
確
認
後
、
内
堀
か
ら
掘
り
下
げ
開
始
。
須
恵
器
及

第

3
ト
レ
ン
チ
の
内
堀
部
分
を
拡
張
し
て

A
区
（
五

x
一
三
5
m
)

を
設
定
。
内
堀
の
外

側
立
ち
上
が
り
部
は
直
線
的
で
、
角
を
も
つ
こ
と
が
判
明
。
同
じ
く
、
第

3
ト
レ
ン
チ
の

外
堤
付
近
西
側
に

B
区
（
四
・
三

x
四
摺
）
を
設
定
。
外
堤
隅
部
の
プ
ラ
ン
が
現
れ
る
。

八
月
三
一
日

A
区
の
プ
ラ
ン
確
認
写
真
を
撮
影
。
第

1
ト
レ
ン
チ
の
内
堀
、
第
2
ト
レ
ン
チ
の
内
堀

・
外
堀
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
掘
り
下
げ
。

第

1
ト
レ
ソ
チ
内
堀
部
の
簡
易
遣
り
方
に
よ
る
遺
物
ド
ッ
ト
図
作
成
。
六
八
点
を
取
り

上
げ
。
再
度
掘
り
下
げ
を
開
始
す
る
が
、
遺
物
量
が
増
え
て
、
移
植
ゴ
テ
に
変
え
る
。
外

堀
部
は
ロ
ー
ム
上
面
か
ら
四
〇
し
五
〇
心レ
砂
で
堀
底
が
現
れ
始
め
た
。
遺
物
量
は
少
な
く
、

十
点
内
外
。
須
恵
器
片
り
ほ
か
、
赤
焼
の
円
筒
埴
輪
片
も
一
点
出
土
。
層
序
は
表
土
↓
灰

褐
色
土
↓
ロ
ー
ム
粒
子
・
小
ブ
ロ
ッ
ク
混
じ
り
の
暗
茶
褐
色
土
（
サ
ラ
サ
ラ
）
↓
黒
色
粘

九
月
二
日

第

1
ト
レ
ン
チ
中
堤
部
の
精
査
を
行
う
。
内
堀
側
の
肩
部
は
サ
ブ
ト
レ
調
査
に
よ
っ
て
、

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
一
に
含
む
土
と
黒
色
土
を
傾
斜
（
外
上
が
り
に
）
を
も
た
せ
て
交

互
に
稽
ん
で
掲
き
か
た
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ま
た
、
中
堤
上
に
は
小
判
形
の
土
壊
と

円
形
ピ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
を
確
認
。
外
堀
部
完
掘
。
内
堀
部
の
遺
物
検
出
作
業
実
施
。
遺
物

九
月
三
日

第

1
ト
レ
ン
チ
外
堀
部
の
前
日
ま
で
堀
底
と
考
え
て
い
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
土
は
中
堤
か

ら
の
流
れ
込
み
土
で
あ
り
、

ム
プ
ロ
ッ
ク
混
合
層
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
堀
底
の
貼
土
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
外
堀
の
外
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
直
線
的
な
の
に
対
し
、
内
側
の
ラ
イ

九
月
一
日

そ
の
直
下
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
及
び
イ
ニ
ロ
ー
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
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を
な
し
て
、
立
ち
上
が
る
こ
と
が
判
明
。
旧
表
土
上
面
の
レ
ベ
ル
は
一
八
・
六
四
妍
で
、

第
2
ト
レ
ン
チ
墳
裾
部
は
、

ロ
ー
ム
テ
ラ
ス
面
を
も
っ
た
後
、

旧
表
土
と
盛
土
が
斜
面

ン
は
ふ
く
ら
み
を
も
っ
た
め
、
ブ
リ
ッ
ヂ
の
つ
け
根
付
近
の
可
能
性
も
出
て
き
た
。
外
堤

第
1
ト
レ
ン
チ
内
堀
部
の
遺
物
検
出
作
業
（
第
三
検
出
面
）
で
、
特
殊
な
須
恵
質
埴
輪

（
埴
輪
壺
）
が
出
土
。
第

2
ト
レ
ソ
チ
の
墳
裾
付
近
か
ら
は
須
恵
器
坪
片
が
出
土
。

第
1
ト
レ
ン
チ
内
堀
部
か
ら
は
、
先
日
取
り
上
げ
た
の
と
同
形
の
特
殊
な
須
恵
質
埴
輪

が
数
個
体
出
土
。
や
は
り
、
埴
輪
的
に
、
同
形
の
も
の
が
、
多
数
樹
立
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
c

九
月
一
四
日

第
1
.
2
ト
レ
ン
チ
及
び

A
区
の
遺
物
ド
ッ
ト
図
作
成
後
、
取
り
上
げ
る
。
第
3
ト
レ

ン
チ
と

B
区
を
浬
水
面
ま
で
掘
り
下
げ
る
。
第
1
ト
レ
ン
チ
の
墳
裾
部
で
は
テ
ラ
ス
上
に

遺
物
が
集
中
す
る
部
分
が
あ
っ
た
が
、
各
種
各
様
の
別
個
体
で
あ
り
、
人
為
的
な

集

租

（
二
次
的
な
）

九
月
一
八
日

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。

第
2
ト
レ
ン
チ
墳
裾
部
は
E

ー
ム
削
り
出
し
で
保
存
状
況
は
良
好
。
斜
面
上
は
平
坦
で
、

テ
ラ
ス
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
遺
物
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
が
、
赤
焼
き
の
須
恵
質

普
通
円
筒
、
須
恵
器
大
甕
等
が
出
土
し
て
い
る
。
頸
部
に
補
強
凸
帯
を
も
つ
甕
が
検
出
さ

れ
た
の
は
年
代
推
定
上
重
要
で
あ
る
。
第
2
ト
レ
ン
チ
外
堀
は
内
外
の
立
ち
上
が
り
が
急

傾
斜
で
、
平
面
プ
ラ
ン
は
直
線
的
で
あ
る
。
保
存
状
況
良
好
な
た
め
、
設
計
プ
ラ
ソ
の
復

原
上
、
有
効
で
あ
ろ
う
。

九
月
ニ
―
日

九
月
九
日

九
月
八
日

は
三
段
掘
り
込
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

明
日
の
完
掘
に
備
え
て
、
終
日
、

ボ
ン
プ
に
よ
る
排
水
作
業
。

ト
レ
ソ
チ
と
の
比
較
）
幅
が
広
い
よ
う
で
あ
る
。

現
地
表
よ
り
高
い
。
厚
さ
は
三
六
心
レ
砂
。
第
1
ト
レ
ソ
チ
墳
裾
部
は
、
立
ち
上
が
り
部
を

検
出
す
べ
く
、

の
緩
い
立
ち
上
が
り
が
出
た
だ
け
で
あ
る
。
＜
び
れ
部
の
テ
ラ
ス
面
は
、

他
よ
り
（
第
2

九
月
ニ
ニ
ー
ニ
五
日

第
1
ト
レ
ン
チ
内
堀
及
び
墳
裾
部
の
遺
物
検
出
・
精
査
を
実
施
。
第

2
ト
レ
ソ
チ
と

B

区
を
完
掘
゜

九
月
二
七
日

九
月
二
八
日

第

2
.
3
ト
レ
ソ
チ
及
び

A
区
完
掘
。
分
層
終
了
後
、
写
真
撮
影
。

九
月
二
九
日

第
1
ト
レ
ン
チ
内
堀
底
精
査
後
、
分
層
し
て
、
写
真
撮
影
。
パ
リ
ノ
サ
ー
ペ
イ
辻
本
氏

に
よ
る
土
壌
サ
ン
プ
リ
ン
グ
実
施
。

九
月
三

0
日
l
-
0月
三
日

各
調
査
区
の
土
層
断
面
図
を
作
成
。
簡
易
遣
り
方
の
水
糸
張
り
を
実
施
。

-
0月
四
日
し
七
日

各
調
査
区
の
平
面
図
を
作
成
。

-
0月
八
日

-
0月
―
二
日
し
一
三
日

コ
ン
ク
用
の
計
測
を
あ
わ
せ
て
実
施
。

気
球
に
よ
る
空
中
写
真
撮
影
を
実
施
。

（
若
松
良
一
）

砂
を
入
れ
て
遺
構
保
護
の
後
、
重
機
で
埋
め
戻
し
と
転
圧
を
行
い
、
発
掘
調
査
を
終
了
。

-
•
五
妍
奥
へ
拡
張
。
し
か
し
、
旧
表
土
は
現
れ
ず
、

ロ
ー
ム
削
り
出
し
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埼
玉
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
を
見
る
と
、

離
れ
た
独
立
丘
で
、

時
代
に
は
す
で
に
独
立
丘
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ら
れ
る
。

た
っ
て
い
た
と
考
え

西
側
は
、
谷
頭
に
当

ら
細
長
く
台
地
が
延

＼
 

第1図

沈
下
が
あ
る
と
は
い
え
、

い
ず
れ
も
こ
の
最
高
地
点
よ
り
低
く
、

ロ
ー
ム
層
の
堆
積
し
た

主
と
な
る
大
宮
台
地
の
北
端
か
ら
わ
ず
か
に

そ
の
最
北
端
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
台
地
を
頂
点

と
し
て
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
か
け
て
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
ロ
ー
ム
台
地
群
が
並
ぶ
。

こ
れ
ら
の
ロ
ー
ム
台
地
群
の
並
び
を
見
る
と
、
埼
玉
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
は
、
周
囲

び
、
埼
玉
古
墳
群
の

埼
玉
古
墳
群
の
端
か

大
宮
台
地
で
最
も
標
高
の
高
い
地
点
は
、
台
地
西
縁
に
近
い
北
本
市
高
尾
付
近
に
あ
り
、

標
高
一
―

-0脳
で
あ
る
。
台
地
の
地
形
は
、
浸
食
作
用
や
関
東
造
盆
地
運
動
に
よ
る
地
盤
の

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

塚
古
墳
が
あ
っ
た
と

よ
り
分
断
さ
れ
て
独
立
丘
状
に
な
っ
た
台
地
も
多
い
。

墳
と
い
わ
れ
る
大
人

の
存
在
、
前
方
後
円

見
ら
れ
る
小
円
墳
群

大宮台地と前方後円墳の分布

ヽし

V

台
地
、
東
松
山
台
地
等
が
並
ぶ
が
、

い
ず
れ
も
河
川
に
よ
る
開
析
谷
は
西
か
ら
東
へ
と
伸

地
盤
の
低
下
が
最
も
激
し
い
地
域
と
い
わ
れ
て
い
る
。

せ
る
台
地
が
最
も
幅
広
く
、

こ
の
地
区
で
は
、
主
要
な
台
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

II 
埼
玉
古
墳
群
の
立
地
と
環
境

埼
玉
古
墳
群
は
、
行
田
市
埼
玉
地
区
に
あ
り
、
行
田
の
市
街
か
ら
南
へ
二
•
五
バ
ー
ら
ほ

ど
下
が
っ
た
ロ
ー
ム
台
地
上
に
位
置
す
る
。
こ
の
地
区
は
、
埼
玉
県
の
東
北
部
に
当
り
、

利
根
川
、
荒
川
と
い
っ
た
大
河
川
を
始
め
、

そ
の
分
流
の
中
小
の
河
川
も
加
わ
っ
て
激
し

く
乱
流
し
た
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
区
は
関
東
造
盆
地
運
動
の
中
心
に
近
く
、

そ
の
た
め
、
各
所
に
旧
河
川
跡
や
細
長
く
延
び
た
自
然
堤
防
状
の
微
高
地
が
見
ら
れ
る
。

第

1
図
は
大
宮
台
地
を
中
心
と
し
た
周
辺
の
地
形
の
概
略
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

図
の
よ
う
に
大
宮
台
地
の
西
側
の
台
地
は
、
南
か
ら
武
蔵
野
台
地
、

入
間
台
地
、
高
坂

び
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
宮
台
地
の
谷
は
、
北
西
か
ら
南
東
に
伸
び
て
お
り
、

筋
か
の
谷
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
北
西
側
は
開
析
作
用
に

が
著
し
く
開
析
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
大
宮
台
地
の
最
北
端
の
台
地
群
の
一
っ
と
い
え

第

3
図
は
、
迅
速
図
の
描
ぎ
方
や
従
前
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
を
参
考
と

し
て
ロ
ー
ム
台
地
が
広
が
っ
て
い
る
部
分
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
西
か
ら
南
東
方

向
に
い
く
筋
か
の
細
長
い
台
地
が
続
く
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
中
で
も
埼
玉
古
墳
群
を
乗

埼
玉
古
墳
群
の
位
置
は
、
太
い
点
線
で
囲
っ
た
部
分
で
あ
る
。
北
東
か
ら
南
西
に
並
ぶ

古
墳
群
の
北
西
側
に
は
忍
城
の
西
に
延
び
る
町
並
み
の
乗
る
幅
広
い
低
地
帯
が
伸
び
て
き

て
お
り
、
埼
玉
古
墳
群
の
西
側
で
直
線
的
な
谷
頭
を
形
成
し
て
い
る
。
埼
玉
古
墳
群
の
西

南
の
端
か
ら
行
田
の
町
並
み
の
西
側
に
は
、
細
く
延
び
た
ロ
ー
ム
台
地
が
あ
る
が
、
迅
速

図
で
は
集
落
が
見
ら
れ
ず
、
現
在
水
田
地
帯
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
台
地
と
し
て
続
か

な
い
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
／
．ー
そ
の
間
に
は
野
合
遺
跡
の
存
在
や
迅
速
図
に

5
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真
名
板
高
山
古
墳
を
乗
せ
る
微
高
地
が
延
び
て
い
る
。
会
の
川

こ
の
う
ち
、
最
も
埼
玉
の
台
地
に
近
い
流
路
の
西
側
に
は
、

え
る
地
点
か
ら
い
く
筋
か
の
流
れ
た
跡
が
残
っ
て
い
る
。

川
本
流
か
ら
の
分
岐
点
は
一
定
し
て
い
る
が
、
東
に
向
き
を
変

て
見
沼
代
用
水
と
合
流
し
て
い
る
。
会
の
川
の
流
路
は
、
利
根

位
置
に
ほ
ぽ
平
行
す
る
よ
う
に
流
路
跡
の
痕
跡
が
走
り
、

や
が

中
世
の
利
根
川
の
流
路
で
あ
っ
た
旧
会
の
川
の
谷
と
の
中
間
の

現
在
の
見
沼
代
用
水
の
東
側
の
地
割
り
を
迅
速
図
で
見
る
と
、

た
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

落
の
並
ぴ
は
細
長
く
連
続
し
て
い
て
、
河
川
に
よ
り
形
成
さ
れ

沼
代
用
水
が
流
れ
て
い
る
。
川
沿
い
に
集
落
が
連
な
る
が
、
集

小
見
真
観
寺
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
の
西
側
に
は
、
現
在
見

な
っ
た
。

台
地
と
し
て
一
連
の
台
地
上
に
立
地
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
白
鳥
田
遣
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

若
小
玉
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
は
切
れ
、
別
の
台
地
の
古
墳
群

が
細
く
延
び
て
い
る
。
小
見
真
観
寺
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
と

東
に
も
小
見
真
観
寺
古
墳
群
や
若
小
玉
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地

跡
等
が
乗
る
細
長
い
台
地
が
あ
る
。
埼
玉
古
墳
群
の
台
地
の
北

台
地
と
埼
玉
古
墳
群
の
台
地
と
の
間
か
ら
は
鴻
池
、
武
良
内
遺

続
く
台
地
が
南
東
方
向
へ
延
び
て
い
る
。
ま
た
、
忍
城
本
郭
の

西
側
に
は
忍
城
の
堀
を
挟
ん
だ
本
郭
台
地
か
ら
、
高
畑
遺
跡
へ

周
辺
の
台
地
を
見
る
と
、
行
田
の
町
並
み
に
延
び
る
台
地
の

9 -



土
が
あ
っ
た
。

時
代
以
降
の
遺
構
は
、

ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。

の
流
域
に
見
ら
れ
る
微
高
地
は
、
砂
丘
が
発
達
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
前
方
後
円
墳

で
あ
る
真
名
板
高
山
古
墳
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
以
前
に
成
立
し
て
い

た
微
高
地
で
あ
り
、

次
に
、
埼
玉
古
墳
群
周
辺
の
遺
跡
を
概
観
し
て
見
よ
う
。

埼
玉
古
墳
群
内
の
古
墳
を
除
い
た
遺
跡
に
は
、

瓦
塚
古
墳
周
辺
を
中
心
に
発
見
さ
れ
て

い
る
縄
文
中
期
末
葉
の
遺
物
群
が
あ
る
ほ
か
、
中
世
の
遺
構
が
断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
古
墳
造
成
に
当
た
っ
て
周
辺
の
表
土
を
削
平
し
た
り
、
そ
の
後
の
周
辺
の

沼
、
特
に
小
針
沼
や
忍
城
堀
等
の
埋
め
立
て
の
た
め
、
古
墳
の
周
囲
が
か
な
り
削
平
さ
れ
、

一
妍
に
近
い
削
乎
を
受
け
て
い
る
が
、

高
畑
遺
跡
、
武
良
内
遺
跡
や
、

瓦
塚
古
墳
の
周
囲
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
土
器
の
存

在
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
て
の
遺
構
を
消
し
さ
る
ほ
ど
の
削
平
と
は
い
え
ず
、
蠅
文

周
辺
地
域
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
台
地
上
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い

な
い
。
最
も
近
い
遺
跡
と
し
て
は
、
台
地
群
の
北
西
に
広
が
る
ロ
ー
ム
層
の
な
い
自
然
堤

防
上
に
立
地
す
る
弥
生
中
期
の
遺
跡
で
あ
る
小
敷
田
遺
跡
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
台
地
上

に
立
地
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
か
ら
で
、
埼
玉
古

墳
群
に
最
も
近
い
遺
跡
と
し
て
は
、
埼
玉
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
の
西
側
の
台
地
に
あ
る

そ
の
西
側
の
台
地
上
の
吹
上
町
袋
・
台
遺
跡
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
小
見
真
観
寺
古
墳
の
台
地
で
は
、
白
鳥
田
遺
跡
で
ま
と
ま
っ
た
遺
構
・
遺
物
の
出

こ
れ
ら
の
遺
跡
群
か
ら
は
い
ず
れ
も
五
し
六
世
紀
の
住
居
群
や
古
墳
群
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
埼
玉
古
墳
群
を
乗
せ
る
台
地
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
武

蔵
水
路
で
発
見
さ
れ
た
神
明
遺
跡
群
が
あ
る
。
古
墳
群
に
最
も
近
い
古
墳
時
代
の
遺
跡
の

―
つ
で
あ
り
、
出
土
遺
物
が
多
か
っ
た
。
出
土
土
器
は
和
泉
式
か
ら
鬼
高
式
土
器
で
、

ロ
ー
ム
台
地
に
立
地
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

か

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（

谷

井

彪

）

な
り
の
出
土
量
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
古
墳
群
か
ら
行
田
の
町
並
み
に
延
び
た
台
地
上
で
は
、

大
日
塚
古
墳
を
中
心
と
し
た
佐
間
古
墳
群
と
重
な
る
集
落
群
が
あ
る
。
時
期
は
、
埼
玉
古

埼
玉
古
墳
群
の
周
囲
の
遺
跡
は
、
北
に
の
び
た
台
地
上
に
あ
る
大
人
塚
古
墳
を
中
心
と

し
た
古
墳
群
、
稲
荷
山
古
墳
の
東
側
に
並
ぶ
若
王
子
古
墳
群
を
除
く
と
、
古
墳
時
代
の
遺

跡
は
、

か
な
り
離
れ
た
地
に
あ
る
小
針
遺
跡
の
集
落
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

埼
玉
古
墳
群
の
周
辺
で
断
片
的
で
あ
る
が
、

か
な
り
の
数
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
て

い
る
。
西
側
か
ら
南
側
に
か
け
て
、
星
宮
遺
跡
、
陣
馬
遺
跡
の
東
側
は
、
原
遺
跡
と
連
続

的
に
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
集
落
の
時
期
は
、

か
の
ぽ
っ
て
た
と
し
て
も
七
世
紀
の
終
末
で
あ
り
、

そ
の
中
心
は
奈
良
•
平
安
時
代
の
住

居
群
で
あ
っ
た
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
古
墳
時
代
の
遺
構
は
、
陣
馬
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

五
領
期
の
方
形
周
溝
墓
を
除
け
ば
、
古
墳
群
形
成
に
関
わ
る
六
世
紀
中
頃
の
住
居
が
一
軒

の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
将
軍
山
古
墳
や
稲
荷
山
古
墳
の
東
側
の
並
び
に
は
、
若
王
子
古
墳
が
あ
る
。
こ

の
地
は
ま
た
、
奈
良
•
平
安
時
代
に
栄
え
た
盛
徳
寺
を
中
心
と
し
て
展
開
し
た
地
域
で
あ

り
、
大
和
古
印
の
出
土
地
も
古
墳
群
と
の
間
に
存
在
す
る
。
近
年
、
盛
徳
寺
跡
東
側
の
愛

宕
通
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
隣
接
し
て
発
見
さ
れ
た
円
墳
二

基
を
除
く
と
、

近
年
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
大
規
模
な
集
落
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
小
針
遺
跡
は
、
忍
川
を
隔
て
た
現
水
田
地
帯
に
立
地
し
、
古
墳
時
代
に
限
れ
ば
、
小
針

遺
跡
と
埼
玉
古
墳
群
と
の
問
は
、
古
墳
を
除
く
と
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
無
人
の
地

い
ず
れ
も
奈
良
・
乎
安
時
代
の
集
落
で
あ
る
。

墳
群
の
形
成
時
期
と
重
な
る
六
世
紀
の
中
心
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
さ

- 10 -



四
五
度
の
傾
斜
で
急
な
立
ち
上
が
り
を
形
成
す
る
が
、

こ
の
変
化
は

2
層
の
堆
積
状
況
か

（
駒
宮
史
朗
）

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

奥
の
山
古
墳
の
調
査

各
部
の
要
所
設
定
し
た
三
本
の
ト
レ
ソ
チ
に
よ
り
、
遺
構
の
確
認
を
行
い
、

第
1
ト
レ
ン
チ
は
長
さ
五
一
屈
、
幅
二
妍
で
奥
の
山
古
墳
、

定
さ
れ
た
問
が
農
道
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
た
め
、
第

1
ト
レ
ン
チ
は
便
宜
的
に
墳
丘

周
堀
は
地
山
の
ロ
ー
ム
層
を
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
お
り
、
底
部
中
央
は
な
だ
ら
か
な

高
ま
り
を
み
せ
、

鉄
砲
山
古
墳
と
の
間
に
設

地
表
面
か
ら
の
深
さ
は
八
七
和
し
砂
を
測
る
。
外
側
立
ち
上
が
り
部
分
で

一
段
と
深
く
な
り
中
央
部
に
比
べ
約
五
〇
炉
じ
砂
深
い
。

墳
丘
立
ち
上
り
部
分
に
は
根
切
溝

A
.
B
.
C
が
掘
ら
れ
、
少
な
く
と
も
三
回
に
わ
た

っ
て
根
切
溝
の
改
修
が
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
堀
の
底
部
に
堆
稼
し
た

6
層
の
堆

積
範
囲
か
ら
周
堀
の
幅
を
復
原
す
る
と
約
一
四
妍
前
後
の
規
模
と
推
定
さ
れ
る
。
道
路
部

分
の
未
調
査
の
部
分
、
両
側
の
土
層
に
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

か
ら
農
道
ま
で
の
二
二
脳
を
さ
す
。

ト
レ
ソ
チ
か
ら
も
周
堀
が
検
出
さ
れ
た
。

Ill 

遺

構

そ
の
ま
ま
層
序
は

周
堀
の
外
側
は
約
八
妍
の
空
間
を
置
い
て
鉄
砲
山
古
墳
前
方
部
の
外
堀
と
な
る
。
鉄
砲

山
古
墳
の
外
堀
は
中
央
付
近
が
レ
ン
ズ
状
に
深
く
掘
ら
れ
、
最
深
部
は
地
表
か
ら
一
妍
三

o
g冠
を
測
る
。
外
側
の
立
ち
上
が
り
を
後
世
の
溝

F
が
切
っ
て
い
る
。
内
側
の
立
ち
上

が
り
は
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
立
ち
上
が
る
。
途
中
に
幅
―

.
-
0脳
の
フ
ラ
ッ
ト
面
と
約

こ
の
結
果
内
堀
の
幅
は
推
定
約
八
以
が
前
後
の
規
模
に
な
る
。

い
ず
れ
の

ら
後
世
の
削
乎
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
周
堀
本
来
の
立
ち
上
が
り
は

5
層

と
8
層
の
交
点
付
近
か
ら
、
底
面
の
曲
線
を
そ
の
ま
ま
描
い
て
立
ち
上
が
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
外
堀
と
の
問
に
約
六
•
三
い
加
の
空
問
を
置
い
て
内
堀
と
な
る
。
す
な
わ
ち

中
堤
帯
で
あ
る
。

確
認
に
つ
と
め
た
が
、
大
き
な
根
切
溝

H
が
掘
ら
れ
て
攪
乱
を
受
け
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

内
堀
外
側
の
立
ち
上
が
り
は
第

5
層
と
地
山
の
交
点
か
ら
、

描
い
て
立
ち
上
が
る
と
推
定
さ
れ
、

っ
て
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
ニ
脳
ま
で
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て

そ
の
ま
ま
地
山
の
曲
線
を

そ
の
外
側
の
フ
ラ
ッ
ト
面
約
三
脳
は
後
の
削
平
に
よ

底
部
は
外
側
立
ち
上
が
り
付
近
が
深
く
地
表
か
ら
約
一
・
三
屈
を
測
り
、
墳
丘
に
近
づ

く
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
り
墳
麓
付
近
で
は
約
三

0
代
店
の
比
高
差
が
認
め
ら
れ
る
。

第
2
ト
レ
ソ
チ
は
古
墳
主
軸
に
対
し
て
、
や
や
斜
め
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
検
出
さ
れ
た

周
堀
の
幅
を
復
原
す
る
と
推
定
約
一
三
脳
程
の
規
模
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
古
墳
の
裾
に

は
根
切
溝
が
あ
り
、
古
墳
の
立
ち
上
が
り
の
状
態
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

第

3
ト
レ
ン
チ
は
前
方
部
東
側
に
設
定
さ
れ
た
。
東
側
墳
麓
の
農
道
部
分
は
、
調
査
が

で
き
ず
墳
丘
立
ち
上
が
り
の
状
況
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
ト
レ
ソ
チ

の
位
置
が
古
墳
主
軸
に
直
角
で
は
な
い
た
め
、
周
堀
を
斜
め
に
調
査
し
た
形
と
な
る
。

周
堀
の
底
面
は
ほ
と
ん
ど
平
ら
で
、
中
央
部
付
近
が
わ
ず
か
に
深
く
な
り
地
表
か
ら
深

さ
―
•
五
屈
を
測
る
。
外
側
立
ち
上
が
り
付
近
に
は
溝
状
の
掘
込

F

が
あ
り
底
部
が
さ
ら

に
八
〇
心
レ
砂
程
深
く
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
層
の
乱
れ
が
認
め
ら
れ
ず
、
立
ち
上
が

り
は
ロ
ー
ム
を
階
段
上
に
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
。
周
堀
の
幅
は
推
定
一
八
妍
前
後

の
規
模
と
な
る
。

内
堀
で
の
墳
丘
立
ち
上
が
り
の
状
態
は
墳
丘
内
に

- 11 -
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第4図 奥の山古肌測醤図及びトレシチの位附 （1/600 :スクリーントーンは周堀部分を示す）
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第1トレンチ土層断面

A 鉄砲山古墳外堀 → 

* ＊ V 

し ― 』 D
溝 E

疇
鉄砲山古墳内堀

→ 

言
4 
、 、 ＇- ー ＊
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，ゞ

-------

漏 F

2 

---- -
5 -
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------
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--～9 

+ A
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,9 H 

第 1トレンチ土層説明

1 ・耕作土

2.茶褐色 （ローム9立子少々及び砂9立fを含む）
3. 明褐色 （ 砂I立—f- を含む． 帖土分を多塁に含む）

4.茶白色

5.暗褐色（やや白味を帝ぴる。砂粒及び9立土分を含む）

6 9t褐色 （下ほど熱味を帯びる。上はど茶褐色、ローム粒、

砂9立子i1と入）

7.黙褐色

8. Ii（灰色 （砂粒子批入）
，・貿褐色 （ロームプロ ソク多黛にiiと人）

第 3トレンチ土層説明

I.耕作土

2.灰褐色 （ローム粒及び小プロ ック、砂粒ー(-i／し入）
3. 暗茶褐色 （ ローム粒（・及び砂粒—f•I比入）

4. 集 掲色 （ ロ ーム粒子•及び砂1立千 1且入）

5.!!I褐色（やや,i性投し ）
6.茶褐色 （砂償を帯びる ）

7.鉗褐色 （ロームプロ ックii(人）

C
I
 

第3トレンチ土層断面

B 
奥の山古墳周堀

→ 

_______,__ ・- .―ヽ

+ B
 

゜
4m 

第 5図 奥の山古墳土層断面図 (1/80) 



一
五
％
で
あ
る
。
復
原
す
る
と
、
胴
部
の
最
大
径
は
、

二
五
．

0
代
店
で
あ
る
。
外
面
は
、

と
雲
母
、

口
縁
部
と
底
部
を
欠
く
。
胎
土
に
は
酸
化
鉄
粒
の
ほ
か
、
白
色
。ハ
ミ
ス

チ
ャ
ー
ト
礫
、
長
石
礫
を
ご
く
わ
ず
か
含
む
。
焼
成
は
よ
く
、
焼
き
上
が
り
も

き
わ
め
て
堅
緻
で
あ
る
。
赤
色

(
1
0
R
4
/
8
)
を
呈
し
て
い
る
。
現
存
率
は
、
全
体
の

復
原
図

4
は
、
底
部
か
ら
胴
部
に
か
け
た
一
―

-
0％
ほ
ど
の
破
片
か
ら
復
原
し
た
も
の
で

あ
る
。
底
径
一
六
．

0
代
店
を
計
る
。
胎
土
・
焼
成
と
も
復
原
図

3
に
類
似
し
、
外
面
ょ

は
さ
ら
に
上
で
、
三
条
の
凸
帯
が
め
ぐ
る
と
思
わ
れ
る
。

復
原
図

2
は、

な
お
、
内
面
の
上
端
に
ョ
コ
ハ
ケ
や
ョ
コ
ナ
デ
が
施
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
、

形
終
了
後
に
口
縁
部
か
ら
手
を
入
れ
て
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

口
縁
部

量
含
ん
で
い
る
。

に
識
別
が
可
能
で
あ
る
。
胎
土
は
、
砂
礫
は
少
な
く
、
酸
化
鉄
粒
と
白
色
．ハ
ミ
ス
を
相
当

不
十
分
の
た
め
、
粘
土
紐
の
接
合
疲
が
残
っ
て
い
る
。

ハ
ケ
メ
の
施
文
距
離
が
長
く
、
成

鮮
や
か
な
赤
色
系
統
の
色
調
と
堅
緻
な
焼
き
上
が
り
が
大
き
な
特
徴
で
、
他
と
は
容
易

内
面
は
、

2
と
同
様
、
傾
斜
の
強
い
ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
調
整
が

A
類
（
復
原
図

1
し

5
、
拓
影
図
ー
ー
38
、
43
し

48
、
0

8

)

 

5
 

i
 

5
 

十
分
で
、
下
端
が
器
壁
に
密
着
し
て
い
な
い
た
め
、
雑
な
作
り
に
み
え
る
。

類
と
、
三
つ
に
分
類
し
て
記
述
を
進
め
る
。

貼
る
。
器
壁
の
厚
さ
に
比
べ
て
、
突
出
度
は
弱
い
。
第
一
凸
帯
は
、

ョ
コ
ナ
デ
調
整
が
不

い
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ

A
類、

B
類
と
し
、

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
少
量
の
埴
輪
を

C

器
形
は
、
小
さ
な
底
部
か
ら
、

ロ
縁
部
に
向
っ
て
開
く
c

底
部
は
、
幅
六
心
し
咋
の
粘
土

堀
の
整
備
の
過
程
で
、
墳
丘
の
北
か
ら
西
側
の
周
堀
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

奥
の
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
を
胎
土
や
色
調
か
ら
観
察
す
る
と
、
大
部
分
が
二
つ
の
異
な

っ
た
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
製
作
技
法
や
形
態
の
相
違
と
も
よ
く
対
応
し
て

の
方
が
良
好
で
、
爪
が
立
た
な
い
ほ
ど
堅
緻
で
あ
る
。

ヽ
ー

，一

円

筒

埴

輪

（

第

7
図
し
第

11
図）

＇ 

以
下
、
分
類
別
に
記
述
す
る
。

奥
の
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
す
べ
て
円
筒
埴
輪
片
と
形
象
埴
輪
片
で
、
平
箱

三
箱
ほ
ど
の
量
で
あ
る
。
全
体
の
器
形
の
わ
か
る
例
が
な
か
っ
た
の
で
、
円
筒
埴
輪
の
う

ち
、
比
較
的
大
型
な
も
の
に
限
っ
て
復
原
実
測
に
努
め
た
。

残
存
状
態
が
よ
く
、
代
表
的
な
も
の
を
図
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、
発
掘
調
査
で
出
土
し

た
も
の
は
、
第
1
ト
レ
ノ
チ
の
一
点
、
第

3
ト
レ
ソ
チ
の
八
点
の
み
で
あ
る
。
残
り
は
周

疲
が
多
数
残
っ
て
い
る
。

遺

物

ク
テ
ハ
ヶ
調
整
後
、
凸
帯
が
貼
ら
れ
る
が
、
突
出
度
は
、
き
わ
め
て
低
い
。
た
だ
し
、

コ
ナ
デ
調
整
を
強
く
行
っ
て
い
る
た
め
、

斜
の
強
い
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

外
面
は
、

調
整
が
不
十
分
で
、
粘
七
紐
の
接
合

ハ
ケ
メ
の
単
位
は
、
外
面
が
十
本
あ
た
り
一
・
九
代
店
、
内
面

が
一
・
ニ
心
レ
砂
で
、
異
な
っ
た
調
整
具
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

復
原
図

3
は
、
底
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
の
全
体
の
一
五
％
程
の
破
片
か
ら
復
原
し
た

も
の
で
あ
る
。
底
径
一
七
．

0
代
店
、
胴
部
最
大
径
二
九
•
六
代
店
を
計
る
。
胎
土
に
は

酸
化
鉄
粒
を
多
量
に
含
む
が
、
砂
礫
の
含
有
量
が
少
な
い
。
ま
た
、
白
色
。ハ
ミ
ス
・
チ
ャ

ー
ト
・
石
英
・
角
閃
石
を
わ
ず
か
に
含
ん
で
い
る
。
色
調
は
、
内
外
で
異
な
り
、
外
面
が

橙
色

(
5
Y
R
6
/
8
)
、
内
面
が
赤
色

(
1
0
R
5
/
6
)
を
呈
す
る
。
焼
成
は
、
内
面

板
を
ま
る
め
て
基
部
を
作
っ
て
い
る
。
胴
部
は
、
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
て
成
形
し
て
い
る
。

わ
ず
か
に
右
下
が
り
傾
斜
の
タ
テ
ハ
ヶ
調
整
が
施
さ
れ
、

そ
の
後
、
凸
帯
を

ジ
ャ
ー
プ
な
稜
と
な
っ
て
い
る
。
内
面
は
、
傾 ヨ

- 14 -



2
ま、

↑
‘
 

4
.
5
.
9
.
 

口
縁
端
部
が

11V“

字
状
に
屈
曲
し
、
強
い
ョ
コ
ナ
デ
に
よ
っ

端
面
に
は
浅
い
凹
線
が
め
ぐ
る
。

部
付
近
の
調
整
の
違
い
に
よ
り
、
以
下
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。

口
縁

こ
れ
ら
は
、
外
面
が
わ
ず
か
に
右
下
が
り
の
タ
テ
ハ
ヶ
調
整
、
内
面
が
体
部
か
ら
続
く

ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
調
整
の
上
に
ョ
コ
ハ
ケ
調
整
の
行
わ
れ
て
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、

1
.
6
.
8
は
、
緩
や
か
に
外
反
し
て
開
き
、
端
部
が
軽
く
ョ
コ
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。

ま、＇ 
2
 

口
縁
端
部
が
強
く
屈
曲
し
、
水
平
に
開
い
て
い
る
。
同
様
な
例
に

11
が
あ
る
。

ナ
ナ
メ
ハ
ケ
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

45し
48
は、

が
、
下
端
部
は
、
粘
土
の
自
重
で
圧
縮
さ
れ
た
た
め
か
、
異
常
に
厚
く
な
っ
て
い
る
。
外

て
い
る

0
4
6
は
、
復
原
図

5
と
同
様
、
外
面
下
端
に
木
理
圧
痕
が
付
い
て
い
る
。
復
原
径

は、

46
が
一
九
和
レ
砂
、

5
0
i
5
8
は
、
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
の
破
片
で
あ
る
。
胎
土
・
焼
成
・
色
調
は
、

面
は
、

あ
る
。

タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
は
、
斜
行
す
る
雑
な
ナ
デ
の
後
、

ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
調
整
が
行
わ
れ

底
部
は
、
粘
土
板
を
ま
る
め
て
基
部
と
し
て
い
る
が
、
下
端
が
著
し
く
厚
く
な
っ
て
い

る
。
底
面
端
部
は
、
太
い
篠
状
の
圧
痕
と
ヘ
ラ
を
差
し
込
ん
で
作
業
台
か
ら
切
り
離
し
た

復
原
図
5

は
、
底
部
付
近
で
あ
る

。

復
原
底
径
は
一
六
•
六
心
レ
砂
を
計
る
。
胎
土
は
、

砂
粒
が
少
な
く
、
白
色
バ
ミ
ス
と
酸
化
鉄
粒
が
含
ま
れ
て
い
る
。
焼
成
は
、
良
好
で
、
き

わ
め
て
堅
緻
で
あ
る
。
赤
褐
色

(
2
.
5
Y
R
4
/
6
)
を
呈
す
る
。
粘
土
板
を
ま
る
め

て
基
部
と
し
て
い
る
が
、
外
面
下
端
に
は
粘
土
を
平
ら
に
延
す
際
に
付
い
た
作
業
台
の
木

拓
影
図
ー
し

13
は
、
す
べ
て

A
類
の
口
縁
部
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

三
四
心
レ
砂
で
あ
っ
た
。

2
の
復
原
口
径
は

ず
か
に
右
下
が
り
の
ク
テ
ハ
ヶ
調
整
、
内
面
は
、

底
面
は
、
他
と
異
な
り
、
平
滑
だ
が
、

一
か
所
だ
け
窪
み
が
み
ら
れ
た
。
外
面
は
、

ゎ

い
も
の
が
多
い
。

理
圧
痕
が
残
っ
て
い
る
。

て
、
端
面
と
内
面
上
端
に
は
、
凹
線
を
生
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
内
側
の
角
が
鋭
く
尖

内
外
面
を
調
整
す
る
工
具
は
、

-
•
五
代
后
、

目
が
一

0
本
当
た
り
二
和
レ
砂
弱
の
例
が
多
い
が
、
細
い

粗
い
も
の
で
は
ニ
・
九
心
レ
砂
で
あ
る
。

g
レ
砂
を
越
え
る
も
の
も
あ
る
。
外
面
調
整
は
、
垂
直
も
し
く
は
わ
ず
か
に
右
下
が
り
の
タ

テ
ハ
ケ
が
用
い
ら
れ
る
。
内
面
調
整
も
大
半
が
復
原
図

2
.
3
と
同
様
、
施
文
距
離
が
長

く
、
傾
斜
の
強
い
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
内
面
調
整
が
粗
雑
な
た
め
、

凸
帯
は
、
全
般
に
低
平
で
、
断
面
が

「
M
」
字
状
を
呈
す
る
か
、
上
部
の
稜
の
み
高
く
、

三
角
形
を
呈
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
凸
帯
周
辺
の
ヨ
コ
ナ
デ
調
整
も
雑
で
、
指
を
当

て
が
っ
て
一
度
で
す
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
凸
帯
下
端
は
、

透
孔
は
、
す
べ
て
円
形
で
あ
る
。
凸
帯
間
い
っ
ば
い
に
穿
孔
し
よ
う
と
し
た
ら
し
く
、

2
0
.
2
2
.
2
7
.
2
8
.
3
8
な
ど
の
よ
う
に
凸
帯
上
下
の
ヨ
コ
ナ
デ
の
範
囲
ま
で
及
ん
で
い
る

も
の
が
あ
る
。
透
孔
は
、
切
り
離
し
た
だ
け
の
も
の
と
、
指
ナ
デ
調
整
を
加
え
た
も
の
が

A
類
の
底
部
で
あ
る
。

器
壁
に
密
着
し
て
い
な

い
ず
れ
も
粘
土
板
を
ま
る
め
て
基
部
と
し
て
い
る

47
が
二
〇
心
レ
吟
、

48
が
二
二
社
じ
で
あ
る
。

A
類
の
円

粘
土
紐
の
接
合
疲
を
残
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

簾
状
文
の
よ
う
に
休
止
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
調
整
で
あ
る
。

内
面
は
、

目
が
粗
く
、
幅
の
広
い
工
具
を
使
用
し
て
、

ョ
コ
ハ
ヶ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

外
面
は
、

タ
テ
ハ
ヶ
調
整
後
、
低
い
凸
帯
を
貼
る
が
、

シ
ャ
ー
プ
さ
を
欠
い
て
い
る
。

14ー

38
と

43
は、

A
類
の
胴
部
破
片
で
あ
る
。

器
壁
が
全
般
に
厚
く
、

痕
が
み
ら
れ
る
。

も
の
で
は
、

り
、
稜
を
な
す
も
の
が
あ
る
。

り
内
面
の
焼
成
が
よ
い
。

な
か
に
は

- 15 -



外
面
調
整
は
、

壁
は
、

A
類
に
比
べ
か
な
り
薄
く
、
底
部
も
そ
れ
ほ
ど
厚
く
な
ら
な
い
。

ロ
唇
部
を
欠
く
が
、

口
縁
部
径
は
、
推
定
三
七
代
妬
と
、

か
な
り
大
型
で
あ
る
。
器
形

B
類
に
は
口
縁
部
破
片
が
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
胴
部
と
底
部
の
破
片
で
あ
っ
た
。
器

一
破
片
当
た
り
、
数
個
か
ら
十
数
個
が
確
認
で
き
た
。

で
作
ら
れ
て
い
る
。
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
に
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
技
法
で
あ
る
。

5
3
.
5
4
.
5
7
は
、
通
常
の
凸
帯
よ
り
も
幅
が
広
く
、
突
出
度
が
強
い
。
こ
れ
は
、
接
合

部
の
補
強
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
す
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

52
は
、
肩
部
か
ら
頸
部
、

調
整
、

で
あ
る
が
、

で
あ
る
。
肉
眼
観
察
で
、

焼
成
は
、

堅
緻
さ
で
あ
る
。

58
は
、
頸
部
の
破
片
で
あ
る
。

ぐ
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
口
頸
部
と
の
接
合
部
に
あ
た
っ
て
お
り
、
凸
帯
は
幅
が
広
く
、

ョ
コ
ナ
デ
調
整
も
丁
寧
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
頸
部
に
凸
帯
が
め

こ
の
類
の
朝
顔
形
埴
輪
の
器
面
調
整
は
、
肩
部
で
外
面
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
、
内
面
横
位
ナ
デ

口
縁
部
で
外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ョ
コ
ハ
ヶ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

色
調
は
、
す
べ
て
橙
色

(
5
Y
R
6
/
6
.
6
/
8
.
7
/
8
及
び

5
Y
R
7
/
6
)

か
な
り
白
っ
ぽ
い
た
め
、
他
の
類
と
は
容
易
に
識
別
で
き
る
。
胎
土
も

A
類

お
お
む
ね
良
好
で
、

68
が、

チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
火
山
ガ

ラ
ス
、
酸
化
鉄
粒
、
角
閃
石
等
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
量
は
少
な
い
が
、

ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
、
白
色
針
状
物
質
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
長
さ
は
一

ハー
ト
い
前
後

や
や
軟
質
な
の
を
除
け
ば
、

A
類
と
同
程
度
の

い
ず
れ
も
ク
テ
ハ
ケ
で
あ
る
が
、

66
に
は
、
凸
帯
の
ヨ
コ
ナ
デ
後
に
二

次
調
整
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
内
面
調
整
は
、
非
常
に
丁
寧
で
、
粘
土
紐
の
接
合
痕
を
ほ

と
ん
ど
消
し
て
い
る
。
底
部
付
近
は
、
斜
位
ま
た
は
横
位
の
ナ
デ
が
む
ら
な
く
施
さ
れ
て

胴
部
内
面
は
、

6
1
.
6
6
.
6
8
の
よ
う
に
ナ
デ
調
整
を
施
す
も
の
と
、
他
の
埴
輪
の
よ
う

に
ハ
ヶ
調
整
を
施
す
も
の
が
あ
る
。
上
半
部
の
み
に
ハ
ヶ
調
整
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
か

ハ
ヶ
調
整
は
、

A
類
と
異
な
り
、
傾
斜
の
緩
い
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
で
、

6
5
.
6
7
.
6
9
.
7
0
の

よ
う
に
傾
斜
の
異
な
る
ハ
ヶ
調
整
を
重
ね
て
施
し
た
例
と
、

62.63
の
よ
う
に
、

ナ
デ
を
加
え
る
も
の
と
が
あ
る
。
凸
帯
は
、
水
平
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
断
面
形

ず
れ
も
器
壁
に
密
着
し
、
整
っ
た
作
り
に
み
え
る
。

59
と
は

60
、
B
類
の
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
片
で
あ
る
0
5
9
は
、
頸
部
の
破
片
で
、

A
類
に

比
べ
て
薄
手
に
作
ら
れ
、
凸
帯
の
突
出
度
が
強
く
、
整
美
な
作
り
で
あ
る

0
6
0
は、

部
下
半
の
破
片
で
、

c類
は
、

上
半
と
の
接
合
部
に
は
補
強
帯
を
兼
ね
た
幅
の
広
い
台
形
の
凸
帯
が

A
.
B
類
に
属
さ
な
い
も
の
を
集
め
た
。
復
原
図
ー
は
、
残
存
率
―
―

1
0％
で
、

胎
土
に
や
や
大
き
い
酸
化
鉄
粒
を
多
量
に
含
む
ほ
か
、
白
色
。ハ
ミ
ス
、
長
石
、

礫
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
白
色
針
状
物
質
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

焼
成
は
、

A
類
•
B

類
の
平
均
的
な
も
の
と
比
較
し
て
、

や
や
軟
質
な
焼
ぎ
上
が
り
で
、

触
る
と
粉
が
手
に
付
く
感
じ
で
あ
る
。
色
調
は
、
明
赤
褐
色
（

2

．5
Y
R
5
/
8
)
で
あ
る
。

は、

A
類
と
異
な
り
、
寸
胴
で
あ
る
。
ロ
縁
部
は
直
立
気
味
で
あ
り
、
外
反
す
る
の
は
上

チ
ャ
ー
ト

し、

c類
（
復
原
図

1
、
拓
影
図

3
1
.
3
5
.
3
9
し

42)

と
対
象
的
に
、
多
量
の
礫
、
砂
を
含
む
。
目
に
付
く
の
は
、

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

口
縁

B
類
（
拓
影
図

59ー

74)

は
ヽ

い
ず
れ
も
台
形
を
呈
す
る
。

ョ
コ
ナ
デ
調
整
が
丁
寧
な
た
め
、
凸
帯
の
下
側
は
、

し、

整
の
後
、

ハ
ケ
調

も
し
れ
な
い
。

ョ
コ
ナ
デ
調
整
さ
れ
て
い
る
。

口
縁
部
の
調
整
方
法
と
同
様
で
、

い
わ
ゆ
る
擬
口
縁
技
法

50.51
は
、
接
合
面
で
剣
離
し
た
例
で
あ
る
。
端
部
を
み
る
と
、

筒
埴
輪
と
共
通
し
て
い
る
。

ョ
コ
ハ
ヶ
調
整
後
、

い
る
。
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類
の
焼
き
損
な
っ
た
製
品
と
も
考
え
ら
れ
る
。

41
は
、
焼
け
歪
み
が
著
し
く
、
焼
成
時
の
亀
裂
も
走
っ
て
い
る
。
茶
褐
色
で
、
独
特
な

色
調
で
あ
る
。
胎
土
に
は
砂
礫
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
ず
、
凸
帯
の
形
態
や
調
整
方
法
か
ら
A

ー
ト
な
ど
の
砂
礫
が
含
ま
れ
て
い
る
。

チ
ャ

39
は
、
薄
手
の
器
壁
に
幅
の
狭
い
凸
帯
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
凸
帯
下
端

は
、
器
壁
に
密
着
し
て
い
な
い
。
胎
土
に
は
大
量
の
石
英
、
長
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、

な
し、

゜

る
。
こ
の
埴
輪
は
、

A
類
に
近
い
特
徴
も
あ
り
、

A
類
の
規
格
外
れ
と
い
え
る
か
も
し
れ

5
ま、

3
ー

チ
ャ
ー
ト
、
角
閃
石
、
片
岩
な
ど
の
砂
礫
を
大
量
に
含
む
。
焼

成
は
、
良
好
で
、
き
わ
め
て
堅
緻
で
あ
る
。
明
赤
褐
色

(
2
.
5
Y
R
5
/
6
)
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
ト
礫
、
角
閃
石
、
酸
化
鉄
粒
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
を
多
量
に
含
む
。
焼
成
は
、

良
好
で
、
き
わ
め
て
堅
緻
で
あ
る
。
色
調
は
、
明
赤
褐
色

(
2
.
5
Y
R
5
/
8
)
で
あ

人
物
埴
輪
（

1
ー
3
2
.
―
ー
・
ホ
）

チ
ャ
ー
ト
礫
、
角
閃
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
な
ど
が
観
察
さ
れ
、
例
外
な
く
白

31
は
、
長
石
、
石
英
、

ヶ
、
内
面
は
、

ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

は
、
両
者
と
も
断
面
台
形
で
、

ョ
コ
ナ
デ
が
丁
寧
に
施
さ
れ
て
い
た
。
外
面
は
、

タ
テ
ハ

器
面
の
調
整
は
、
外
面
で
は
胴
部
、

口
縁
部
と
も
細
か
な
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
施
し
て
い
る
。

内
面
は
ヨ
コ
ハ
ヶ
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
重
複
が
認
め
ら
れ
、
二
度
以
上
の
調
整
が
行

わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
下
端
は
、
器
壁
に
密
着
し
て
い
な
い
。
胴
部
に
は
円
形
の
透
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

31
と
35
は
、
器
壁
が
厚
く
、
復
原
さ
れ
た
径
か
ら
み
て
も
大
型
品
と
思
わ
れ
る
。
凸
帯

形
象
埴
輪
は
、
す
べ
て
破
片
資
料
で
あ
る
が
、
各
種
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
個
体
数

の
復
原
を
行
う
べ
く
、
可
能
な
限
り
図
化
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、

レ
ン
チ
の
出
土
品
で
あ
る
ほ
か
は
、
古
墳
の
整
備
の
過
程
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
造
り
出
し
付
近
の
周
堀
内
か
ら
の
採
集
品
が
多
い
。

ま
た
、
最
近
（
昭
和
六
三
年

（
第

6
図）

の
で
、
あ
わ
せ
て

資
料
は
一
見
し
て
、
鮮
や
か
な
赤
色
な
い
し
赤
褐
色
を
呈
し
、
肌
の
整
っ
た
も
の
と
、

淡
い
色
調
（
土
色
帖
で
は
明
赤
褐
色

2
.
5
Y
R
5
/
6
を
基
調
と
し
、

.
6
/
4
を
含
む
）
を
呈
し
、
肌
の
ザ
ラ
つ
く
も
の
と
に
選
別
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

胎
土
を
さ
ら
に
細
か
く
観
察
し
て
み
る
と
、
前
者
に
は
砂
粒
の
含
有
は
少
な
く
、
酸
化
鉄

粒
と
白
色

ぐ゚
｀
、
ス
が
観
察
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
礫
と
粗
砂
を
多
量
に
含
ん
で
お

り
、
長
石
礫
、

色
針
状
物
質
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
円
筒
埴
輪
と
同
様
に
、
前
者
を

A
類
、
後
者

を
B
類
と
分
類
し
た
上
で
、
説
明
を
進
め
る
。

ー
は
女
子
人
物
埴
輪
の
儲
部
破
片
で
あ
る
。
粘
土
板
の
表
と
裏
を
ハ
ヶ
調
整
し
た
後
に
、

表
面
に
は
ナ
デ
を
加
え
、
中
央
の
く
び
れ
た
部
分
に
、
粘
土
帯
を
貼
り
付
け
て
元
結
を
表

現
し
て
い
る
。
元
結
の
両
端
部
は
上
方
へ
、
反
り
上
が
る
が
、
先
端
を
欠
い
て
い
る
。
裏

面
に
は
円
形
の
接
着
痕
が
あ
り
、
頭
頂
部
を
塞
が
ず
に
、
燿
ピ
乗
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。

A
類
゜

2
と

3
は
左
右
対
に
な
る
同
一
個
体
の
美
豆
良
で
あ
る
。
粘
土
棒
を
作
業
台
上
で
回
転

報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

凸
帯
の
断
面
は
、
台
形
で
、
突
出
度
が
強
い
が
、

ョ
コ
ナ
デ
調
整
が
不
十
分
で
、
凸
帯

度
）
造
り
出
し
部
か
ら
、
表
採
さ
れ
た
資
料
を
図
化
し
た

で
施
文
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
内
面
に
は
こ
れ
ら
の
器
面
調
整
後
、

半
に
い
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
器
壁
は
、

ヘ
ラ
描
き
に
よ
る
斜
行
沈
線
が
三
本
並
ん

一
・
ニ
心
レ
砂
と
、
薄
い
。

＼

ー

，二
形
象
埴
輪
（
第

1
2し
1
4図
•
第
6

図
ニ
・
ホ
・
ヘ
）

＇ 

41
が
第

3
ト

5
Y
R
5
/
4
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し
た
後
、

8
は
人
物
埴
輪
の
胴
部
、
右
腋
部
分
で
あ
る
。

•
五
叱
レ
呼
で
あ
る
。
側
面
の
内彎
す
る
長
方
形
を
呈
し
、

ら
、
線
刻
で
四
本
の
弦
が
琴
尾
に
向
け
て
描
か
れ
て
い
る
。
作
業
台
上
で
粘
土
板
を
成
形

ハ
ヶ
調
整
を
行
い
、

い。

B
類゚

さ
ら
に
ナ
デ
を
加
え
、
側
面
は
ヘ
ラ
切
り
後
、

女
子
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

A
類
゜

B
類゚
し
て
成
形
し
た
後
に
、

ナ
デ
調
整
。

ヘ
ラ
先
で
穿
孔
し
た
集
弦
孔
か

4
と
5
も
一
対
の
美
豆
良
で
、
製
作
技
法
は

2
.
3
と
共
通
す
る
が
、
下
端
部
に
突
起

が
付
い
て
い
な
い
。
本
体
か
ら
剥
離
し
た
痕
跡
の
な
い
こ
と
か
ら
、
堅
魚
木
や
大
刀
の
可

能
性
は
低
く
、
棒
状
の
美
豆
良
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

B
類゚

6
は
人
物
埴
輪
の
顔
面
破
片
で
あ
る
。
粘
土
紐
巻
き
上
げ
成
形
の
円
筒
の
正
面
に
粘
土

板
を
貼
っ
て
顔
面
と
し
、
眉
は
粘
土
紐
で
表
現
し
、
眼
は
鋭
利
な
刃
物
で
一
気
に
穿
孔
し

て
い
る
。
内
外
面
と
も
ナ
デ
調
整
さ
れ
て
お
り
、
特
に
外
面
は
丁
寧
で
あ
る
。

B
類゚

7
も
人
物
埴
輪
の
顔
面
破
片
で
あ
る
。

6
と
ほ
ぽ
同
じ
方
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
が
、

側
面
に
は
竹
管
の
回
転
刺
突
に
よ
る
耳
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
美
豆
良
が
な
い
の
で
、

タ
テ
ハ
ヶ
調
整
後
に
、
腕
の
付
け
根
付

近
に
指
ナ
デ
を
加
え
て
い
る
。
形
状
か
ら
み
て
、
右
腕
は
前
方
に
下
げ
ら
れ
て
い
た
ら
し

9
.
1
0
.
1
1
.
1
4
は
同
一
個
体
片
と
み
ら
れ
、
全
体
か
ら
、
琴
を
弾
く
人
物
と
わ
か
る
。

9
は
右
肩
か
ら
首
に
か
け
て
の
破
片
で
、
肩
部
の
穴
に
、
腕
の
基
部
を
挿
入
し
、
固
定
し

て
い
る

e
1
0
の
右
腕
は
わ
ず
か
の
と
こ
ろ
で

9
に
は
接
着
し
な
か
っ
た
。
中
実
の
粘
土
棒

を
ナ
デ
調
整
し
て
腕
と
し
て
お
り
、
指
は
粘
土
紐
に
よ
っ
て
五
本
を
独
立
し
て
製
作
し
て

ば
ち

い
る
。
拇
指
と
人
差
指
の
間
に
は
、
粘
土
紐
を
は
さ
み
込
ん
で
撥
を
表
現
し
て
い
る
。

11

は
板
状
の
琴
で
あ
る
。
琴
尾
の
突
起
部
を
欠
き
、
現
存
長
は
九
・
ニ
住
妬
、
最
大
幅
は
七

ナ
デ
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
下
端
部
後
方
に
突
起
が
付
い
て
い
る
。

と

2
2
.
2
3
は

B
類
゜

21
は
A
類
゜

裏
面
に
は
人
物
本
体
に
圧
着
し
た
痕
が
あ
る
。

14
は
左
腕
で
、
手
先
を
欠
い
て
い
る
が
、

反
り
具
合
か
ら
み
て
、
絃
を
押
え
る
形
を
と
っ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

13
は
1
0
.
1
4
と
同
様
に
中
実
製
作
の
腕
で
あ
る
。
手
首
の
曲
が
り
方
、

掌

の
内
面
の
凹

面
か
ら
み
て
、

刀
の
柄
に
手
を
か
け
る
武
人
の
右
腕
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
指
は
粘
士
紐

15
は
右
手
で
あ
る
が
、
指
の
表
現
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
、

だ
け
付
け
た
ミ
ト
ソ
形
の
も
の
に
な
ろ
う
。

B
類
゜

17
の
よ
う
に
親
指

16
は

15
と
同
一
個
体
と
み
ら
れ
る
上
腕
部
で
あ
る
。
肩
部
の
穴
へ
の
差
し
込
み
部
を
手

17
も

15
と
同
形
態
の
手
で
、
左
手
で
あ
る
が
、
別
個
体
で
あ
る
。
腕
は
中
実
製
作
で
あ

る。

A
類゚

18
と

19
は
対
を
な
す
左
右
の
腕
で
あ
る
。
中
空
に
製
作
さ
れ
て
お
り
、
直
径
一
心
レ
砂
の

穴
が
、
手
首
の
と
こ
ろ
ま
で
達
し
て
い
る
。
手
先
は
、
親
指
の
付
け
根
以
外
を
失
っ
て
い

る
。
作
業
台
上
で
回
転
成
形
後
、

彎
曲
さ
せ
、
外
面
を
ナ
デ
調
整
し
て
い
る
。

B
類
゜

第

6
図
の
二
は
、

10.13
と
同
様
}
江
g
土
紐
で
指
を
表
現
し
た
手
の
破
片
で
あ
る
。

B
類
゜

し
こ

ろ

20ー
23
は
胄
の
綴
の
部
分
と
推
定
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
板
作
り
で
、
下
端
は
平
坦
で
あ

る
。
同
一
個
体
で
あ
る

22
と
23
か
ら
み
て
、
粘
土
板
を
三
枚
つ
な
い
で
、
馬
蹄
形
に
製
作

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

22
の
内
面
に
は
、
美
豆
良
を
受
け
た
凹
み
が
残
っ
て
い
る
。

20
の
外
面
の
縁
と
右
側
の
端
面
に
は
、
赤
色
塗
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。

21
は
馬
の
障
泥
の

可
能
性
も
考
え
て
み
た
が
、
裏
面
に
接
着
痕
が
な
い
の
で
、

綴
と
推
定
し
た
。
縁
の
部
分

に
、
粘
土
帯
を
貼
り
付
け
、

そ
の
上
に
粘
土
粒
を
、
間
隔
を
お
い
て
圧
羞
し
て
い
る
。

24
は
人
物
埴
輪
半
身
像
の
裾
の
部
分
で
あ
る
。
円
筒
部
外
面
に
断
面
三
角
形
の
凸
帯
を

づ
く
ね
成
形
の
後
、
粘
土
を
貼
り
足
し
て
腕
と
し
て
い
る
。

A
類
゜

で
五
指
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

B
類゚

20 
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33
は
牡
鹿
の
頭
部
で
あ
る
。
粘
土
紐
巻
き
上
げ
成
形
の
後
、
外
面
は
ハ
ヶ
調
整
、
内
面

は
ナ
デ
調
整
を
行
い
、

眼
孔
は
竹
管
状
の
も
の
を
挿
入
し
て
穿
孔
し
て
い
る
。
眼
孔
の
後

動
物
埴
輪

(33ー

35)

筒
状
に
作
ら
れ
た
身
の
部
分
の
破
片
で
、
と
も

に
、
大
刀
侃
緒
の
表
現
が
粘
土
紐
に
よ
っ
て
行

は
円
筒
部
と
の
接
合
痕
が
あ
る
。

37
と
38
は
円

・-名4
ど ミ
噂芦
-、J

疇

綴
目
の
表
現
が
あ
り
、
革
製
と
わ
か
る
。
柄
頭
端
面
を
赤
彩
。
A
類゚

表
現
す
る
粘
土
紐
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
内
面
に

文
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
玉
糎
の
状
態
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
鞘
に
は
刺
突
に
よ
っ
て

冒レ
ー
層
〗

に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
、

上
面
に
は
飾
り
緒
を

32
は
人
物
埴
輪
の
腰
部
か
ら
離
脱
し
た
刀
子
で
あ
る
。
柄
頭
の
端
部
は
円
形
で
フ
ラ
ッ

ト
な
面
を
も
っ
て
い
る
。
柄
は
身
に
対
し
て
下
側
に
屈
曲
し
て
お
り
、
外
面
に
は
円
形
浮

よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
平
面
形
は
倒
卵
形

曾
イ
夏

｀
 

は
柄
頭
部
の
半
分
ほ
ど
の
破
片
で
、
粘
土
板
に

も
B
類゚

36ー

38
は
大
刀
形
埴
輪
の
破
片
で
あ
る
。

36

て
い
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
。

ホ
は
、

ひ
と
ま
わ
り
小
ぶ
り
に
作
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ

器
材
形
埴
輪

(36し
43)

苧へ

—•`”". •一
姿- ,•-~. J 

る
こ
と
か
ら
、
頭
椎
大
刀
を
模
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い

0
3
0
か
ら
み
た
限
り
、
鍔
の
表

現
は
な
く
、
鞘
は
尻
に
向
か
っ
て
拡
が
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
木
装
大
刀
を
表
現
し

る。

/
 

あ
ろ
う
が
、
器
財
形
埴
輪
と
な
る
可
能
性
も
あ

ニ・

30.31
と
第

6
図
の
ホ
は
、
人
物
埴
輪
の
侃
刀
で
あ
る
。
柄
頭
が
倒
卵
形
を
な
し
て
い

お
そ
ら
く
、
馬
形
埴
輪
に
装
着
さ
れ
た
馬
具
で

ロ

径
は
一

0
代
店
で
あ
る
。
B
類
゜

い
て
、
粘
土
粒
を
貼
り
つ
け
た
破
片
で
あ
る
。

右
足
で
あ
る
。

26
は
腰
部
、

27
は
胴
下
半
部
の
破
片
で
、
腰
の
く
び
れ
た
部
分
の
復
原
直

35
は
扁
平
な
粘
土
板
の
縁
辺
部
に
間
隔
を
お

履瓢髯

デ
痕
が
あ
り
、
鐙
鞄
の
垂
下
す
る
表
現
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

28
は
対
を
な
す

I I 

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

A
類
゜

＇ 

の
よ
う
な
も
の
を
着
用
し
て
い
る
姿
か
も
し
れ
な
い
。
足
の
指
の
表
現
は
行
わ
れ
て
お
ら

く
つ

ず
、
素
足
な
の
か
、
履
を
は
い
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
障
泥
の
左
端
に
垂
直
の
ナ

眼
の
後
方
に
貼
ら
れ
た
凸
帯
は
面
繋
の
表
現
と

上
部
は
馬
特
有
の
高
ま
り
を
表
現
し
て
い
る
。

は
刀
子
状
の
も
の
で
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
眼
の

34
は
馬
形
埴
輪
の
頭
部
破
片
で
あ
る
。
眼
孔

類。

れ
て
い
る
。

B
類゚

25
は
人
物
埴
輪
腰
部
の
正
面
部
分
で
、
帯
の
緒
を
垂
ら
し
て
い
る
様
子
が
凸
帯
で
示
さ

26し
29
は
同
一
個
体
片
で
、
全
体
か
ら
、
馬
に
乗
る
人
物
と
わ
か
る
。

29
は
馬
に
ま
た

位
置
に
凸
帯
が
あ
り
、

が
っ
た
状
態
の
左
足
で
、
障
泥
の
上
に
、
別
体
製
作
の
足
部
を
貼
り
付
け
て
い
る
。
中
間

リ
ボ
ソ
状
の
表
現
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
括
緒
禅

鹿
角
を
差
し
込
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

A

に
立
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
体
製
作
の

巡
ら
し
て
、
裾
を
表
現
し
て
い
る
。
復
原
直
径
は
一
六
心
レ
砂
で
あ
る
。

A
類゚

方
に
は
、
別
の
小
円
孔
が
あ
り
周
囲
を
立
体
的

参

多
多
／
／
／
／
／
／
／
／

ft ～っ．‘’̀’••- -̂  • 泰醤3'•ふ
ぷ・ユ．9令
f,f•公、● ’ i
必；;:.·~iri:,:1
竺迄今シーみ之"，1

ー• •一,，，-
ノ‘

口！
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第

6
図
の
へ
は
、
壁
面
で
、
左
端
は
隅
部
に
な
っ
て
い
る
。
刀
子
穿
孔
に
よ
っ
て
出
入

口
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
左
右
対
称
形
と
み
れ
ば
、
凸
字
形
に
な
る
。

B
類゚

47
と

48
は
緩
い
曲
面
を
な
し
て
い
る
が
、
巻
き
上
げ
で
な
く
、
粘
土
板
を
曲
げ
て
成
形

し
て
い
る
。
内
側
に
本
体
部
と
の
接
合
を
は
か
る
た
め
の
粘
土
が
貼
り
付
い
て
い
る
。
同

一
個
体
で
あ
り
、
共
に
、
寄
棟
造
の
家
形
埴
輪
の
妻
側
の
屋
根
と
推
定
さ
れ
る
。

B
類゚

49
は
、
吹
き
放
ち
の
家
形
埴
輪
の
円
柱
部
で
あ
る
0

分
厚
く
頑
丈
に
製
作
さ
れ
て
お
り
、

46も
45
と
同
様
の
方
法
で
軒
の
表
現
を
行
っ
て
い
る
。

A
類゚

す
る
。

（
若
松
良
一
）

軒
を
表
現
し
て
い
る
。

B
類゚

42
は
扁
平
で
分
厚
い
粘
土
板
状
の
破
片
で
、
表
裏
の
対
応
す
る
位
置
に
水
平
な
凸
帯
が

貼
ら
れ
て
い
る
。
同
一
個
体
と
み
ら
れ
る

43
が
円
筒
部
か
ら
剥
離
し
た
基
部
で
あ
る
こ
と

44
と

45
は
、
屋
根
部
に
幅
の
狭
い
木
口
状
工
具
を
用
い
て
三
角
文
を
描
い
た
家
形
埴
輪

片
で
、
同
一
個
体
と
み
ら
れ
る
。
垂
直
な
壁
体
の
上
端
に
断
面
三
角
形
の
凸
帯
を
貼
っ
て
、

口
は
口
径
一
六
心
iy呼
程
の
小
型
の
壺
の
口
縁
部
で
、

口
唇
部
外
面
に
は
幅
の
広
い
凸
帯

が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
外
面
に
は
振
幅
の
小
さ
い

波
状
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
胎
土
に
白

色
粒
を
少
量
含
む
。
焼
成
堅
緻
。
外
面
は
自
然
釉
出
に
よ
っ
て
青
黒
色

(
5
B
2
/
1
)
、

器
肉
は
青
灰
色

(
5
P
B
6
/
1
)
。

ハ
は
小
型
甕
の
胴
部
破
片
で
あ
る
。
外
面
は
平
行
叩
き
成
形
の
後
、
幅
の
狭
い
ョ
コ
ナ

デ
を
間
隔
を
お
い
て
施
し
て
い
る
。
内
面
は
同
心
円
状
の
当
て
具
疲
が
残
る
が
、

に
は
、
雑
な
ナ
デ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
胎
土
中
に
白
色
の
砂
礫
を
少
量
含
む
。
焼
成
は

5
 

良
好
。
内
外
面
は
緑
灰
色

(
1
0
G
Y
6
/
1
)
、
器
肉
は
橙
色

(
2
y
R
7
/
6
)
を
呈

家
形
埴
輪

(45
し

49
．
へ
）

か
ら
、
盾
も
し
く
は
靱
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

A
類゚

B
類゚
沈
線
が
描
か
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
奴
凧
形
の
靱
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

6
/
1
)
、
器
肉
は
橙
色

(
5
Y
R
6
/
6
)
を
呈
す
る
。

わ
れ
て
い
る
。
復
原
直
径
は

37
が
―
二
心
レ
砂
、

ず
れ
も

B
類゚

38
が
一
〇
心
レ
砂
で
、
別
個
体
で
あ
る
。

’> 

3
9
.
4
0
.
4
1
は
戟
形
埴
輪
の
破
片
で
同
一
個
体
の
可
能
性
が
強
い
。

39
は
円
筒
部
か
ら

ぴ
れ

剣
離
し
た
鰭
の
基
部
で
あ
り
、
外
面
に
貼
ら
れ
た
凸
帯
は
、
正
面
部
に
の
び
て
、
矢
筒
の

縁
金
具
の
表
現
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

40
は
鰭
の
下
半
部
で
、
斜
行
す
る
端
部
を

も
っ
て
い
る
。
外
面
に
は
太
い
ヘ
ラ
描
の
垂
直
線
が
あ
る

0
4
1
は
矢
筒
の
下
端
に
付
け
ら

れ
た
鰭
状
部
で
幅
の
広
い
凸
帯
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
円
筒
部
と
の
境
界
に
は

40
と
同
様
の

上
端
で
は
さ
ら
に
器
壁
を
厚
く
し
て
開
口
部
を
小
さ
く
し
て
い
る
。
床
面
を
は
さ
ん
で
、

さ
ら
に
柱
が
接
合
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

A
類゚

イ
は
口
径
二
〇
心レ
砂
程
の
壺
の
口
縁
部
で
、
端
部
は
平
坦
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ロ

縁
部
直
下
に
は
、
細
い
凸
帯
が
巡
る
。
波
状
文
は
振
幅
の
小
さ
い
も
の
で
、
施
文
法
が
ロ

と
共
通
す
る
。
胎
土
中
に
砂
礫
を
少
量
含
む
。
焼
成
は
良
好
。
内
外
面
は
青
灰
色

(
5
B

ヽ

三

須

恵

器

（

第

6
図
・
イ
・
ロ
・
ハ
）

＇ 

そ
の
上
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ム
台
地
上
に
策
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

全
長
は
約
九
〇
燐
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

奥
の
山
古
墳
は
埼
玉
古
墳
群
の
南
寄
り
に
位
置
す
る
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
部
の
北
東

古
墳
の
周
囲
は
畑
地
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
古
墳
と
畑
地
と
を
区
切
る

根
切
り
溝
が
古
墳
の
裾
を
め
ぐ
り
、
墳
丘
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
大
き
く
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
畑
地
化
の
た
め
に
裾
部
が
徐
々
に
削
り
取
ら
れ
、
本
来
の
墳
形
が
そ
こ
な
わ
れ

周
堀
の
確
認
は
三
本
の
ト
レ
ソ
チ
調
査
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
奥
の
山
古
墳

の
堀
は
一

重
の
堀
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。
周
堀
の
幅
は
、
前
方
部
南
側
で
―
二
脳
、

後
円
部
で
は
一
四
摺
と
い
う
規
模
と
な
る
。
こ
の
数
値
か
ら
周
堀
ま
で
を
含
め
た
古
墳
の

周
堀
は
、

地
山
の
ロ
ー
ム
層
を
掘
り
込
ん
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
墳
は
ロ
ー

鉄
砲
山
古
墳
と
奥
の
山
古
墳
の
間
に
設
定
し
た
奥
の
山
第

1
ト
レ
ン
チ
、
鉄
砲
山
第

4

ト
レ
ン
チ
の
調
査
か
ら
、
鉄
砲
山
古
墳
は
二
重
の
周
堀
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
鉄
砲
山
古
墳
と
奥
の
山
古
墳
の
間
は
約
四
〇
燐
程
し
か
離
れ
て
い
な

い
た
め
、

周
堀
の
切
合
関
係
か
ら
、
古
墳
築
造
時
期
の
新
旧
が
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
し
て
い
た
が
、
両
者
の
周
溝
ど
う
し
の
切
り
合
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
鉄
砲
山
古
墳
と
奥
の
山
古
墳
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
の
鉄
砲
山
古
墳
前
方
部
の
周
堀

は
同
古
墳
後
円
部
西
側
に
同
時
に
設
定
し
た
第

1
ー

3
ト
レ
ン
チ
内
で
検
出
さ
れ
た
周
堀

に
は
鉄
砲
山
古
墳
、
東
に
は
中
の
山
古
墳
が
近
接
し
て
い
る
。

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
駒
宮
史
朗
）

こ
の
こ
と
を
以
っ
て
鉄
砲
山
古
墳
が
、
奥
の
山
古
墳
の
周
堀
を
さ
け
た
た
め
の
現
象
で

あ
る
と
、

と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
鉄
砲
山
古
墳
は
そ
の
後
、
昭
和
五
四

年
し
五
八
年
の
調
査
に
よ
っ
て
周
堀
の
形
が
だ
い
ぶ
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
ら
の
資

料
を
合
わ
せ
、
周
堀
の
形
を
復
原
す
る
と
、
前
方
部
が
や
や
広
く
な
る
将
棋
の
駒
形
に
近

奥
の
山
古
墳
の
周
堀
は
、
調
査
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
他
の
前
方
後
円
墳
の
ご
と
く
長
方

形
に
復
原
し
た
場
合
は
、
北
コ
ー
ナ
ー
で
鉄
砲
山
古
墳
の
周
堀
と
重
な
り
部
分
を
生
じ
る
。

し
か
し
、
周
堀
の
形
が
仮
に
楯
形
か
、
剣
菱
形
で
あ
れ
ば
、
重
複
は
避
け
ら
れ
る
。

す
で
に
奥
の
山
古
墳
周
堀
は
復
原
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
復
原
の
形
が
必
ず
し

も
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
て
い
る
両
古
墳
の
空
間
部
分
に
、
改
め
て
確
認
の

調
査
を
行
い
、

そ
れ
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
を
待
っ
て
か
ら
論
を
進
め
て
も
遅
く

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
出
土
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。
図
示
し
た
埴
輪
の
ほ

と
ん
ど
は
、

周
堀
復
原
整
備
の
過
程
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．
0

こ
れ
ら
の
資
料
は
出

土
地
点
が
正
確
で
は
な
い
た
め
、
埴
輪
祭
祀
全
体
の
構
成
を
復
原
す
る
に
は
根
拠
に
乏
し

い
が
、
造
り
出
し
付
近
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
事
を
考
慮
す
れ
ば
、
埴
輪
の
組
成
か

ら
そ
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
た
土
器
か
ら
の
古
墳
築
造
時
期
比
定
は

資
料
不
足
で
あ
る
。

奥
の
山
古
墳
は
、

さ
き
た
ま
古
墳
群
の
前
方
後
円
墳
の
中
で
、
唯
一
の
一
重
堀
を
有
す

る
古
墳
で
あ
り
、
他
の
古
墳
と
は
大
ぎ
な
違
い
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
ふ

ま
え
、
埼
玉
古
墳
群
の
中
で
奥
の
山
古
墳
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
も
の
が
推
定
さ
れ
る
。

ヽ

一
奥
の
山
古
墳
の
墳
丘
と
周
堀
に
つ
い
て

9
ー

、

小

結

に
比
べ
て
著
し
く
せ
ま
く
な
る
と
い
う
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。
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動
物
埴
輪
に
は
鹿

(33)
と
飾
馬

(34)
が
一
体
づ
つ
あ
る
。

1
4
)
 

戸

(
9
し

・
↑
 

儒

(1
)
か
ら
は
女
子
像
一
体
、
三
個
体
分
の
胄
の

綴
片

(
2
0
.
2
1
.
2
2
と

23)
か
ら
は

三
体
の
甲
冑
藩
用
男
子
像
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
頭
椎
状
の
大
刀
三
点

(30.

31
・
ホ
）
と
刀
子

(32)
は
、
甲
胄
着
用
男
子
像
と
弾
琴
像
に
伴
っ
て
い
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
手
首
を
ひ
ね
っ
て
左
腰
の
大
刀
の
柄
を
握
る
形
態
の
右
腕

(13)
が
あ
る
の
で
、

抜
刀
す
る
姿
態
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

器
財
形
埴
輪
に
は
大
刀
形
埴
輪
が
最
低
二
個
体

(
3
6
.
3
7
.
3
8
)
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

39し
41
か
ら
靱
形
埴
輪
、

42.43
か
ら
は
盾
形
埴
輪
が

一
個
体
ず
つ
復
原
で
き
る
。

家
形
埴
輪
は
、
屋
根
に
ヘ
ラ
描
き
の
連
続
三
角
文
の
あ
る
も
の
が
一
棟
復
原
さ
れ
、
妻

側
に
は
凸
字
形
の
出
入
口
（
へ
）
が
付
く
も
の
と
推
定
さ
れ
る

0
4
7
と

48
か
ら
は
寄
棟
造

り
の
も
の
が
さ
ら
に
一
棟
復
原
さ
れ
る
。

49
は
吹
放
ち
の
建
物
の
円
柱
で
あ
る
。

46
は
同

一
個
体
の
棟
の
部
分
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
形
象
埴
輪
は
奥
の
山
古
墳
の
埴
輪
祭
祀
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
組

成
に
瓦
塚
古
墳
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
出
土
位
置
か
ら
み
て
造
り
出
し
上
に
集
中

し
て
配
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
家
形
埴
輪
と
吹
放
ち
の
建
物
を
中
心
に
、
弾
琴
像
や

女
子
像
、
甲
胄
を
着
け
、
抜
刀
す
る
ス
タ
イ
ル
の
武
人
や
騎
馬
人
物
像
が
配
置
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

一
体
と
騎
馬
男
子
像

(26し
29)
一
体
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
板
状
の

出
土
し
て
い
る
。

ま
ず
、

奥
の
山
古
墳
か
ら
は
人
物
埴
輪
、
動
物
埴
輪
、
器
財
埴
輪
、
家
形
埴
輪
の
各
種
破
片
が

形
象
埴
輪

人
物
埴
輪
の
う
ち
、

全
体
像
の
把
握
で
き
る
も
の
に
弾
琴
像

ヽ

二
奥
の
山
古
墳
の
埴
輪
に
つ
い
て

＇ 

定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
若
松
良
一
）

す
る
瓦
塚
古
墳
の

B
類
よ
り
も
古
相
と
い
え
る
。

B
類
は
断
面
台
形
の
整
っ
た
凸
帯
を
も
ち
、
内
面
の
ハ
ヶ
調
整
の
後
、

ナ
デ
を
加
え
て

断
面
が
低
い

M
字
形
ま
た
は
低
台
形
状
で
、

ョ
コ
ナ
デ
調
整
も
雑
な
も
の
が
多
い
。

、
し
カ

こ
の
う
ち
、
四
弦
琴
を
撥
で
弾
奏
す
る
弾
琴
像
、
下
端
に
突
起
の
付
い
た
美
豆
良
、
円

柱
表
現
の
吹
放
ち
の
建
物
、
妻
に
凸
字
形
の
入
口
の
あ
る
家
形
埴
輪
、
中
空
式
の
腕
と
粘

土
紐
に
よ
っ
て
五
指
を
表
現
す
る
手
に
つ
い
て
は
、
瓦
塚
古
墳
に
類
例
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
奥
の
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
の
形
象
埴
輪
を
製
作
し
た
エ
人
が
、
互
い
に
密
接
な
関

係
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
時
期
的
に
も
近
接
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

奥
の
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
す
べ
て
客
窯
焼
成
品
で
、
外
面
調
整
は
ク
テ
ハ
ケ
も
し
く

の
相
違
か
ら
、

主
に

A
類
と

B
類
に
分
類
さ
れ
、
二
個
所
か
ら
の
供
給
が
推
定
さ
れ
る
が
、

A
類
の
円
筒
埴
輪
は
三
条
凸
帯
と
推
定
さ
れ
る
小
型
品
で
、
底
径
は
一
六
し
一
七
心
iy咋

の
も
の
と
、
二
〇
心
レ
咋
強
の
も
の
と
が
あ
る
。
口
径
は
三
四
心
iy砂
前
後
の
も
の
が
あ
る
。

器
形
は
、
底
部
か
ら
口
縁
部
に
向
か
っ
て
徐
々
に
開
く
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
凸
帯
は

し
、
各
段
の
配
分
が
ほ
ぽ
均
等
で
、
第
一
段
が
長
大
化
し
て
い
な
い
点
は
、
同
じ
三
条
凸

帯
の
愛
宕
山
古
墳
例
（
特
に
同
古
墳
の

B
類
）
と
比
較
し
て
古
い
要
素
と
い
え
る
。

お
り
、

丁
寧
な
製
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
特
徴
は
、
白
色
針
状
物
質
を
含
み
胎
土
の
共
通

c類
で
は
、
第

7
図
の

1
が
、
寸
胴
な
器
形
を
も
つ
大
型
品
で
、
外
面
に
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

調
整
を
用
い
、
凸
帯
の
突
出
度
が
強
く
、
古
い
様
相
を
も
っ
て
い
る
。

奥
の
山
古
墳
の
築
造
時
期
は
、
埴
輪
の
特
徴
か
ら
、
六
世
紀
中
葉
で
も
早
い
時
期
に
比

A
類
と

B
類
に
は
時
間
差
の
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

は
ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
で
、

ョ
コ
ハ
ケ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
透
孔
は
す
ぺ
て

円
形
で
あ
る
。
胎
土

円
筒
埴
輪
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瓦
塚
古
墳
は
、
昭
和
五
四
年
度
に
前
方
部
南
側
周
堀
部
分
約
五
二

0
平
方
妍
を
調
査
し

た
の
を
初
め
と
し
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
昭
和
五
七
年
度
は
、
墳
丘
西
側
周
堀

部
分
約
―
―
―

-
0
0平
方
脱
が
調
査
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
で
、
二
重
に
巡
る
周
堀
と
、

西
側
く
び
れ
部
の
造
り
出
し
、
中
堤
と
外
堀
外
部
を
結
ぶ
プ
リ
ッ
ジ
等
が
検
出
さ
れ
、
人

物
埴
輪
や
家
形
埴
輪
を
含
む
多
く
の
埴
輪
片
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
六
一
年
度

に
は
、
行
田
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
後
円
部
北
側
周
堀
部
分
約
四

0
0平
方
妍
が
調
査

さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
個
人
住
宅
建
設
に
先
立
つ
も
の
で
、
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
と
市

県
教
育
委
員
会
に
よ
る
昭
和
六
一
年
度
の
調
査
は
、
墳
丘
東
側
部
分
の
墳
丘
基
底
ラ
イ

ン
の
検
出
と
、
東
側
く
び
れ
部
の
造
り
出
し
の
有
無
、
ま
た
墳
丘
削
平
部
に
お
け
る
内
部

主
体
と
関
連
す
る
遣
構
の
有
無
等
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
ー
ト
レ
ン
チ

一
本
の
ト
レ
ン
チ
の
両
側
に
拡
張
区
を
設
け
た
地

点
の
四
箇
所
に
分
け
ら
れ
、
北
か
ら
第
1
ト
レ
ン
チ
、
第

4
ト
レ
ン
チ
、
第

2
ト
レ
ン
チ

幅
二
妍
、
長
さ
三
二
2
加
の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
民
有
地
と
隣
接
地
点
に
設
定
し
た
も
の

で
、
境
界
線
か
ら
や
や
離
れ
た
位
置
に
、

そ
れ
に
そ
う
よ
う
な
形
で
設
定
し
た
、
後
円
部

東
側
の
墳
丘
削
乎
部
か
ら
外
堀
推
定
位
置
に
か
け
て
設
け
た
も
の
で
、
内
堀
・
中
堤
・
外

及
び
拡
張
区
、
第
3
ト
レ
ン
チ
の
順
で
あ
る
。

調
査
区
は
、
三
本
の
ト
レ
ン
チ
と
、

道
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
地
点
が
対
象
区
で
あ
っ
た
。

w
 遺

構

瓦
塚
古
墳
の
調
査

で
あ
る
か
ら
一
―

-0
心
レ
砂
の
レ
ベ
ル
差
が
あ
る
。

脱
で
あ
り
現
地
表
か
ら
六
〇
心
レ
吟
下
で
あ
る
。

堀
が
検
出
さ
れ
た
。
内
堀
墳
丘
側
立
ち
上
が
り
は
、
下
端
か
ら
一
五
心
レ
吟
程
で
墳
丘
側
に

屈
曲
し
緩
や
か
に
立
ち
上
が
り
、
途
中
に
微
弱
な
が
ら
屈
曲
点
を
有
し
、
旧
表
土
と
考
え

ら
れ
る
層
で
明
瞭
な
上
端
を
な
す
。
周
堀
の
覆
土
は
、
最
下
層
の
第

1
2層
•
第

1
3層
が
、

粘
性
が
強
く
、
鮮
黄
色
ロ

ー
ム
粒
子
・
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
黒
褐
色
土
層
で
あ
っ
た
。

内
堀
の
中
央
付
近
に
は
、
周
堀
底
部
に
ま
で
達
す
る
溝
が
あ
り
、
こ
れ
は
古
墳
周
辺
が

公
有
地
化
さ
れ
る
以
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
水
路
が
埋
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
水
路
を

隔
て
て
周
堀
の
覆
土
の
様
相
は
異
な
り
、
中
央
部
最
下
暦
で
あ
る
第

7
層
は
に
ぶ
い
黄
褐

色
土
陪
で
、
そ
の
上
に
黒
褐
色
土
聞
が
堆
租
し
て
い
る
。
上
暦
に
は
、
天
明
二
年
（
一
七

八
二
年
）
の
浅
間
山
火
山
降
下
。
ハ
ミ
ス
（
浅
間
A
。
ハ
ミ
ス
）
と
思
わ
れ
る
白
色
粒
子
を
含

む
褐
灰
色
土
・
黄
灰
色
土
が
あ
り
耕
作
土
と
思
わ
れ
る
。
最
上
贋
に
は
、
公
園
化
後
の
客

土
が
あ
る
。
内
堀
の
底
部
は
中
央
に
向
っ
て
僅
か
に
傾
斜
し
て
お
り
、
最
も
低
い
部
分
で

標
高
一
七
．

0
脳
で
あ
る
。
現
地
表
か
ら
約
一
・
六
妍
下
で
あ
る
。

中
堤
の
幅
は
、
黄
褐
色
ロ

ー

ム
面
の
ト
レ
ン
チ
方
向
の
距
離
で
七
•
一
妍
を
測
る
が
、

ト
レ
ソ
チ
が
中
堤
に
対
し
斜
め
で
あ
る
か
ら
、
垂
直
方
向
に
直
す
と
約
六
•
五
脳
に
な
ろ

う
。
中
堤
の
黄
褐
色
ロ
ー
ム
上
に
は
、

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
恩
（
第
18
図
横
線
の
ス
ク
リ
ー

ン
ト
ー
ン
）
が
あ
り
、
黄
褐
色
ロ
ー
ム
か
ら
旧
表
土
へ
の
漸
移
暦
（
第

2
ト
レ
ソ
チ

D
暦
）

に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
検
出
し
た
中
堤
の
漸
移
陪
最
上
部
の
楔
高
は
一
七
・
九

外
堀
は
、
確
認
面
上
端
で
の
幅
約
四
・
七
妍
（
垂
直
方
向
に
直
し
て
）
を
測
る
。
五
七

年
度
調
査
区
で
検
出
さ
れ
た
外
堀
の
幅
ほ
六
・
八
妍
か
ら
七
．

0
妍
を
測
り
、
そ
れ
と
比

ぺ
る
と
か
な
り
狭
い
も
の
で
あ
っ
た
。
底
部
は
、
内
堀
同
様
中
央
付
近
に
向
っ
て
僅
か
に

傾
斜
し
、
中
央
部
で
の
標
高
は
一
七
・
三
妍
で
あ
っ
た
。
内
堀
中
央
部
は
、

一
七
•
O
肘
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か
な
傾
斜
面
を
な
す
。
覆
土
下
層
は
黒
褐
色
土
層
で
あ
っ
た
。
第

3
ト
レ
ソ
チ

x層
は
、

周
堀
の
覆
土
と
す
る
意
見
と
、
基
盤
層
（
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
）
の
表
面
の
組
織
が
、
温
湿

な
り
急
角
度
で
立
ち
あ
が
る
。

（
仰
角
で
六

0
度
弱
）
上
半
は
他
の
ト
レ
ソ
チ
同
様
緩
や

た
め
の
足
が
か
り
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

遺
物
は
円
筒
埴
輪
片
が
ほ
と
ん
ど
で
若
干
の
須
恵
器
片
を
含
む
。
原
位
置
を
保
っ
て
い

る
も
の
は
全
く
無
く
、
周
堀
中
か
ら
の
出
土
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
破
片
の
分
布
を
み
る

と
内
堀
は
中
堤
寄
り
に
多
く
、
外
堀
は
、
密
度
は
薄
い
も
の
の
や
は
り
中
堤
寄
り
に
め
だ

つ
。
中
堤
の
幅
が
六
•
五
摺
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
堤
に
は
二
列
の
埴
輪
列
が
あ
っ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

第

2
ト
レ
ン
チ
・
拡
張
区

く
び
れ
部
に
設
定
し
た
幅
一
妍
、
長
さ
一
三
•
五
妍
の
ト
レ
ソ
チ
で
、
後
に
ト
レ
ン
チ

の
両
側
に
、
南
北
一
八
脳
の
拡
張
区
を
設
定
し
た
。
＜
び
れ
部
下
端
は
、
比
較
的
良
好
な

状
況
で
検
出
さ
れ
た
。
昭
和
五
七
年
度
の
調
査
で
、
墳
丘
西
側
く
び
れ
部
前
方
部
側
に
は

造
り
出
し
が
付
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
今
回
調
査
し
た
拡
張
区
は
主
軸

線
を
中
心
と
し
た
場
合
、
造
り
出
し
と
対
称
の
位
置
に
あ
た
り
、
東
側
に
は
造
り
出
し
が

内
堀
の
立
ち
上
が
り
は
、
第
1
ト
レ
ソ
チ
同
様
、

周
堀
下
端
か
ら
三
〇
心
レ
砂
か
ら
四
〇

g
’砂上
方
で
傾
斜
変
換
点
を
も
ち
緩
や
か
に
立
ち
上
が
る
。
拡
張
区
の
北
側
は
明
ら
か
に

後
世
の
遺
構
に
よ
り
立
ち
上
が
り
部
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
周
堀
立
ち
上
が
り
下
部

に
は
三
箇
所
小
さ
な
段
に
な
る
部
分
が
あ
り
、
調
査
担
当
者
の
中
に
は
、
墳
丘
部
へ
登
る

第

3
ト
レ
ン
チ

前
方
部
東
側
の
く
び
れ
部
と
、
昭
和
五
四
年
度
調
査
区
の
間
に
設
定
し
た
幅
一
妍
、
長

さ
約
一
三
降
の
ト
レ
ソ
チ
で
あ
る
。
周
堀
の
立
ち
上
が
り
下
部
は
、
他
の
ト
レ
ン
チ
と
異

度
・
植
物
等
の
自
然
的
要
因
に
よ
り
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
、

第

4
ト
レ
ン
チ

た
。
第

4
ト
レ
ン
チ
で
確
認
さ
れ
た
落
ち
込
み
は
、

そ
の
他
の
遺
構

（
田
中
正
夫
）

一
部
上
層
の
土
と
混
在
す
る

第

1
ト
レ
ソ
チ
と
第

2
ト
レ
ソ
チ
の
ほ
ぽ
中
間
の
墳
丘
削
平
部
分
に
設
定
し
た
も
の
で

幅
一
脳
、
長
さ
約
八
脳
で
あ
る
。
旧
表
土
及
び
墳
丘
盛
土
と
思
わ
れ
る
土
層
が
検
出
さ
れ

く
び
れ
部
北
拡
張
区
で
検
出
さ
れ
た

周
堀
立
ち
上
が
り
を
削
平
し
て
い
る
後
世
の
遺
構
に
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
落
ち

込
み
は
さ
ら
に
調
査
区
東
側
を
走
る
水
路
に
よ
り
切
ら
れ
て
い
る
0

周
堀
の
立
ち
上
が
り

部
は
ト
レ
ン
チ
の
範
囲
内
で
は
検
出
さ
れ
ず
水
路
に
よ
り
切
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

第

2
.
3
.
4
ト
レ
ソ
チ
で
旧
表
土
と
考
え
ら
れ
る
層
上
に
墳
丘
盛
土
と
思
わ
れ
る
層

を
検
出
し
た
。
特
に
、
第

2
ト
レ
ン
チ
墳
丘
寄
り
で
は
、
墳
丘
構
築
土
の
状
況
が
観
察
で

き
た
。
墳
丘
構
築
土
は
、
肉
眼
で
の
観
察
で
は
、
古
墳
周
辺
の
基
盤
層
を
用
い
て
い
る
。

黄
褐
色
ロ

ー
ム
土
や
、
暗
褐
色
土
を
主
体
と
す
る
層
と
、
粘
性
の
強
い
黒
褐
色
土
を
主
体

と
し
た
帯
状
の
層
を
交
互
に
繰
り
返
し
、
斜
め
に
盛
土
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
昭
和

六
一
年
度
に
丸
墓
山
古
墳
で
検
出
さ
れ
た
構
築
土
の
状
況
に
似
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
墳
丘
が
削
乎
さ
れ
た
部
分
に
設
定
し
た
ト
レ
ソ
チ
及
び
拡
張
区
周

辺
の
表
土
を
、
人
力
に
よ
り
除
去
し
、
遺
構
の
検
出
作
業
を
行
っ
た
が
、
内
部
主
体
に
関

連
す
る
遣
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
第

4
ト
レ
ソ
チ
北
側
に
お
い
て
土
城
状
の
落

な
お
、
南
拡
張
区
周
堀
底
部
と
、
第

4
ト
レ
ソ
チ
で
検
出
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
は
、
時
期
不

明
の
も
の
で
あ
る
が
、
覆
土
の
状
況
か
ら
古
墳
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

ち
込
み
を
検
出
し
た
が
、
攪
乱
で
あ
っ
た
。

よ
う
に
見
え
る
も
の
で
本
来
基
盤
層
と
考
え
る
意
見
が
あ
る
。
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第1トレンチ土層断面

A 
叫~

-26-27 

゜
4m 

土—譴m

二
3
6
 第4トレンチ土層断面

A d -1 A 
1a200m 

a
 

a (20%) 

4T土層説明
I.暗 褐 色 土 (IOYR3/4)ロームプロックと黒色帖土プロックを少量含む．

帖性中，しまり中．

2.にぷい賀褐色土 (IOY R4/3)ロームプロックのふやけ土を、斑点状にまんぺん

なく含み、鮮貿色ロームり1粒子を少ii含む．9占性
強，しまり強。

3.黒 岱 色土 (IOYR3/2)ローム拉子、燒土拉子、白色軽石粒を少量含む．

帖性中、しまり極めて弦．

4．にぷい賀褐色土 (IOYR4/3)第 2層に似る。帖性中、しまり中．

5.暗椙 色 土 (JOYR3/3)ロームプロック、焦色9占土プロ ックを少量含む。

帖性ヽ,,.しまり；；；；〇

6.暗掲 色 土 (JOYR3/3)ロームプロックを多量に含む。帖性弧、しまり中。

7.灰褐色 土 (JOYR4/2)ローム粒子～9トプロックを少ii含む．帖性計、し
まり討．

8.にぷい貿渇色土 (IOYRS/3)帖性討言しまり欠．

9.灰賀褐色 土 (IOYR4/2)枯性佳、しま り弱．

10.焦 褐 色土 (IOYR3/2 ) ロームプロック及び~.I 色Iii土プロックを多量に含

む。 Hi性強、しまり弱．
II.灰賀褐色土 (IOYR4/2),ヽ ードローム粒子～プロックをやや多く含む．全

体に白色軽石を含む．帖性やや強、しまり極めて

強．

12.暗灰賀色土 (2.5¥4/2) 白色軽石を全体に多量に含み、ローム粒子を少量

含む． Iii性やや強、しまり極めて強．
13.灰貿褐色土 (IOYR4/2)白色軽石とローム粒子を少量含む。柑；性強、しま

り中．

14．暗灰賀色 土 (2.5¥4/2)ローム粒子を多量に白色軽石を少量含む．帖性強｀

しまり張．

1 T土層説明
1．賀褐色土 ロームプロ ックの純粋な盛土．公園化の際の吝土．

2.貨褐 色土 (2.SY4/l) 白色バミスを少量、炭を微量含む。帖性やや強．しまりやや強。

3.褐 灰 色 土 (JOYR4/l)白色バミスをまんぺんな〈大量に含む。枯性やや強．しまり極めて強．

4. I火賀掲色土 (JOYR4/2)白色パミス、焼土9立子、ローム粒子、炭を少量含む．帖性強、しまり強．

5. /!I 褐 色 土 (IOY RJ/2)ローム拉子、焼土粒子を多量に含み．白色バミス、炭を少量含む．帖性強．

しまり強．

6.黙 謁 色 土 (JOYR3/l)ハードロームプロ ックを少量含む。帖性強．しまり中．

7.にぶい貿褐色土 (IOYR4/3)赤味の強いハードロームプロックを大量に含む． 9／；性強．しまり中．

8. II,＼褐色柑；土（旧汲土）のふやけ土 耕作によりローム粒子を多量に含む。

9.褐 色 土 (JOYR ◄/◄) ローム粗粒子を多量に、黒色帖土プロ ッ ク．灰白色帖土プロ ック を少量含む．
帖仕弱、しまり弱．

IO.にぷい賀褐色土 (JOYR ◄/3) ロームプロ ックのふやけ土によ っ て白味を帯びる ． 帖性強、しまりやや強．
II.にぶい賀褐色土 (IOY R ◄ /3 ) 枯性極めて強．しま りやや強．

12.晶 褐 色 土 (JOYR2/3)ロームプロ ックのふやけ土を大旦に、鮮貿色ローム粒子を少量含む。91，性極

めて領しまりやや強．

13.島 褐 色 土 (JOYR3/2)ロームプロ・ノクのふやけ土．鮮貿色ロームプロックを少量含む。帖性極めて

強、しまり中．

14. I!¥ 褐 色 土 (JOYRJ/1)白色パミス．ローム粒子、焼土粒子をまんぺんなく少量含む．粘性やや強．

しまりやや強。

15. /!I 褐 色 土 (IOYR2/2)白色バミス、ローム粒子をまんぺんなく少量含む．

16.黒 掲 色 土 (JOYRJ/2)ロームプロックのふやけ土を多量に白色パミスを少量含む。帖性性．しまり

やや強．

17.にぷい寅褐色土 (JOYRS/3)ロームプロ ックのふやけ土を多量に含むため白味が強い．他に鮮賀色のロー

ム粒子を少量含む．帖性極めて強．しまりやや強．

IT.に4:い賞掲色土 (JOYRS/3)案地は17暦と一致するが鮮賀色ロームプロックを少量含む。 9占性極めて強．

しまりやや強。

18.黒 褐 色 土 (JOYRJ/2)ロームプロ ックのふやIt土を含むために貿色味を帯びる．ローム粒子を少量

含む．帖性滋しまり中．

19.掲 色 土 (IOYR ◄/◄ ) ソフトロームの崩填土主体。枯性極めて強、しまりやや強．

20.灰黒色土 コンクリート、ガラス、ピニール、＊1オ等現代のゴミを大量に

含む．

21.暗灰貿色土 (2.SY5/2) 鮮貿色ロームプロック、白色バミスを少黛含む．帖性中、しま

［［ ：胃[[[［［［;：:[9::［五三::!}溝覆土
用水ill覆土

第18図 瓦塚古墳土層断面図 1 (1/80) 
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A—南拡張図南壁土層断面 合 m

゜
4m 

2 T・ 3 T南拡張区北壁南壁共通土層説明
I.記：｀暗オリー喋紅 水rnの絣作土に近い．帖性屯しまり強
2 褐 色 土(IOYRl/1),、ードローム粒子を多釦こ含む．帖性討

しまり討．
2．．暗褐色土 (IOYR3/3)oーム粒子及び白色軽石位を多量に含む．

雌中、しまり慎
3 暗褐色土 (IOYRJ/3)oームプロック及び農色帖土プロックを

多員に含む．帖性討しまり弱．
3．．暗褐色 土(IOYRJ/31燒土プo，クを大量に含む。帖性屯し

まりやや気
4．暗褐色 土(IOYR3/I)oームプロック及び黒色帖土プo，クを

少量託．帖性屯しまりff.
5.暗褐色土 (IOYR3/I)ロームプロックのふやt土を斑点北に含

む． —.しまりff.
5'．酪褐色土 (IOYRJ/1)oームプロックを多量に含む．帖性泊

しまりff.
6 黒褐色土 (IOYR3/2)oームプo，クのふやけ土を斑．“状に含

む．帖性中、しまり弱．
7.に．応賀褐色土 (IOYRl/3)黒色土の業地の中に'/7卜〇ームプ0,

クを多Iiこ含む．帖ー、しまり討．
8.異褐色 土(IOYR2/21oーム徴粒子を微量含む．帖性滋しま

りや況
9.賀灰色 土(2.SYS/1)灰白色帖土プロ9クを主体とし黙褐色

艇プロックを少量含む．帖性強、しま
りや芍史

10.1こ．；か責褐色t(IOYR5/4)，、ード0ームプロック及び具褐色帖土プ
0ックを多量に含む．帖性やや慎しま
り浚

IU．睛褐色 土(IOYR3/3)用水講の覆土・帖性団しまり計．
II.褐 色 土(IOYR4/I)用水漏の覆土．帖性中、しまり中．
12.1こぶい賞褐色土 (IOYRS/3)用水漏の覆土．帖性中、Lまりやや蒻．
13.灰貫褐色土 (IOYR4/2)111水講当初の1li.帖性中、しまり弱．
14．黒褐色土 (IOYR3/2)灰賀褐色、帖士プロックを多量に含u.

://>
第19図 瓦塚古墳土層断面図 2 (1/80) 
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第20図 瓦塚古墳逍物出土位附図 (1/150) 
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沢
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
全
体
に
厚
手
の
製
作
で
あ
る
。

昭
和
六
一
年
度
の
出
土
遺
物
に
は
、
円
筒
埴
輪
片
、
形
象
埴
輪
片
、
須
恵
器
片
、
縄
文

土
器
片
、

石
器
、
結
晶
片
岩
等
が
あ
る
。
大
半
を
し
め
る
の
は
円
筒
埴
輪
片
で
あ
る
（
総

重
量
二
六
0
•
三
ぐ

i
)
が
、
周
堀
内
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
原
位
置
で
の
検
出
は
な
か

っ
た

i

し
ま
た
、

ほ
と
ん
ど
が
小
破
片
で
あ
り
、

全
体
の
器
形
を
知
り
う
る
も
の
は
な
い
が
、

昭
和
六

0
年
に
個
人
住
宅
の
建
築
に
先
だ
っ
て
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
試
掘
調
査
を
行

っ
た
際
に
、
後
円
部
の
北
側
に
設
け
た
ト
レ
ソ
チ

し
う
る
個
体

169
が
採
集
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

以
下
、
種
類
別
に
遺
物
の
概
要
を
述
べ
る
が
、

を
作
成
し
て
あ
る
。
な
お
、
遺
物
出
土
位
置
図
（
第

20
図
）
及
び
写
真
図
版
の
遺
物
に
付

胎
土
の
特
徴
、
焼
成
の
程
度
、
色
調
の
差
及
び
器
形
や
内
外
面
の
調
整
技
法
、
凸
帯
の

形
状
等
の
観
察
結
果
を
も
と
に
、
分
類
の
上
、
説
明
を
進
め
る
。

Al
類

(29し
3
0
.
6
7
.
6
9し
76.85.123し
126)

ほ
と
ん
ど
が
土
色
帖
の
赤
色

(
1
0
R
4
/
8
が
主
体
で
、
他

鮮
や
か
な
赤
色
を
呈
し
、

5
 

に
1
0
R
6
/
8.
• 
R
4
/
8
)
に
対
応
し
て
い
る
。
砂
礫
の
含
有
は
全
体
に
少
な
い
が
、

7
 

白
色
。ハ

ミ
ス
を
相
当
量
含
ん
で
い
る
。
焼
成
は
良
く
、
堅
緻
に
焼
き
上
が
り
、
表
面
に
光

外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
施
す
。

71
と
74
の
内
面
は
緩
い

ナ
ナ
メ
ハ
ケ
の
上
に
、
傾
斜
の
急
な
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
、

72
は
、
緩
い
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
の
上
に

ョ
コ
ハ
ケ
を
施
し
て
い
る
。
内
面
に
ナ
デ
調
整
を
施
す
例

(76.124)
は
少
な
い
。

て
い
る
。

口
緑
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
調
整
さ
れ
、
端
部
と
、

こ
れ
に
接
す
る
内
外
面
に
、

．ヰ
6し
＜
 

文
距
離
の
長
い
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
重
ね
て
い
る
。

凸
帯
は
断
面
が
台
形
状
で
、
堅
固
な
作
り
で
あ
る
。
指
を
当
て
が
っ
て
ョ
コ
ナ
デ
調
整

を
施
す
た
め
に
、
側
面
が

M
字
形
に
く
ぽ
む
も
の
も
あ
る
。
凸
帯
に
対
応
す
る
内
面
に
は
、

内
面
調
整
後
に
、
指
頭
圧
痕
の
付
く
例

(70.123.125)
が
あ
る
。

透
孔
は

69.123.124
に
一
部
が
残
る
が
、
す
べ
て
円
形
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

全
体
の
器
形
を
知
り
え
な
い
が
、
最
下
段
の

75
で
復
原
径
二
六
代
妬
、
最
上
段
の

30
で

復
原
径
四
〇
心
レ
砂
を
計
る
こ
と
か
ら
、
大
型
の
多
条
凸
帯
品
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

口
縁
部

(30)
は
緩
や
か
に
開
く
器
形
で
あ
る
。
底
部

(2
9
.
6
7
.
7
6
)
は
、
下
端
が
著

し
く
厚
く
、

29
で
は
三
・
六
和
レ
吟
を
計
る
。
い
ず
れ
も
、
底
面
に
篠
圧
痰
が
認
め
ら
れ
る
。

知
類

(
2
3
.
2
8
.
3
1
.
3
8
.
6
0
.
1
0
7
.
1
1
4
.
1
5
6
.
1
6
8
し

178)

色
調
は
橙
色
（
麟

Y
R
6
/
6
な
い
し

5
Y
R
6
/
6
.
6
/
8
.
7
/
6
)
を
基
調

と
し
て
お
り
、
胎
土
中
に
は
砂
礫
を
や
や
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

郎
は
四
条
凸
帯
五
段
構
成
の
大
型
品
で
、
口
径
三
九
和
し
砂
、
底
径
三

0
代
店
、
器
高
六

八
代
店
を
計
る
。
寸
胴
な
器
形
を
呈
し
、

外
反
し
て
開
く
。
凸
帯
の
貼
ら
れ
る
間
隔
は
第
一
・
ニ
段
と
口
縁
部
が
長
く
、
透
孔
の
あ

る
第
三
•
四
段
が
短
い
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
調
整
が
施
さ
れ
、
そ
の
後
に
、
断
面
台
形
状

て
上
下
し
て
い
る
。
内
面
は
、
第
二
段
ま
で
は
縦
方
向
の
ナ
デ
、
第
三
段
以
上
は
ナ
ナ
メ

部
の
調
整
は
丁
寧
で
あ
る
が
、
胴
部
で
は
、
幅
二
代
謡
程
の
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
た
痕
が

残
っ
て
い
る
。
胴
部
に
は
、
最
初
に
傾
斜
の
緩
い
ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
調
整
の
後
、
急
傾
斜
で
施

底
部
は
、
長
方
形
の
粘
土
を
ま
る
め
て
基
部
と
し
て
お
り
、
下
端
部
が
や
や
厚
く
な
っ

ハ
ケ
、

口
縁
部
に
は
ヨ
コ
ハ
ケ

（
若
干
の
傾
斜
が
あ
る
）
を
施
し
て
い
る
。
底
部
と
口
縁

の
凸
帯
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
凸
帯
は
水
平
で
な
く
、

一
周
す
る
間
に
、

う
ね
り
を
も
っ

円
筒
埴
輪
（
第

21ー

36
図）

口
縁
部
は
、

上
方
に
至
っ
て
か
ら
、

し
た
番
号
は
、
実
測
図
の
番
号
と
共
通
で
あ
る
。

一
点
ご
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
観
察
表

（第

16
図
参
照
）
か
ら
、
全
体
を
復
原

遺

物

わ
ず
か
に
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.35し
3
6
.
3
9し
4
0
.
4
2し
43.86.131)
が
多
い
。
内
面
調
整
は
ヨ
コ
ハ
ケ
で
あ
る
。

端
面
と
内
面
に
は
浅
い
凹
線
を
生
じ
て
い
る
。
外
面
調
整
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
の
例

(
1ー

2

が
外
傾
す
る
も
の

(
2
.
3
5ー

3
6
.
4
0し

44.86ー

87)
が
多
い
。

ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
っ
て
、

チ
ャ
ー
ト
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
角
閃
石
、
輝
石
、
酸
化
鉄
粒
等
で

あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
白
色
針
状
物
質
を
含
む
点
で
あ
る
。

5
 

色
調
は
橙
色
（
註

Y
R
6
/
6
.
5
Y
R
6
/
6.• 

Y
R
7
/
6
)
と
、
に
ぶ
い
橙

7
 

色

(
5
Y
R
6
/
4
.
7
/
4
)
を
基
調
と
す
る
が
、
浅
黄
橙
色
や
淡
黄
色
の
淡
い
も
の

も
あ
る
。

30
は
唯
一
の
赤
彩
例
で
あ
る
。

焼
成
は
全
般
に
良
好
で
あ
り
、
半
須
恵
質
の
も
の
を
含
む
。
淡
い
色
調
の
も
の
に
多
い
。

全
体
の
器
形
を
知
り
う
る
資
料
が
な
い
の
で
、
部
位
ご
と
に
説
明
を
進
め
て
い
く
。

2
 

口
縁
部
は

A
類
に
比
べ
て
薄
手
の
製
作
で
、
直
線
的
に
立
ち
上
が
っ
た
後
、
端
部
だ
け

目
に
つ
く
の
は
、
長
石
、

胎
土
中
に
大
量
の
砂
礫
を
含
み
、

-
0バ
ー
ト
い
を
超
え
る
礫
も
、

か
な
り
認
め
ら
れ
る
。

(
1ー

22.32ー

33.35ー

3
7
.
3
9ー

5
9
.
6
1
し

65.86ー

8
7
.
8
9
し

106.108i

113.115
ふ
g.127
ふ
g.153
ふ
g.157
し

164)

B
類

直
径
は
三
〇
心
レ
砂
と
な
る
。

内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ
お
よ
び
ョ
コ
ハ
ケ
で
あ
る
。

み
を
生
じ
て
い
る
。
ま
た
口
縁
部
直
下
の
外
面
に
も
幅
広
く
ョ
コ
ナ
デ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
方
向
を
九

0
度
ず
ら
し
て
い
る
。
胎
土
中
に
は
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、

石
英
、
角
閃
石
、
酸
化
鉄
粒
、
雲
母
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
等
を
含
ん
で
い
る
。

168
は
口
縁
部
以
下
三
段
が
残
存
す
る
。
二

0
％
程
の
破
片
か
ら
の
復
原
実
測
で
あ
る
が
、

器
形
と
凸
帯
の
形
状
、
内
外
面
の
調
整
技
法
が

169
と
類
似
し
て
い
る
。

3
1は
二
0
％
程
の
破
片
か
ら
復
原
実
測
し
た
も
の
で
、
最
大
径
は
三
六
•
六
代
店
を
計

る
。
内
面
に
ョ
コ
ハ
ヶ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
最
上
段
と
思
わ
れ
る
。

23
は
底
部
で
、
復
原

透
孔
は
、
円
形
で
、

一
段
に
対
向
し
て
二
個
あ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
段
と
第
四
段

が
あ
り
、

33 ． 
匝
は
、
約
一

0
心
レ
低
で
、

底
面
に
は
、
細
か
い
条
痕
が
縦
に
走
る
ョ
ッ
状
の
圧
痕
の
付
く
例

(24.26.28.137)

ワ
ラ
状
の
圧
痰

ョ
ッ
を
敷
い
た
上
に
乗
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、

(25)
、
篠
状
の
圧
痕

(155)
、
砂
礫
の
圧
痕
の
付
く
も
の

(138)
が
あ
る
。

朝
顔
形
円
筒
埴
輪

(
3
4
.
7
8ー

83.140
し

152.166
し

167)

六
心
レ
砂
と
、

は
ヨ
コ
ハ
ケ
を
施
す
例
で
あ
る
。

テ
ハ
ケ
の
ほ
か
、

内
面
に
は
、
ヘ
ラ
先
で

X
字
状
の
い
わ
ゆ
る
窯
印
を
、
陰
刻
し
た
例
（

3

．45.90.91.

128.131.159)
が
あ
る
。
復
原
口
径
は
、
翌
二
八
心
に
、

157
誓
四
心
レ
砂
で
あ
る
。

胴
部
も
薄
手
の
作
り
で
、

54
や
115
、

116
は
厚
さ
一

心
し
砂
以
下
で
あ
る
。
外
面
調
整
は
タ

ナ
ナ
メ
ハ
ケ

(12.15.53.153.162)
も
か
な
り
あ
る
。

さ
ら
に
斜
位
の
ナ
デ
を
加
え
る
例
も
多
い
。

内
面
調
整
は
緩
い
ナ
ナ
メ
(
ヶ
が
中
心
で
ヽ

凸
帯
は
断
面
が
偏
平
な

M
字
形
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
透
孔
は
す
べ
て
円
形
で
あ
る
。

復
原
胴
部
径
は
、

8
と
17
が
三
〇
和
レ
註
、

163
が
一
．
―
-
五
和
レ
砂
、

164
が
二
九
代
品
で
あ
る
。

径
の
細
い

49
と
、
小
型
の
円
形
透
孔
を
も
つ

6
は
形
象
埴
輪
の
台
部
の
可
能
性
が
あ
る
。

底
部
は

Al
類
と
異
な
り
、
薄
手
に
作
ら
れ
て
お
り
、
下
端
が
著
し
く
厚
く
な
る
も
の
は

な
い
。
器
形
は
、
す
べ
て
底
部
か
ら
上
方
へ
向
か
っ
て
開
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

外
面
調
整
は
ク
テ
ハ
ケ
も
し
く
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
で
、
上
か
ら
下
へ
向
け
て
二
回
調
整
す

る
例

(
3
2
.
3
3
.
6
8
)
が
あ
る
。
内
面
調
整
に
は
斜
行
す
る
ナ
デ
を
用
い
る
例
が
圧
倒
的

に
多
い
。

28
と

33
は
緩
い
傾
斜
の
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
の
後
に
斜
行
す
る
ナ
デ
を
加
え
る
例
、

151̀

底
部
調
整
技
法
を
伴
う
例
が
一
点
あ
る
。

65
は
倒
立
し
て
、
外
面
下
端
部
を
ョ
コ
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
し
、

そ
の
後
に
、
外
面
の
最
終
調
整
（
ク
テ
ハ
ケ
）
を
加
え
て
い
る
。

20)
が
多
い
が
、
二
四
？
ニ

ー

復
原
底
径
は
一
六
？
ニ
―
心
レ
砂
の
範
囲

(24し
2
7
.
3
3
.

一
回
り
大
き
い
も
の

(
2
3
.
2
8
.
3
2
)
も
あ
る
。
第
一
凸
帯
の
高
さ

(32.

。
フ
ロ
ボ

ー
ツ
ョ
ソ
的
に
は
低
い
位
置
で
あ
る
。
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岩
質
は
緑
泥
片
岩
と
思
わ
れ
る
。

（
若
松
良
一
）

色
で
焼
成
は
堅
緻
で
あ
る
。

テ
ハ
ケ
後
に
、

胎
土
中
に
多
量
の
砂
礫
と
少
量
の
白
色
針
状
物
質
を
含
む
も
の
が
多
く
、
内
外
面
の
調

整
や
凸
帯
の
形
状
に
円
筒
埴
輪

B
類
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

口
縁
部
は
、
中
間
に
貼
ら
れ
た
凸
帯
を
境
界
に
し
て
、
上
段
と
下
段
に
分
け
ら
れ
る
。

上
段
は
薄
手
に
作
ら
れ
て
お
り
、
上
方
に
向
っ
て
、
外
反
の
度
合
を
強
め
な
が
ら
開
く
器
形

を
と
る
。
下
段
は
上
段
に
比
べ
て
開
き
が
小
さ
く
や
や
厚
手
に
作
ら
れ
て
い
る
。
凸
帯
は

断
面
が

M
字
形
の
低
乎
な
も
の

(34.144.145)
と
断
面
台
形
状
の
も
の

(146)
と
が
あ

る
が
、
後
者
は
、
円
筒
埴
輪

A
類
と
似
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

34
と
頂
で
は
、
こ
の
部

分
で
一
た
ん
乾
燥
を
行
っ
た
後
、
上
段
を
接
合
し
て
い
る
。

34
で
は
現
存
部
の
最
大
径
は

四
一
・
六
住
店
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
外
面
は
タ
テ
ハ
ヶ
調
整
、
内
面
は
下
段
で
ナ
ナ
メ
ハ

ヶ
調
整
、
上
段
で
ョ
コ
ハ
ヶ
調
整
が
施
さ
れ
、
口
唇
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。

肩
部

(80.81.83.147し
152.167)
は
張
り
が
小
さ
く
、
頸
部
で
の
く
び
れ
方
も
小

さ
い
。
円
筒
部
と
の
境
界
と
頸
部
に
断
面

M
字
形
の
低
い
凸
帯
が
巡
る
。
外
面
調
整
は
タ

ョ
コ
ハ
ケ
と
ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
を
重
ね
て
い
る
。
内
面
は
横
位
も
し
く
は
斜
位

の
ナ
デ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

形
象
埴
輪

(84.85.203.204)

わ
ず
か
に
四
点
が
確
認
さ
れ
た
。

203
は
人
物
埴
輪
の
顔
面
で
あ
る
。

て
鼻
孔
を
表
現
す
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
小
片
の
た
め
種
別
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

ヘ
ラ
刺
突
に
よ
っ

）
 

2
 ゜
2
 

結
晶
片
岩
破
片
（

総
量
で
一
六
•
六
バ
ラ
ス
の
出
土
で
あ
っ
た
。
周
堀
内
か
ら
埴
輪
片
と
い
っ
し
ょ
に
出
土

し
た
も
の
が
多
い
が
、
第

37
図
の

02
は
、
第

3
ト
レ
ソ
チ
の
内
堀
底
（
第

20
図
・
図
版
九

2
 

下
段
参
照
）
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
長
さ
三
九
代
妬
、
幅
―
二
心
iy砂
、
厚
さ
六
代
妬
を
計

り
、
重
量
は
四
.
八
[
ラ
ば
の
る
。
長
辺
の
木
口
面
に
細
か
な
ハ
ッ
リ
痕
が
残
っ
て
い
る
c

出
し
、

須

恵

器

(179ー

201)

179
ふ
図
甕
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。

179
は
推
定
復
原
径
二
四
和
し
立
を
測
る
。
丸
味
を

持
っ
た
口
唇
部
は
短
か
く
つ
ま
み
上
げ
た
様
に
立
ち
上
が
る
。
口
縁
の
中
位
に
は
断
面
三

角
形
の
凸
帯
を
は

さ
ん
で
、

上
下
に
ほ
と
ん
ど
振
幅
の
な
い
細
か
な
一

三
本
の
櫛
描
の
波

状
文
を
施
し
て
い
る
。
内
外
面
と
も
横
ナ
デ
調
整
で
胎
土
中
に
砂
粒
を
含
ん
で
、
器
面
が

や
や
ザ
ラ
つ
き
、
口
縁
内
面
に
降
灰
の
跡
が
褐
色
の
斑
を
呈
し
て
い
る
。

煎
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
口
縁
で
、
端
部
は
小
さ
く
屈
曲
し
て
玉
縁
様
の
口
唇
を
付

す
。
極
め
て
小
さ
い
破
片
か
ら
の
推
定
口
径
で
径
三
五
代
店

を
測
る
。

全
体
に
器
面
を
滑

ら
か
に
横
ナ
デ
を
施
し
、

そ
の
上
か
ら
細
か
い
ゆ
る
や
か
な
櫛
描
の

三
四
？
三
八
本
を
数

え
る
波
状
文
を
施
し
て
い
る
。
胎
土
は
精
緻
で
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

181
は
甕
の
口
縁
部
と
思
わ
れ
る
。
中
央
に
一
＿
一
本
を
一
単
位
と
し
た
浅
い
沈
線
を
め
ぐ
ら

し
、
そ
の
上
下
に
櫛
歯
を
刺
突
し
た
列
点
文
を
並
列
し
て
い
る
。
刺
突
の
間
隔
は

2
ー

4

ミ
リ
と
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
胎
土
は
精
緻
で
焼
成
は
良
く
、
外
面
は
暗
青
灰
色
を
呈
し
、

内
面
は
淡
い
セ
ピ
ア
色
に
焼
成
さ
れ
て
い
る
。

、
、
は
甕
肩
部
付
近
の
破
片
で
あ
る
。
丸
味
の
あ
る
な
だ
ら
か
な
肩
部
へ
と
移
行
す
る
も

の
で
あ
る
。
口
縁
と
の
接
合
部
付
近
に
は
顕
著
な
横
ナ
デ
痕
が
み
ら
れ
、
並
行
叩
き
の
上

か
ら
ナ
デ
付
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
叩
き
目
が
わ
ず
か
に
残
る
。
内
面
は
同
心
円
状
の
叩

き
目
を
施
す
。
色
調
は
暗
青
灰
色
で
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

183
ふ
冒
甕
胴
部
の
破
片
で
、
色
調
・
焼
成
等
か
ら
同
一
個
体
の
破
片
の
可
能
性
が
あ

る
。
外
面
は
乎
行
叩
き
目
調
整
が
行
わ
れ
、
内
面
は
あ
て
具
の
痕
が
微
妙
な
凹
凸
を
作
り

こ
の
上
か
ら
部
分
的
に
ナ
デ
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
胎
土
は
極
め

て
精
緻
で
器
面
は
滑
ら
か
で
あ
る
。
外
面
は
青
灰
色
と
な
り
、
内
面
及
び
断
面
は
セ
ピ
ア
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を
呈
す
。

（
駒
宮
史
朗
）

.

.
、
、
は
平
行
叩
ぎ
目
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
施
文
具
は
木
目
に
直
交
し
て
彫
ら
れ

て
い
る
た
め
一
見
格
子
目
叩
き
の
様
な
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

191
は
内
面
に
同
心
円

の
叩
ぎ
が
重
な
り
あ
っ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
精
選
さ
れ
、
焼
成
は
良
好
で
内
外

面
と
も
青
灰
色
を
呈
す
。

193t195
は
外
面
に
降
灰
で
ザ
ラ
つ
き
、
平
行
叩
き
目
調
整
が
行
わ
れ
、
内
面
は
ナ
デ
付

け
ら
れ
て
い
る
。
器
肉
は
セ
ピ
ア
色
を
呈
し
、
内
外
面
の
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
す
。

191
は
内
外
面
に
厚
く
薄
黄
緑
色
の
自
然
釉
が
か
か
り
、
両
面
の
調
整
痕
を
埋
め
て
い
る
。

外
面
は
平
行
叩
き
目
、
内
面
は
同
心
円
の
叩
き
目
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
表
面
は
一
部

セ
。
ヒ
ア
色
に
焼
成
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。

は
外
面
は
降
灰
で
ザ
ラ
つ
き
、
内
面
は
同
心
円
の
叩
ぎ
目
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。

7
 ，
 

ー
焼
成
は
良
好
で
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
す
。

191
は
外
面
に
平
行
叩
き
目
調
整
が
行
わ
れ
、
叩
き
目
間
を
二
条
の
浅
い
沈
線
に
よ
っ
て

区
分
さ
れ
て
い
る
。
内
面
は
同
心
円
の
叩
ぎ
目
が
青
海
波
文
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
焼
成

は
良
好
で
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
す
。

園
は
外
面
は
渦
巻
状
の
カ
キ
目
調
整
、
内
面
は
同
心
円
の
叩
き
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

胎
土
中
に
気
泡
痕
が
み
ら
れ
器
面
が
荒
れ
て
い
る
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

201
は
器
台
の
受
部
下
半
と
思
わ
れ
る
。
二

0
本
の
櫛
描
の
波
状
文
の
上
に
三
ミ

リ
の
沈

線
が
横
走
す
る
。
波
状
文
の
下
に
は
幅
ニ
・
五
心
レ
砂
で
カ
キ
目
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

内
面
は
底
部
下
半
か
ら
同
心
円
の
叩
き
目
が
み
ら
れ
、
色
調
は
外
面
が
暗
青
灰
色
で
胎
土

は
精
緻
で
あ
り
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

201
は
器
台
の
脚
部
と
思
わ
れ
る
。
長
方
形
の
ス
カ
ジ
が
み
ら
れ
る
。
ま
ば
ら
な
波
状
文

が
施
さ
れ
器
面
は
丁
寧
な
ョ
コ
ナ
デ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
焼
成
は
良
好
で
色
調
は
青
灰
色

る
。
石
材
の
乏
し
い
地
域
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。

（

谷

井

彪

）

部
文
様
帯
を
区
切
る
沈
線
が
巡
る
。

「
U
」
字
の
上
端
は
や
や
角
ば
っ
て
い
る
。

5
も
渦
巻
の

口
縁
部
文
様
帯
を

渦
巻
を
描
く
。

4
は
口
縁
部
を
消
失
し
、

縄
文
時
代
の
遺
物

第

38
図
は
瓦
塚
古
墳
の
調
査
に
際
し
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
周
堀
の
覆

土
中
か
ら
、
点
在
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
土
器
は
い
ず
れ
も
小
破
片
で
、
図
示
し
た

ー

し

3
は
口
縁
部
に
渦
巻
文
を
も
つ
キ
ャ
リ

。ハ

ー
形
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

1

四
単
位
の
山
形
の
突
起
下
に
渦
巻
文
が
配
さ
れ
よ
う
。

E
I
I
式
で
も
後
半
に
属
す
る
。

5

も
丸
棒
状
の
四
単
位
の
突
起
が
付
く
土
器
で
、
突
起
上
端
の
渦
巻
文
と
突
起
外
面
に
付
く

渦
巻
文
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
お
な
じ
渦
巻
文
で
も
渦
巻
が
退
化
し
、
地
文
縄
文
の
上
に

「
U
」
字
状
の
懸
垂
文
が
下
り
る
土
器
で
、

地

文
を
欠
く
。

欠
く
土
器
で
、

わ
ず
か
な
無
文
帯
の
下
に
引
か
れ
た
沈
線
に
刺
突
文
が
巡
る
い
わ
ゆ
る
連

弧
文
、
あ
る
い
は
波
状
文
と
「
U
」
字
懸
垂
文
の
組
み
合
っ
た
土
器
で
あ
ろ
う
。

7
し

14
は
キ
ャ
リ

。ハ

1
形
土
器
な
ど
に
付
け
ら
れ
る
懸
垂
文
を
持
つ
胴
部
で
あ
る
。

7

が
二
本
隆
帯
、

8
、

10
が
三
本
懸
垂
文
間
を
磨
り
消
し
た
も
の
、

11
が
幅
広
の
磨
り
消
し

懸
垂
文
、

12
、

13
は
胴
部
下
半
の
破
片
で
あ
る
。

14
は
薄
手
で
、
小
形
の
土
器
の
胴
部
の

張
っ
た
部
分
で
あ
る
。
頸
部
の
く
び
れ
た
特
殊
な
器
形
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

15
は
地

文
縄
文
の
器
面
に
大
柄
な
渦
巻
文
が
配
さ
れ
る
大
形
土
器
。

16
は
口
縁
部
無
文
帯
下
の
胴

17
は
分
胴
形
の
打
製
石
斧
で
あ
る
。
裏
面
に
は
若
干
の
自
然
面
を
残
す
。
刃
部
先
端
の

剣
離
痕
を
み
る
と
、
角
の
部
分
が
か
な
り
磨
耗
し
て
お
り
、
長
く
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

•
2

と
も
渦
巻
の
表
現
は
＇

一
本
隆
帯
で
、
加
曽
利

E
I
I式
以
降
の
も
の
も
あ
る
。

3
は

も
の
が
、
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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第25図 瓦塚古墳出土追物5(35-48:北拡張区出土円筒埴輪）

- 47 -



』'

?
1
澄
2

し

05
 ：
 

[
l

竺譴

4

.1

蓄な咆

｛
、
た咬

J

．ぺへ一三
-
『

g
}

{
 

utt 49 

7
 
5
 

）ロ
ヽ

ノ・

5

.

＇ 

＇ 
r
4
り',.

•
9 

たと“,．

＇ 

]
 ふ

（喜
ぎ
｛乏詈
ー

．ヽ

5
 

ー

ー

ー

ー

t

-g
:.r
 •• 
3
 

{
-
;
ざ
・
裕
委．．
 
．ヽ
．i

"
ii.
ァ．
乞
・
・
[

•..• 岳
ぷ
翌

書

-・t

“fSi ？`． 
•
一
．‘
．
ピ
．．．
 
ふ`
，．．空

ゴ
‘ご―
手
否
望
唸

‘i-[-]

図
気
3
 
5
 

門
□
〗

}、―

ふ
1^

入

沿、
9

-

x
心

r.
し
・

ド

.. 、

翌

淫

ヽ
忍
•••
• 

太
'

,
・、
9・

ヽ

怜
‘
,9
 

唸
．

．，．
 
，
 
名

•

••• 

"‘
 

"

.＂
・
 ．ゞ・,`
?,
．
 

で、

ヽ

．．
 t
・

忍
．
，
 

．ぐ”ヤし

5
 
5
 

げ

59 

3
 ,＂．
1

,
＇‘ 

9

,
`
 

,
¥̀
 

•v. 

,
1

.,

．
 

，
 

，
 

｀
 

`
 
•• 
‘. 
贔

＇ 

•· 

＇ ．
 
，
 
，
 
．`
 

．．
 

己
一

｀
 

•• 
．

．
 

，

｀
 

9

[

 

[

[

．

,
3
 ノ

[
 

門5 2 

＊` 
裏 羹

／

ク

，

＼

I

¥

 

•• 
”J
 

ヽ

會‘
,．`
さ

、
応
ぶ

．．

．、
を
も
‘‘̀‘茫

¥
9↓
.g:} -`
1
 

•
9

・
・
ゞ

"
t"
?
C

.

.

}
 
•

••• 

菜
・
.；‘
f
 
・
し、．

ヽ

心
．．
 
如
ぃ．

、．． 

｀
 

・ヽ
・・ゞ
．＂
一

;、
4
、ど
、
．．
 

立、

•• 
3

ぼ・
・'

.

.
 
9
 
.•. 

"
 ．．
 
い
・
ミ
・
・r•• 

• 
？

ぶ

、

や

｀
．．
 
｀
”．
 

・
・

A
 

•
. 

,
9
9

9

贔．9
．拭
．．
 
↑
 

ゞ
.̀
t"‘ •.•• 

u
.,9 

べ2・

；いえペ．ga

.,
 
．．．．．．．． 
9
・

こ:[
、
3
`

[
＇

•r.i 

r

、
'、

.

J

 ••• 

4
 

•• •• 

5
 

J
`
い

門
1

|

ー

し

1̀
i.f5-『
i

令
．

．

皇
["
-3
-
i

⑫
]
涵

き．
i
-

言
f・
，
ぷ
写
雲
「

芦
忘
｀i_i-
呈

華
考

i
』

~戸-̀二

iiìi5.
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第32図 瓦塚古屈出土追物12(128-141:南拡張区出土円筒埴輪）
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第33図 瓦塚古墳出土辿物13(142 -155 : 南拡張区 • 4T 出土円筒埴輪）
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第34図 瓦塚古珀出土追物14(156-167: 3 T出土円筒埴輪）
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第35図 瓦塚古墳出土遺物15(168-169:昭和60年度試掘出土円筒埴輪）
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第36図

178 

瓦塚古墳出土辿物16(170-178:昭和60年度試掘出土円筒埴輪）

10cm 
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第37図 瓦塚古墳出土逍物17(179-204:須恵器・形象埴輪・石材）
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第38図 瓦塚古墳出土逍物18(205-221 :縄文土器・石斧）

瓦塚古墳出土遺物観察表

凡例

1.胎土中に含まれる鉱物の名称は次のとおり、略称とした。

チャート→チ、長石→チ、火山ガラス→火、輝石→雄、角閃石→角、雲母→雲、金雲母→金、石英→石、頁岩→

頁、凝灰岩→凝、片岩→片、白色軟質粒→白、酸化鉄粒→酸、白色パミス→パ、白色針状物質→針

2.含有鉱物の内、特に顕著に含まれるものについては、アンダーラインを付した。

3.色調は新版標準土色帖 （小山・谷原、日本色研、昭和45年）によった。

4. ハケメは比較に便利なように、 10本あたりの幅 (cm)で表示した。

番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成 ・色調
ハケメ

備 考
(cm/10本）

1 
円筒埴綸 わずかに外反しなから開〈 。外面ナナメハ 礫 ．机砂を多屈に含む。 外 2.4 1 T外堀暗褐

ロ緑部 ケ、内面ヨコハケ。端部は輻広のヨコナテ。 長 ・チ ・火・輝 ・針 橙 (2.SYR6/6) 内 2.0 色土府出土。

2 
口唇部が短く外屈する。外面ナナメハケ、 大礫 ．粗砂を大凪に含む にぷい橙 外 1.7 1 T内堀出土。

＂ チ • 長・酸 ・ 角・針内面緩いナナメハケ。 (SY R7/4) 内共

円筒埴輪 復原胴部径28.0cm(20％存）。外面タテハケ、 大礫 ．粗砂を大屈に含む 良好堅緻 外 I.8 1 T外堀 （第

3 体 部 内面緩いナナメハケ。内而に X状窯印あり、 長 ・チ ・角 ・輝・針 橙(2.5YR6/6) 内共 20図参照）。

蚊上段とみられる。

4 
円筒埴輪 ロ悟部を欠〈 。外面タテハケ、内面ヨコハ 礫 ．粗砂を多絋に含む。 良好堅緻 外 I.7 

＂ 口緑部 ヶ。内面に窯印。 チ ・長・角 ・火 ・パ ・針 橙(5YR6/6) 内共

5 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯の断 礫 ・*J|．砂を多昴に含む。 良好堅緻 外 1.7 1 T束部上府

体 部 而M字形。 チ ・長 ・火 ・酸 ・針 橙(SYR7/6) 内 20 i 1 :こ|．o

6 
外面タテハケ、内面ナナメハケの後、斜位 大礫 ．粗砂を大批に含む 良好極略緻 外 1.8 1 T内堀 （第

II 
チ ・長 ・酸・火 ．針ナデ。凸帯から離れて小型の円形透孔あり 。 淡黄橙(7.SYR8/4) 20図参照）。

7 
外面タテハケ、内面ナナメハケ。下段に円 大喫 ．粗砂を多祉に含む 良好堅緻 外 2.0 1 T外堀暗褐

＂ 形透孔あり 。 チ ・ 長 ・ 石 • 姉・火・針 橙(SYR6/8) 内 2.4 色土層出土。

復原胴部径30.0cm(25％存）。外面タテハケ、 大礫．粗砂を大屈に含む 良好堅緻（半姐恵質） 外 2.1 1 T外堀 （第

8 II 内面ナナメハケ。円形透孔は刀＋切放し。 チ ・長 ・火・酸 ・角 ・針 浅黄橙(7.SYRS/6) 内 1.5 20図参照）。

R脊灰(5B 6/1) 
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番号 種 別 形態 ・調東糾技法等の特徴 胎土の特徴 焼成 ・色調
ハケメ

備 考
(cm/10本）

， 円筒埴輪 外面タテハケ、内lfli斜位ナデ。円形透孔は 大礫 ．粗砂を大拙に含む 普通 外 21 1 T内堀 （第

体 部 刀子切放し。 チ ・長 ・火・酸 ・輝 ・針 橙(SYR7/6) 20図参照）。

10 
外面タテハケ、内面斜位ナデ。凸帯の断面 大礫 ．粗砂を多批に含む 良好堅緻。にぶい橙 外 1.9 

＂ ＂ 低台形。 チ ・長・火 ・酸 ・輝 ・針 (7.5Y R7/4) 

11 
外面タテハケ、内面ナナメ ハケ。 円形透孔 大礫 ．粗砂を多址に含む 不良 （軟質） 外 I.5 1 T束部上層

＂ は刀子切放し。 チ ・長 ・火 ・角 ・輝 ・針 橙(SYR6/8) 内共 出土。

12 
外面ナナメハケ、内面緩いナナメハケ。凸 大礫 ．粗砂を多祉に含む 良好堅緻 外 1.9 

II 
チ ・長 ・火 ・輝・酸 ・針 橙(2.5YR6/6) 内 1.7 ＂ 帯の断面三角形。

下段と凸帯を含む」：段とで使用粘土が異な 大礫・ k|l砂を大批に含む 普通 （やや軌質） 外 2.3 1 T外堀暗褐

13 ＂ る。下段は白 っぽい。外面タテハケ、内面 長 ・チ ・酸 ・火 ・針 ①橙(7.5YR6/8)⑦ 内共 色土層出土。

ヨコハケ。 にぶい橙(5YR7/4)

外面タテハケ、内面ナナメハケの後、縦位 礫 ・机砂を人枯：に含む。 良好堅緻（半須恵質） 外 2.1

14 II 指ナテ'。 8・ 17と同一個体。 長 ・酸 ・火 浅黄(2.5Y7/4)
＂ ⑲黄灰(2.5 Y 6/1) 

外面タテハケ、内面ナナメ ハケ。 円形透孔 礫 ．粗砂を大屈に含む。 普通。橙(5YR6/6) 外 2.2

15 ＂ は刀子切放し。凸帯は別の白っぽい枯土を チ ・長 ・火 ・酸 ・針 ・輝 凸帯はにぷい橙 内 1.4 ＂ 
使用している。 (7.5Y R7/4) 

16 
外面タテハケ。内面は緩いナナメハケ、下 大礫 ・机砂を大品に含む 良好堅緻 外 2.3 1 T内堀 （第

II 

橙(5Y R6/8) 部は斜位ユピナデ。第 1凸帯と推定。 チ ・長 ・火 ・酸・角 ・輝 内共 20図参照）。

復原胴部径30.Ocm(lS％存）。外面タテハケ、 大礫 ．k|l．砂を大屈に含む 良好極竪緻 （半須恵 外 2.1

17 
内面ナナメハケの後、縦位及ぴ斜位ナテ＇。 長 ・チ ・火 ・酸 ・針 質）にぷい岡橙

＂ (IOY R7/4) ＂ 円形透孔は刀子サ）放し。

R青灰(586/1) 

18 
外面タテハケ、内面ナナメハケの後、針位 大礫．粗砂を多址に含む 良好咆緻 外 19 

II 
チ ・ 幸 · 火 • 9ヽ・輝 明赤褐(2.5YR5/6) ＂ ナデ。円形透孔は刀臼が孔後指ナデ調整。

19 
外面タテハケ、内面ヨコハケ。円形透孔は 礫 • #11．砂を多凪に含む。 良好極堅緻 外 1.6

II 
刀子切放し。 チ ・ 輝 ・ 角 • 長 ・ ノ ぐ ・ 針 明赤褐(5YR6/6) 内共

II 

20 
外面タテハケ 、内面ナナメハケ後、斜位ナ 大礫 ・粗砂を多批に含む 良好咆緻 外 1.6

II II 
テ~言。 内面に接合痕あ り 。 チ ・長 ・桔11..火 ・針 橙(5YR6/6)

21 
外面タテハケ、内而ナナメハケの後、針位 礫 ・粗／i少を多批に含む。 良好極竪緻 外 2.1

＂ チ ・ 酸 ・ 火 • 長 ・ 角 ・ 針 橙(7.5YR7/6) ＂ ナテ'。

22 
外面タテハケ、内而ナナメハケの後、斜位 大礫 ・tll砂を大批に含む 良好堅緻 外 2.4

＂ チ ・長 ・角 ・輝 ・酸 ・針 橙(5Y R6/6) ＂ 指ナデ。

23 
円簡埴輪 底部が肥厚する 。復原底径30.Ocm(l5％存） 大礫 ．粗砂を大批に含む 良好座緻 外 19 1 T内堀 （第

底 部 外面タテハケ、内而ナナメ及ぴヨコハケ。 チ ・長 ・金 ・酸 橙(2.SYR6/8) 内 2.2 20図参照）。

24 ＂ 
復原底径18.0cm。外l面タテハケ、内而横位 大礫 ・粗砂を多址に含む 良好喉緻 外 1.9 

ナテの後、斜位ナテ。底面にヨシ状圧痕。 チ・長・石 ・柏Ii..火 ・針 橙(SYR7/6) 
II 

25 II 
復原底径20.0cm(lS%）存。外而タテハケ、内 大礫 ・粗砂を多批に含む 良好堅緻 外 1.6

面横位ナデ。底面にワラ状圧痕。 チ ・ 角 • 長 ． 輝 ・ 針 ・ 酸 橙(SYR7/6) ＂ 

26 
復原底径20Ocm(20％存）。 外面タテハケ、 礫 ．粗砂を大屈に含む。 良好堅緻 外 1.6

II 

＂ 内面横位ナデ。底而にヨシ状圧痕。 チ ・長 ・酸 ・角 ・パ ・火 橙(7.5YR7/6) 

27 
26と同一個体。 礫 ．粗砂を大槌に含む。 良好堅緻 外 1.6

＂ チ ・長 ・酸 ・角 ・パ ・火 橙(7.5YR7/6) 
II 

復原底径24.0cm(20％存）。 外面タテハケ、 大礫 • KIl砂を大品に含む 良好昭緻 外 I7 

28 ＂ 
内面ナナメハケの後、斜位指ナデ。底面に

ヨシ状圧痕。上端は凸帯に接するヨコナデ。

チ ・長 ・角 ・輝 ・酸 ・針 橙(7.5YR7/6) 内 22 II 
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番号 種 別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成 ・色調
ハケメ

(cm/10本） 備 考

円筒埴輪 底部が羽し〈肥厚する。外面タテハケ、内 礫 ．粗砂を大批に含む。 普通 外 3.0 1 T墳丘寄部

29 底 部 面ナナメハケ。底面に木目圧痕及ぴ篠圧痕。 パ ・長 ・チ・金・祖Ii 赤(7.5R4/6) 内 16 分出土。

上端は凸帯に接するヨコナデ。

円筒埴輪
口唇部を欠く 。復原最大径40.0cm(20％存） 礫 ・柑砂をやや多く含む 良好堅緻（光沢あり） 外 17 北拡張区（第

30 
口緑部

外面タテハケ。凸帯調整終了後のハケあり 。 角・白・酸 • 砂 • 長 ・ チ 赤(10R 4/8) 20図参照）。
内面ナナメハケ、上方はヨコハケ。 内部に風化痕。

ロ悟部を欠〈 。復原披大径36.6cm(20％存） 礫 ・祖砂を多批に含む。 普通 外 1.9 
31 II 外面タテハケ。内面ヨコハケ、幅広工具(4.5 長 ・チ ・酸 ・角・結 橙(5Y R6/6) 

＂ cm/25本）使用。凸帯は断面台形。

円筒埴輪
復原底径26.0cm(ZO％存）。輻7cmの粘土板 大礫 ．机砂を大屈に含む 良好極堅緻 外 1.9 北拡張区黒褐

32 
底部

で基部を製作。外而タテハケ、上から下へ チ ・長 ・火 ・酸 ・角 ・針 橙(7.SYR7/6) 色土陪出土。

重ねて 2回調整。内而緩い斜位ナデ。 底面に篠圧痕。

似原底径21.0cm(20％存）。第 1凸帯の泊jさ 大礫．粗砂を多祉に含む 良好幣緻 外 1.8 1区マウンド

33 II 
までは枯土板をまるめて成形。外面タテハ チ ・長 ・火・角・針 橙(2.5YR6/6) 直上一括。

ケ、上から下へ2回直ねて調整。内而緩い 第2段に透孔

ナナメハケの後、急な斜位ナデ。 底面に篠圧痕。

似原蔽大径41.6cm(20％存）。I杜線的に開〈 。 大礫 ．粗砂を多屈に含む 良好極堅緻 外 1.7 北拡張区 （第
凸帯部で器形の変化はないが、ハケ調整の チ ・長 ・酸 ・火 ・角 ・針 橙(2.SYR6/6) 20図参照）。

34 
朝顧形 方向が異なり、乾燥単位とわかる。外面下段

口緑部 タテハケ、下段から上段にかけてナナメハ

ヶ。内而下段ヨコハケ、上段部分を接合後、

ナナメハケを重ねて施す。

35 
円筒埴輪 口悟部はヨコナテ＇によって端而と 内面に凹 大礫 ．柑砂やや多く含む 良好極堅緻 外 I.7 

＂ 口緑部 線を生じる。外面タテハケ、内面ヨコハケ。 長 ・チ・酸 ・角 ・火 ・針 橙(2.SYR6/6) 内 1.9 

口唇部はヨコナデによ って外傾させ、内面 礫・祖砂を多砒に含む。 良好堅緻 外 2.0

36 II に段を生じる。外面ナナメハケ、内面緩い 長 ・酸 ・チ ・角 ・火 ・針 橙(7.SYR7/6) 内共 ＂ 
ナナメハケ。

37 II 
口唇部は強いヨコナテ＇によ って尖る。外面 礫 ．柑砂を多屈に含む。 良好堅緻 外 1.6

タテハケ、内面ヨコハケ。 長 ・酸 ・チ ・角 ・火・針 橙(2.5YR6/6) ＂ 

38 II 
口唇部内側に段を生じる。外面のヨコナテ 礫．柑砂を多紐に含む。 良好堅緻 外 1.8

輻45cm。外而タテハケ、内面ヨコハケ。 長 ・チ ・角 ・金 ・酸 橙(SYR6/8) 内 1.3 
II 

39 II 
口唇部はヨコナデによ って短〈外傾。内側 大礫 ・祖砂を多品に含む 普通（やや軟質） 外 2.1

に段。外面タテハケ、 内而ヨコハケ。 チ ・ 酸 • 長 ・ 火 i曳]t村登(7.S Y RS/6) ＂ 

40 ＂ 39と同一個体。 チ ・ 酸 • 長 ． 誤 · 針
＂ ＂ 

II 

ロ昏部はヨコナデによ って知く外傾。外面 大礫 ・kJ-l砂を多品に含む 良好堅緻 外 1.4
41 ＂ にヨコナテ幣をもうけない。外面タテハケ、 チ ・長 ・火 ・針 橙(SYR6/6) 内共 ＂ 

内面ヨコハケ。

42 II 
口唇部はヨコナデによ って知〈外傾。内1HIJ 礫 ・粗砂をやや多く含む 良好極昭緻。にぶい 外 2.0

＂ に段。外而ナナメハケ、内面ヨコハケ。 チ ・長 ・火・酸 橙(5YR6/4) 内 1.6 

43 
口唇部はヨコナテによ って強〈外傾。外面 礫 ．粗砂を多批に含む。 良好極堅緻 外 1.5

＂ 長 ・角・火 ・輝・酸 ＂ ナナメハケ、内面緩い斜位指ナデ。 橙(2.5YR6/6) 

口悟部は強いヨコナデによ って外方に屈曲。大礫 ・祖砂を大屈に含む 良好極堅緻。にぷい 外 1.4 2T暗灰褐色

44 II 先端は三角形に鋭く尖る。外面タテハケ、 チ ・長 ・火・酸 ・針 橙(SYR7/4) 内共 土府出土。

内面ナナメハケ。 R橙(2.5YR7/6) 

45 II 
口唇部を欠く 。内面にX’j今1人の窯印。外面 大礫 ・粗砂を大批に含む 普通。にぶい柑 外 18 2T堀底部出

ナナメハケ、内而ヨコハケ。 チ・角・火 ・酸 ・針 (5YR7/4) 内共 土。

内面に斜線状の窯印。外面タテハケ、 内面 大礫 ．柑砂を大韮に含む 良好略緻 外 20 北拡北区 （第

46 II ョコハケ。 チ ・長 ・火 ・角 橙(2.5YR6/6) 内共 20図参照）。
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番号 種 別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調
ハケメ

備 考
(cm/10本）

47 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面緩いナナメハケ。 凸帯 大礫 ．粗砂を大品に含む 良好堅緻。にぷい橙 外 1.5 2Tペルト中

体 部 裏面の指頭圧痕は内面調整終了後。 チ ・長 ・火・針 (5YR7/4) 内共 2 ~ 4層一括。

48 
外面タテハケ、内面ナナメハケの後、縦位 大礫 ・粗砂を多批に含む 良好極堅緻 外 1.6 2 T暗灰掲色

＂ ナデ （不完全）。 チ ・長 ・火・ 針 橙(5Y R6/6) 内 共 土層出土。

復原胴部径20.0cm。形象埴輪台部の可能性 大礫 ・祖砂を多屈に含む 良好堅緻。外面橙 外 1.5 北拡張区 （第

もある。外面タテハケ、内面は最終的に縦 チ ・長 ・酸 ・火 ・針 (5 Y R6/8)。凸帯以 20図参照）。

49 ＂ 位ナデ。部分による色調の差の原因は乾媒 下と内面は浅黄橙

単位を境に、外面上方の調整の際に 、別種 (7.5Y R8/6) 

粘土をハケ状工具で塗りつけたためか。

50 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ後、 大礫 ．粗砂を多紐に含む 良好極堅緻 外 1.5 

＂ 
II 

緩い斜位ナデ。 チ・長 ・酸 ・角・ 金 ・針 橙(2.5YR6/6) 

51 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。円 大礫．粗砂を多醤に含む 良好極堅緻 外 1.7 北拡張区褐色

II 

形透孔は鋭利な刃物で一気に切放し。 土層一括。チ ・長 ・火 橙(2.5YR6/6) 内 2.0

外面タテハケ、 内面は緩いナナメハケ。円 大礫 ．粗砂を多批に含む 良好極堅緻。にぶい 外 2.1 北拡張区 （第

＂ 形透孔は刀子切放し。器壁が膨む特徴あり 。 チ ・長 ・角 ・火 ・酸 ・針 橙(SYR6/4) 20図参照）。52 内 1.6

外面ナナメハケ、内面は緩いナナメハケ。 大蝶 ・粗砂を大址に含む 良好堅緻
外 1.6 

53 ＂ チ ・長 ・火・酸
II 

外面調整は凸帯貼付後に施すものがある。 橙(2.5Y R6/8) 

外面タテハケ、内面ナナメハケの後、斜位 礫 ・祖砂を多品に含む。 良好極堅緻
外 1.5 

54 ＂ 内 15 ＂ ナデ。下端は凸帯に接するヨコナデ。 チ ・石 ・長 ・酸・角・針 橙(2.SYR6/6) 

55 
外面タテハケ、 内面ナナメナテを 2回重ね 大礫．粗砂を多訊に含む 良好幣緻 外 15 

II 

橙(2.SYR6/6) 
II 

る。含有礫の最大は%12mmのチャー ト。 チ・長 ・石 ・角 ・火・針

56 
外面ナナメハケ、内面は緩いナナメハケ。 礫 ・祖砂を 多凪に含む。 良好極堅緻。にぷい 外 2.1

＂ 
II 

凸帯の上稜が尖る。 チ ・長 ・角・ 針 橙(5Y R6/4) 

外面タテハケ、 切り 合いが激しい。内面は 大礫 ．粗砂を多拙に含む 良好極昭緻 外 20 

57 ＂ 緩いナナメハケの後、斜位ナデ。内面調整 チ ・長 ・角 ・酸 ・火 ・針 浅黄橙(10Y R8/4) II 

終了後に円形透孔を刀子切放し穿孔。 ⑲橙(5YR7/6) 

58 
外面タテハケ、内面ナナメナデ。凸帯は 3 大礫 ・祖砂を多批に含む 良好堅緻 外 1.6 2Tペルト中

II 

本指で一度にナデ調整。 チ・長 ・酸 ・角 ・火・針 浅黄橙(7.5YR8/4) 2 ~ 4層一括。

59 
外面タテハケ、内面ナナメハケの後、縦位 大礫 ・祖砂を多批に含む 良好極堅緻 外 20 

＂ 
II 

ナデ。 チ ・長 ・火・角・ 酸 ・針 橙(5YR6/6)

外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ後、急 大礫・祖砂を多批に含む 良好堅緻 外 1.6 

60 ＂ でストロークの長いナナメハケを重ねる。 チ・長 ・角 橙(SYR6/8) 内 13 II 

凸帯の断面は台形で、丹籾な作り 。

61 II 
外面タテハケ、内面は細かい原体めナナメ 礫 ．柑砂を大屈に含む。 普通 （やや軟質） 外 1.5 

II 

ハケの後、急なナナメハケを重ねる。 長 ・酸 ・チ ・金 橙(5YR7/6)

幅7cmの枯土板をまるめて基部を成形。外 大礫 ・柑砂を大祉に含む 良好極座緻 外 I5 

62 
円筒埴輪 面タテハケを上から下へ施す。内面は緩い チ ・長 ・火・ 酸 ・針 橙(2.5YR6/6) 

II 

底 部 斜位ナデ後、急な斜位ナデを重ねる。 外面

に危裂補修の際の掌文、底面に篠状圧痕。

63 
粘土板をまるめて基部を成形。外面タテハ 大礫 ．柑砂を多批に含む 良好堅緻 外 1.8 北拡張区褐色

II 
橙(7.5YR7/6) 土層一括。ケを 2回諏ねる。内面の最終調整斜位ナデ。 チ ・長 ・角・ 火 ・針

64 
粘土板をまるめて基部を成形。外面は上か 大礫 ．粗砂を大砒に含む 良好極堅緻 外 17 2T暗褐色土

II 

ら下ヘタテハケ。内面の最終調整斜位ナデ。 チ ・長 ・酸 ・火 ・針 赤褐(lOR5/4) 層。

粘土板をまるめて基部を成形。外面タテハ 砂喫の含有少ない。 良好座緻 外 1.8 2T暗褐色土

ケ、内面は横位から斜位のナテ。底部調整 パ ・酸・ 毒 ・角 沙も直tt登（7.5YR8/4) 層出土。

65 ＂ あり 。倒立後、内外面の下端をヨコヘラケ 器肉灰(IOY 6/1) 底面は平滑。

ズリしてから、外面の最終的タテハケ調整。
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番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調
ノヽ ケメ

備 考
(cm/JO本）

円筒埴輪
粘土板をまるめて基部を成形。外面タテハ 大礫・棋砂を大誠に含む 普通。黄色味を帯び 外 1.9 2T暗褐色土

66 ケ、内面の最終調整斜位ナテ。底部が肥厚 チ・頁•長・火・酸 ・ 角 た乳白色。 層出土。
底部

する。底面にヨシ状圧痕。

粘土板をまるめて基部を成形。底部が肥厚 砂礫の含有少ない。 良好堅緻 外 1.7 2 Tベルト中

67 II する。外面タテハケ、内面緩いナナメハケ、 パ ・酸・角 ・火 赤(lOR4/8) 内 1.3 2 ~ 4層一括。

この部分から上は急なナナメハケ加える。

幅10cmの粘土板をまるめて基部を成形。凸 大礫．粗砂を大載に含む 良好堅緻 外 1.5 北区暗褐色土。

68 
帯の位盟が乾燥単位と一致する。外而タテ 長 ・チ・火・酸・角・針 橙(5YR6/6) 

II 

ハケを上から下へ 2回重ねる。内面上部は

斜位、内面下部は横位のナデ。

円筒埴輪
外面は極めて粗い目のタテハケ、内面は緩 大礫・祖砂を多批に含む 良好極堅緻 外 3.2 北拡張区（第

69 いナナメハケ。凸帯の断面台形で堅固な作 角 ・パ ・雲 ・酸・チ 赤(lOR4/8) 20図参照）。
体部

り、ただし、下端は器壁に十分密箔しない。

70 
外面タテハケ、内面緩いナナメハケ。凸帯 礫を少爵含む。 良好極堅緻 外 1.8

II 
角・パ・酸 ・チ・雲 赤(7.5R4/8)光沢 ＂ の断面台形。内面調整終了後に貼付。 内 1.3 

71 II 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケの上 砂粒を少載含む。 良好極堅緻 外 1.7 

＂ に急なナナメハケを重ねる。 角・ 塞 ・バ・酸 赤(IOR4/8) 

72 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケの後、 砂粒の含有少ない。 良好極堅緻 外 17 

II 
ョコハケ。凸帯のヨコナデは一度で終了。 雲 ・金 ・角・パ ・酸 ＂ 赤(IOR4/8)

73 
外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯の断 砂粒の含有少ない。 良好極堅緻 外 1.7 

＂ パ ・角・ 雲 ・酸・チ ＂ 面は側面の凹む台形。一度にヨコナデ調整。 赤(7.5R4/8) 内 12 

74 
外面タテハケ、内面は傾斜の異なるナナメ 砂粒の含有少ない。 良好極堅緻 外 3.2 75と同一個体

＂ ハケを重ねて調整。凸帯の突出度強い。 パ ・角・ 雲 ・金・火• 長 赤(10R 4/6)光沢 だが南拡出土。

極めて厚手の作りだか、復原胴部径は26.0 II 74と同一個体
75 ＂ cm (15％存）で、 小型品である。 白色針状物質を含む。

II II 

北拡張区出土。

円筒埴輪
枯土板をまるめて基部を成形。内面下端に 砂粒を少最含む。 良好堅緻 外 1.8 北拡張区 （第

76 
底部

作業台の木理圧痕あり。外面タテハケ、内 白色バミス多屈・角・酸 赤(lOR4/8) 20図参照）。

面は目の粗いナナメハケの後、斜位ナデ。

77 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯の断 細砂を少鼠含む。 良好堅緻 内 1.2 第3テストピ

体 部 面台形で突出度強い。 角 ・毒 ・酸 乳白色 ット出土。

78 
朝顔形 強く外反しながら開〈。外面は上から下へ 大礫．粗砂を多屈に含む 良好極堅緻 外 2.3 北拡張区（第

ロ緑部 タテハケ、内面ヨコハケ。 口唇部を欠く C チ・長・酸・角・針 橙(5YR7/6) 内 1.5 20図参照）。

79 II 
強く外反しながら開〈。外面ナナメハケ、 礫．机砂を多磁に含む。 普通 外 1.6 1区マウンド

内面ヨコハケ後、横位ナデ。 チ・酸 ・ 角•長 ・ 火 橙(5YR7/6) 直上一括。

朝頻形
頸部を内側に接合して、凸帯を補強帯とし 大礫．机砂を大屈に含む 良好極堅緻 外 I.5 北拡張区（第

80 
肩部

ている。外面ヨコハケとナナメハケを重ね チ ・ 石•長・角・酸 ・ 針 橙(2.5YR6/6) 20図参照）。

て施す。肩部内面横位ナテニ頸部ヨコハケ。

81 II 
外面は傾斜の異なるナナメハケを重ねて施 大礫 ・祖砂を多批に含む 良好極堅緻 外 1.9 

＂ す。内面は緩い斜位ナデ。外面上端ヨコナデ。チ・長・角・針 橙(2.SYR6/6) 

82 
朝頻形 ロ頸部は段をもたず直線的に剃く。外面タ 大礫・祖砂を大覇に含む 普通 外 17 

ロ縁部 チ・石・火・酸 明赤褐(25YR5/6) ＂ テハケ、内面ヨコハケ。 内 1.8

151と同一個体。肩部上端の内側に頸部を接 大礫・祖砂を大星に含む 良好堅緻 外 16 

83 
朝舶形 合し、凸帯を補弛帯としている。屑部外面 チ・酸•長 ・ 火・針 浅黄橙(7.5YRB/4) 

頸 部 ＂ ナナメハケ。口縁部外面タテハケ。肩部内

而は緩い斜位ナデ。頸部内面ヨコハケ。

円筒の上端に凸端を巡らし、その上方に枯土 礫．粗砂を多屈に含む， 良好極堅緻 2T暗灰褐色

84 形象埴綸 板を 2枚内傾させて接合。外面タテハケの バ • 長・角 ・酸 橙(2.5YR6/8) 土陪。

後、横位ナデ。内面横位ナデ後、ヨコハケ。
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番号 種 別 形態 ・調整枝法等の特徴 胎土の特徴 焼成 ・色調
ノヽ ケメ

備 考
(cm/IO本）

85 
形象埴輪 外面に垂直なヘラ描き沈線。下端は低い凸 砂粒の含有絨は少ない。 良好極堅緻 北拡張区黒褐

帯が付〈 。外面横位ナデ、内面ナがハケ。 パ ・ 角•長・チ・酸・雲 赤橙(IOR6/8) 色土層一括。

86 
円箇埴輪 口唇部が外傾し、内面に段をもつ。外面ナ 礫．粗砂を多屈に含む。 良好極堅緻。にぶい 外 25 南拡張区 （第

口緑部 ナメハケ、内面ヨコハケ。 チ ・石 ・酸・角・火・針 橙(7.5YR7/4) 内 2.1 20屈参照）。

87 
口唇部は強いヨコナデによ って内側の稜が 礫・祖砂を多屈に含む。 良好堅緻。にぶい橙 外 14 

＂ (5YR7/4) 
II 

尖る。外面タテハケ、内面ヨコハケ。 チ ・ 石 • 長・角・酸 ・ 針

88 
口唇部外面は強いヨコナデによって沈線を 粗砂を多屈に含む。 普通 （やや軟質） 外 2.2

＂ 
II 

生じる。外面タテハケ、内面ヨコハケ。 長 ・チ ・酸・毒 橙(2.5YR6/6) 内 1.8 

口唇部は強いヨコナデによ って尖り、内側 大礫・粗砂を多批に含む 良好堅緻 外 1.8

89 II に段を生じる。外面タテハケ、内面は緩い 石・チ ・長 ・角・火 ・針 橙(2.5YR6/6) 内 1.4 ＂ 
ナナメハケ。

外面タテハケ、内面ヨコハケ。内面にX字 大礫 ．粗砂を多品に含む 普通 外 2.0 北拡張区焦褐

90 ＂ 状の窯印。最上段破片とみられる。 チ ・長・火 ・酸 ・針 橙(5Y R6/8)器肉は 内 1.6 色土層一括。

淡黄(2.5Y8/3)

91 
外面タテハケ、内面ヨコハケ。内面にX字 大要 ・祖砂を多屈に含む 良好極略緻。にぷい 外 1.8 南拡張区 （第

II 

状の窯印。最上段破片とみられる。 チ ・角・火・酸・白・針 橙(SYR6/4) 20図参照）。

92 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。円 大礫・祖砂を多品に含む 良好堅緻 外 2.1

II 

体 部 形透孔は刀子穿孔後、指ナテ＇調整。 チ・長 ・火・酸 ・角 ・針 橙(5Y R 7 /6) 

93 
外面タテハケ、内面は緩い斜位ナテ~。円形 大礫・粗砂を大屈に含む 良好座緻 外 I.6 

II 

＂ 透孔は刀子切放し。 チ・ •長 ・火・ 角 ・ 針 橙(SYR7/6) 

94 
外面タテハケ、内面ヨコハケ後、斜位ナテ。 大礫 ・租砂を多批に含む 良好略緻 外 1.5 

＂ ＂ 凸帯は断面台形で堅固な作リ 。 チ ・ 火•長・輝．．針 橙(2.SYR6/6) 

95 
外面タテハケ、内面は斜位ナデ。下段に円 大礫 ．粗砂を大批に含む 良好昭緻。にぶい橙 外 1.9 

＂ 
II 
形透孔。刀子切放し。 チ ・長 ・酸・火 ・輝・針 (5YR7/4) 

外面タテハケ、内面はナナメハケの後、斜 大礫・祖砂を大祉に含む 良好極堅緻。にぷい 外 1.7 

96 II 位ナデ。透孔は刀子穿孔後、指ナデ調整。 チ・長・火 橙(5YR7/4) ＂ 
上方に指をかけた〈ぽみがある。

97 
外面タテハケ、内面ナナメハケ。透孔の部 大礫 ．粗砂を大紙に含む 良好極咄緻 外 16 

II 

チ ・ 酸・火 • 長・針
II 

分に亀裂が入ったためか指頭押圧で補修。 橙(25 Y R6/6) 

外面タテハケ、内面の最終調整は斜位ナデ。 大礫 ．粗砂を大屈に含む 良好極昭緻 外 I.6 

98 ＂ 円形透孔は刀子穿孔後、指ナデ調整。 チ ・長・雄 ・火・針 橙(7.SYR7/6) II 

最大9f13mmチャート礫2

99 II 
外面タテハケ、内面ナナメハケの後、ヨコ 大礫 ．粗砂を大紐に含む 普通 （やや軟質） 外 1.7 

II 

ハケ。上段に大きな円形透孔。 チ・長 ・酸 ・火・針 浅黄橙(7.5YR8/4) 内 2.5

100 
外而タテハケ、内而はナナメハケの後、斜 大礫 ．粗砂を多屈に含む 良好昭緻 外 I4 

II 
橙(5Y R6/6) 

II 

位ナテ'̀。円形透孔は小型か。刀子切放し。 チ ・長 ・火・角・針

101 ＂ 
外面タテハケ、内面はナナメハケの後、急 大礫．粗砂を多址に含む 良好収緻（半須恵質） 外 ］．7

＂ な斜位ナテ。上段に透孔。 チ・長・酸・火 赤味を帯ぴた乳白色

102 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。上 大礫 ．粗砂を大屈に含む 良好昭緻 外 2.0 南拡脹区黒褐

＂ 色土層一括。段に円形透孔。刀子切放し。 チ ・長 ・火・輝 ・酸・針 橙(SYR6/6) 

103 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。エ 大礫・祖砂を多批に含む 良好極呪緻 外 2.0 南拡張区 （第

II 
具幅は広〈 57cm。下段に円形透孔。 チ・長・火 ・角・金 ・針 明赤褐(2.SYRS/6) 20図参照）。

104 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケの後、 大礫．粗砂を多此に含む 良好堅緻 外］ ．6

II 
チ ・長 ・酸・火・角・針 橙(5YR6/6)

II 

縦位指ナデ。凸帯上にヨコナテ用の布痕。 内 2I 

外面タテハケ、内面横位ナデ。凸帯は本体 大礫 ．粗砂を大址に含む
良好堅緻。明赤褐

外 1.9 
105 ＂ (2.SY RS/6)凸帯部 II 

と別種の粘土を用いている。 チ ・長・輝 ・針
浅黄橙(7.SYR8/4) 
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番号 種 別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調
ハケメ

備 考
(cm/10本）

106 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯の断 大礫 ．粗砂を多龍に含む 良好堅緻 外 1.9 南拡張区（第

体 部 面M字形。 チ・長・火・角 ・酸・針 橙(5Y R6/6) 内 2.3 20図参照）。

107 ＂ 
外面タテハケ。内面は緩いナナメハケの後、 大礫．粗砂やや多く含む 良好堅緻 外 1.5 

II 
急なナナメハケ。凸帯の断面台形。 石 ・チ・酸 ・角 ・白 橙(2.SYR6/6) 内 1.7 

108 
外面タテハケ。内面は緩いナナメハケ。エ 大礫・細砂を多捐に含む 良好極堅緻 外 2.0

II 
チ・長・火・角•金 ・ 針 ＂ 具幅は広く、 3.6cm以上。 明赤褐(2.SYRS/6) 内 1.7

外面タテハケ、内面ヨコハケ。内面に粘土 大礫．粗砂を多盤に含む 普通 外 1.5

109 II 紐巻上げ痕が顕著に残る。 長・チ・火・酸・角 ・針 橙(5Y R6/6)内面は 内共 ＂ 
沼も直t橙(10Y R8/3) 

110 
外面タテハケ、内而は緩いナナメハケ。凸 大礫．粗砂を大屈に含む 良好堅緻。にふい橙 外 2.0

II 
チ ・石・長・酸 ・火・針 (7.5Y R7/4) ＂ 帯の貼付は内面調整の終了後。 内 1.7 

111 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケの後、 大礫．粗砂を大屈に含む 良好堅緻。にぶい橙 外 I.7 

II 
緩い斜位ナデ。凸帯の断面M字形。 チ・長・火・雄・針 (SY R6/4) 

II 

112 
外面タテハケ、内面は斜位ナデ。下段に透 大礫 ・祖砂を大品に含む 良好堅緻 外 1.6

II 
チ ・長 ・酸 ・火 ・角・針 ＂ 孔。刀子穿孔後、指ナデ調整。 明赤褐(2.5YRS/6) 

113 
外面タテハケ、内面ヨコハケ。下段に透孔。 大礫 ．粗砂を大屈に含む 良好極堅緻 外 1.6

II 
チ ・長・角・火・針 ＂ 指をかけた痕あり 。 橙(2.5YR6/6) 

114 II 
外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸幣の断 礫 ．粗砂を多屈に含む。 良好堅緻 外 1.6 南拡張区灰茶

面台形で堅固な作り 。ヨコナデ調整も十分。長 ・チ・角 ・パ ・火 明赤褐(2.5YR5/8) 内共 褐色土層。

115 II 
外面タテハケ、内面ナナメハケ。比較的薄 大礫・祖砂を大屈に含む 普通 外 1.6 南拡張区 （第

手の作り 。 チ・長・酸・火・角・針 橙(5YR7/6) 20図参照）。

116 II 
外而タテハケ、内而はナナメハケの後、縦 大礫．昧ll砂を多屈に含む 良好堅緻 外 2.2

＂ 位ナテ＂。 チ・長・火・針 橙(SYR6/6) 内共

復原径13.0cmの細い円筒。器財形埴輪の台 砂礫の含有は少ない。 良好堅緻 外 24 

117 II 部か。外面タテハケ。内面斜位ナデ。小型の パ ・酸 ・金・チ ・角 橙(2.5YR6/8) II 

円形透孔をもつ。刀子切放し。

円筒埴輪
粘土板をまるめて基部を成形。第一凸帯の 大礫・粗砂を多凪に含む 良好堅緻 外 1.6

118 高さと一致。外面は上から下ヘタテハケ。 チ ・長・火・ 金 ・角 橙(2.5YR7/6) II 

底 部
内面の最終調整は急な斜位ナデ。 最大礫は貶13mmチャート

119 
外而タテハケ、内面はヨコハケの後、緩い 大礫・机砂を大虻に含む 普通 外 1.9 

＂ チ • 長・酸·白·火
II 

ナナメハケ。 橙(5YR7/6) 内 2.0

復原底径16.0crn(25％存）。粘土板をまるめ 大硬 ・柑砂を多址に含む 良好極堅緻 外 1.9 ＂ 
120 

て基部を成形。断面は末端の接合部。外而 チ・長・火・酸 ・白・針 橙(5YR6/6) 外面下端の一

＂ は右から左へ移動しながら、上から下ヘタ 部に作業台の

テハケ。内面は横位ナテの後、斜位ナデ。 木理圧痕残る C

幅8cmの粘土板をまるめて基部を成形。断 砂礫の含有は少ない。 普通（やや軟質） 外 1.7 南拡張区一括。

121 ＂ 面は末端の接合部。外面タテハケ。内而の パ・金•長 ・ 酸・角 橙(7SY R7/6) 

蔽終調整は横位ナデ。

122 /I 
底部が肥厚する。外面タテハケ、内面の故 大礫．粗砂を大屈に含む 不良 （9|次質） 外 1.4 南拡張区 （第

終調悠は緩い斜位ナデ。底面にヨン状圧痕。 長・チ・酸・ 毒 20図参照）。

123 
円簡埴輪 外面タテハケ、内而ナナメハケ。凸哨裏側 砂礫の含有は少ない。 良好堅緻 外 1.5 

の指頭圧痕は内面調整後。上段に円形透孔。 パ ・酸・角・火・ 塞 赤(IOR4/8) 
II 

体 部

外面タテハケ。内面はナナメハケの後、斜 砂礫の含有は少ない。 良好極呪緻 外 1.6
124 ＂ パ ・酸・ 誤 ・角・火 赤(IOR4/8) ＂ 位ナデ（不完全）。 凸幣は堅固な作り 。 内 1.1

外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸幣は1nlj 砂礫の含有は少ない。 普通 （やや軟質）⑭ 外 1.4

125 II 面の凹む台形；1人て突出度か強い。 パ ・酸 ・角・チ・長・針 明赤褐(2.5Y RS/8) 内 1.2 ＂ 
Rにぶい橙
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番号 秤 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調
ハケメ

備 考(cm/JO本）

126 
円筒埴輪 外面タテハケ。原体の目の間賑が不ぞろい。 砂礫の含有は少ない。 良好極堅緻 外 1.8 南拡張区 （第

体 部 内面ナナメハケ。 パ ・角・チ・酸・基・火 赤(IOR 4/8) 内 1.7 20図参照）。

127 
外面タテハケ。上段には凸帯調整終了後の 大礫 ・粗砂やや多く含む 良好極略緻 外 1.6

II 
赤褐(2.5YR4/6) 

II 
ハケメあり 。内面は緩いナナメハケ。 チ・長 ・火・輝・針 内 2.0

円簡埴輪
外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。内面にX 大礫・粗砂を多批に含む 良好堅緻（半須恵質） 外 1.6 南拡張区賠褐

128 
口緑部

字状の窯印。原体は棒状のものか。最上段 チ ・長・火・迪 i曳直ti登(lOYR8/3) 内 1.7 色土内堀一括。

の破片とみられる。 ⑲灰黄(2.5 Y 7 /2) 

129 
口唇部を欠く 。外面ナナメハケ、内面ヨコ 大硬・ tll砂を大批に含む 良好堅緻（半須恵竹） 外 2.1

// 

ハケ。簾状文的に止めながら施す。 チ ・長・酸・火 ・角 ・針 i曳宜it登（7.5YR8/4) 
II 

内 1.9 

130 
外面タテハケ。内面は縦位ナテ＇の後、斜位 大礫 ・祖砂を大屈に含む 良好堅緻 外 1.5 

II 
ナデ。外面は赤彩。赤(7.5R4/6) チ ・長・酸 ・火 浅黄橙(lOYRS/4) ＂ 

外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。内面にX 大礫 ・粗砂を多批に含む 良好極略緻 （半須恵 外 2.0

131 ＂ 字状の窯印。最上段の破片とみられる。内 長 ・チ・火 ・酸 質） 内 1.6 ＂ 
面の色調異なる。灰黄褐(lOYR6/2) 浅黄橙(lOYRB/3) 

円筒埴輪
外面タテハケ。内面の最終調整は急な斜位 大礫 ．柑砂を大品に含む 良好極略緻 （半須恵 外 21 

132 ナデ。下段に円形透孔。 長・チ ・酸・火・輝 質） II 

体 部
淡黄(2.5Y8/3)

133 ＂ 
外面タテハケ。上段には凸帯調整後のハケ 礫 ．粗砂を大品に含む。 良好堅緻（半須恵質） 外 1.6 

がある。内面ナナメハケ。上段に円形透孔。長・チ ・火 ・酸・輝 浅黄橙(lOYR8/3) ＂ 

134 ＂ 
外面タテハケ。上段に 2次調整あり。内而 大礫 ．粗砂を多批に含む 良好極堅緻（半jj'.l恵 外 2.0
は緩いナナメハケの後、斜位ナテ。 チ・長 ・火・角・針 例）灰黄(25Y7/2) 

FF 

外面タテハケ、内面ヨコハケ。下段に円形 大礫・祖砂を大址に含む 良好極咆緻 （半須俎 外 I6 

135 ＂ 透孔。刀子穿孔後、指ナデ調整。内面の色 チ・長・石・酸・火 ・角 質） 内 22 ＂ 
調呉なる。灰黄褐(lOYR6/2) 浅黄橙(lOYR8/3)

外面タテハケ。内面ナナメハケの後、縦位 大礫・祖砂を大祉に含む 良好極昭緻 （半須恵 外 1.8

136 ＂ ナデ。上段に円形透孔。内面の色調異なる。チ・長・火・酸 質）。黄色味がかった ＂ 
灰褐(7.5YR6/2) 披大礫はJ2fI4mmチャート 乳白色

137 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面の最終調整は斜位ナデ。大礫・ KJl砂を大批に含む 良好昭緻。黄色味を 外 1.8 

底 部 底面にヨシ状圧痕あり 。 チ ・長 ・火・酸 ・針 ＂ 帯びた乳白色

粘土板をまるめて基部を成形。器厚か均一 大礫・祖砂を多品に含む 普通 （やや軟質） 外 19 南拡張区一括。

138 II で、肥厚しない。外面タテハケ、内面は急 チ・長 ・酸・火 ・針 浅黄橙(7.5YRB/4) 

な斜位ナデ。底面に砂礫の上に骰いた圧痕。

粘土板をまるめて基部を成形。断面は末端 大礫・粗砂を大址に含む 良好座緻。黄色味を 外 2.2 南拡張区（第

139 II の接合部。外面は上から下ヘタテハケ。内 チ・長 ・酸 帯ぴた乳白色 20図参照）。

面は緩い斜位ナデ。底面にヨシ状圧痕多数。 1立大礫はflfllmmチャート

朝頻形
強く外反しなから水平にl#Jく。口悟部はヨ 大硬 ・相砂やや多く含む 良好堅緻 外 1.8

140 コナデによって平坦に調整。外面タテハケ、 チ ・長 ・火 ・酸 浅黄橙(IOYR8/3) 内 2.0
ロ緑部

内面ヨコハケ。
II 

141 II 
口唇部を欠〈 。上方で外反の度合を強めて 大礫 ．粗砂を多屈に含む 良好屹緻 外 1.9 
開〈 。外面タテハケ、内面ヨコハケ。 チ・長 ・輝 ・酸 ・火・針 橙(SYR7/6) ＂ 

142 II 
ロ昏部はヨコナテによ って端面が凹む。外 大礫．粗砂を多紐に含む 良好極墜緻 外 2.0
面ナナメハケ、内面ヨコハケ。 チ・角 ・輝・火 ・針 橙(2.5YR6/6) 内共 ＂ 

143 ＂ 
菊手。口悟部は強いヨコナデによって外方 礫 ．粗砂を多屈に含む。 良好呪緻 南拡張区暗褐

に拡張。外面タテハケ、内面ヨコハケ。 チ・酸 ・角 ・火 橙(5YR6/6) 色土内堀一括。

凸帯位甜は乾媒単位と一致しない。外而ナ 大礫 ・粗砂を多砒に含む 普通 外 2.0 南拡張区（第

144 ＂ 
ナメハケ、内面は横位ヨコナデ。 チ • 長 ・ 酸 ・ 角 橙(5YR6/6) 20図参照）。
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番号 種 別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成 ・色調
ハケメ

備 考
(cm/10本）

乾媒単位で器形が変化する。ただし、凸幣 大礫．粗砂を大醤に含む 良好堅緻 外 1.6 南拡張区 （第

朝顔形
は接合部に貼られていない。外面は急なナ チ・長・火・酸 ・角・針 橙(2.5YR6/6) 20図参照）。

145 
口縁部

ナメハケ。下段内面は左下りの緩いナナメ

ハケ、上段部を接合後、全体にヨコハケを

加え、さらに接合部をヨコナデする。

乾媒単位で端部を口悟部状にヨコナデ調整 礫 ・柑砂を多屈に含む。 良好堅緻 外 1.7 

後、上段部を接合し、内外面の調整と、補 チ ・ 酸・角 • 長 橙(2.5YR6/6) 

146 II 強帯の役割をもつ凸帯の貼付を行う 。下段 II 

部外面タテハケ、下段～上段外面ナナメハ

ケ。内面は上下段を接合後、ナナメハケ。

147 
朝頻形 半球状を呈す。外面ナナメハケを重ねて調 大礫 ・祖砂を大鎚に含む 良好極堅緻 外 1.6

肩部 整。内面は横位ナデ。 チ ・長・角・針 橙(SYR7/6) 
II 

148 ＂ 
屈曲部に断面台形の凸帯を巡らす。外面タ 礫・柑砂を大屈に含む。 普通 外 1.8
テハケ、内面ナナメハケ及ぴ横位ナテ。 チ・長・火・酸・角 橙(2.SYR7/8) 

II 

149 ＂ 
外面ナナメハケを重ねて調整。内面は緩い 大礫・粗砂を多品に含む 良好堅緻 外 1.9 

斜位ナデ。 チ ・長・酸・火・針 橙(SYR7/6) 
II 

150 II 
外面タテハケ後、ナナメハケを重ねる。内 大礫 ・粗砂を多品に含む 良好堅緻 外 2.0

面は横位ナデ。内面に粘土紐接合痕。 チ・長・酸 ・火 ・角 i曳官｛枡登(7.5YR8/4) 
II 

類部での〈ぴれは弱い。顆部内面に口頸部 大礫 ・相砂を大品に含む 良好堅緻 外 1.6

151 
を接合し、これを凸帯で補強。外而ヨコハ チ・酸•長 ・ 火・針 浅黄橙(7.SYRS/4) 

＂ 
II 

ケ及びナナメハケ。内面は緩い斜位ナテ',0

円筒部最上段に円形透孔。穿孔後、指ナテ。

外面タテハケの後、ナナメハケを瓜ねる。 大架．粗砂を大凪に含む 良好堅緻。浅黄橙 外 1.9 
152 ＂ 内面は緩いナナメハケの後、横位ナデ。内 チ ・長・火・酸・輝 (7.5Y R8/3) II 

面に粘土紐接合痕あり 。 ⑲棺(5YR7/6)

153 
円筒埴輪 外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。凸 礫 ・札l砂を多批に含む。 良好座緻 外 2.I 4T溝内一括。
体 部 帯の断而M字形。 ヨコナテ調幣丁晰。 長・チ・火 ・酸・金1 橙(5YR6/6) 内 18 

154 
円筒埴輪 器厚かj:ム）ーで肥厚しない。外而タテハケ、 礫．柑砂をやや多〈含む 良好呼緻。にぶい橙 外 1.8

底 部 内面は斜位ユビナテ・・, チ・長・角・針 (2.SY R6/4) 
II 

輻 7cmの粘土板をまるめて基部を成Ifク。 外 大硬．粗砂やや多く含む 良好座緻 外 2.2 4T 

155 ＂ 面は上から下ヘタテハケ。内而ヨコハケ及 チ ・長・火・針 橙(2.5YR6/6) 復原底径240 

ぴヨコヘラナテ。底面に太い篠状圧痕。 cm(15％存）。

厚手で、し っかりした作リ 。緩かに外反し 大礫・相砂やや多く含む 良好極堅緻 外 1.6 3T暗茶褐色

156 
円筒埴輪 なから1すtl〈。ロ，E1部はヨコナテによ って端 チ ・長・酸 ・角 ・郎 棺(2.SYR6/6) 内 18 土層。外面に
ロ縁部 面と内側に凹線を生じる。外面タテハケ、 ヘラ描の縦線

内面ヨコハケ。口縁部ヨコナテの幅5.6cm。 4本。窯印か。

復原口径34.Ocm (15％有）。 直線的に開いた 大礫・柑砂を多屈に含む 良好極堅緻 外 I7 

157 II 
後、端部のみ、ヨコナデによ って短〈外傾 チ・火・酸•長・角 ・ 針 橙(2.SYR6/6) 内 20 
させる。外面ナナメハケ。内面は緩いナナ 蔽大礫はff!3mmチャート

II 

メハケ。

口唇部をヨコナデによ って屈曲させ、外側 礫 ．粗砂をやや多〈含む 良好極墜緻 外 1.7 3 Tl!音灰褐色

158 ＂ の稜を拡張する特異な形態。外面タテハケ、 チ・長・火・角・酸・針 橙(25YR6/6) 内 1.5 土層＋賠褐色
内面ヨコハケ。 士層。

円箇埴輪
凸帯は断面台形で丁寧な作り 。離而に接合 大礫 ．粗砂を多ifiに含む 良好堅緻 外 2.0 3 T （第20図

159 
体部

痕。外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。 長・チ・石・酸・火・針 橙(5YR7/6) 参照）。

内面に X字状の窯印の一部残存。最上段。

160 II 
外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯の断 大礫・粗砂を多祉に含む 良好昭緻 外 1.8
面M字形。調整は十分。下段に円形透孔。 チ・長 ・酸・針 i曳官＇汁登 (7.5YRS/6) 内共

II 

161 II 
外面タテハケ、内面は緩いナナメハケ。下 大礫．机砂を多iitに含む 良好堅緻（半須恵’質） 外 2.1 3T賠茶褐色
段に円形透孔。内面灰色(5Y 6/1) 長・チ・石 ・火 ・輝 ・針 にぶい橙(5YR6/3) 内 1.8 土層。
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番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調
ノヽ ケメ

備 考
(cm/10本）

162 
円筒埴輪 外面ナナメハケ、内面は緩いナナメハケ。 大礫．粗砂を大紐に含む 良好堅緻 外 1.9 3 T （第20図

体 部 凸帯裏の指頭圧痕は内面調整後に付〈 。 チ・長・角・郎 ・酸・火 浅黄橙(7.SYRB/6) 内共 参照）。

復原胴部径35.0cm(20％存）。外面タテハケ。 礫．粗砂を多載に含む。 良好極堅緻 外 2.2

163 ＂ ハケメは凸帯を境に不辿続。内面は緩いナ チ ・長 ・酸・火 ・輝・針 橙(2.5YR6/6) 内 1.6 II 

ナメハケ。内面に粘土紐接合痕。

164 
復原胴部径29.0cm。外面タテハケ、内ffiiは 大礫 • *JI砂やや多〈含む 良好堅緻 外 1.6 3T暗茶褐色

II 
ヘラ、1人工具による斜位ナデ。 チ ・長・石・火・角・針 橙(2.SYR6/6) 土層。

165 
円筒埴輪 基部上端で剥離。外面タテハケ、内面は横 大礫 ．柑砂を大屈に含む 良好堅緻 外 17 3T（第20図

底 部 位ナテ＇。 チ ・長・析l！・角 ・火・針 橙(2.SYR6/6) 参照）。

166 
朝顧形 直線的に開〈 。外面ナナメハケ、内面は緩 大礫 ．粗砂を多量に含む 普通 外 18 3T暗茶褐色

ロ縁部 いナナメハケ。凸帯は幅広で頑強な作り 。 長・角・火 ・酸 橙(SYR6/6) 内 1.5 土層。

167 
朝舶形 外面はナナメハケとヨコハケを重ねて調整。 大礫 ．机砂を大絨に含む 良好堅緻 外 1.6

屑 部 内面は横位ナデ。 長 ・チ ・酸・針 沙も}lC村ー登(7.5YRS/4) 
II 

復原旦径43.lcm(20％存）。 幅2cmの粘土紐 礫と粗砂を大批に含む。 良好堅緻 外 1.6 昭和60年度試

を巻き上けて成形。寸胴な器形。口縁部は 凝•長 ・ チ ・ 角・ バ 橙(SYR7/6)内面は 掘 1Tの中堤

168 円筒埴輪
緩やかに外反して開〈。外面調整タテハケ。 灰褐(7.SYR6/2) 寄り外堀出土。

ロ緑部内面は緩いナナメハケ、胴部内面は

急なナナメハケ調整。凸帯は幅が狭〈、華

奢な作り 。

4条凸帯5段構成。全高68.0cm。底径30.0 礫 ．粗砂をやや多く含む 橙(2.5Y R6/6)内面 外 2.0 試掘2Tのり＼
cm。口径39.0cm。幅 2-3cmの粘土紐を巻
き上げて成形。口縁部はゆるやかに外反し チ ・ 長 ・ 火•石・酸 ・ 裳 は橙(5Y R6/6) 内 2.0 丘寄り内堀出

て開〈 。外面調整タテハケ。内面は第 2段 白 土。

までタテあるいはナナメナテ、第 3段以上

169 ＂ はナナメハケ、口緑部付近はヨコハケ。ロ

唇部はヨコナデされ、内外面及び端面は凹

面を呈する。凸帯は断面台形で蛇行しつつ

ナデつけられる。各段幅は第 1・ 2 ・ 5段
は広く、第 3・ 4段は狭い。第 3・ 4段に
は1対の透孔が相互に90゚ ずれて配される。

円筒埴輪
口唇部を欠く 。上部で緩やかに外反しながら 礫 ．粗砂をやや多く含む 良好極昭緻 外 1.8 試掘 1Tの中

170 
ロ緑部

開〈 。外面タテハケ。内面下部に急なナナ 角 ・チ ・長 ・火・誤・白 赤(lORS/6) 内共 提寄り外堀内

メハケ後、上部に緩いナナメハケ。 出土。

171 
円筒埴輪 外面タテハケの上にナナメハケを重ねて調 小礫を大祉に含む。 良好極堅緻 外 17 

II 

体 部 整。内面タテハケ及ぴナナメハケ。 チ・長 ・角 橙(2.SYR6/6) 内 1.6 

外面タテハケ。内面の下段をナナメハケの 大要 ・屯IL砂やや多く含む 良好極堅緻 外 1.7 

172 ＂ 後、斜位ナデを加え、上段を接合後、蚊終 チ ・長 ・甚・片 ・火・ ノぐ 橙(2.SYR6/6) 内 I.7 II 

調整としてタテハケを加える。

173 II 
外面タテハケ、内面タテハケの後、ナナメ 小礫・ Kll砂を多最に含む 普通（やや軟質） 外 1.6 
ハケ。凸帯の断面は上稜の高い台形。 長・チ・酸 ・角 ・雲 ・針 橙(5Y R6/8) ＂ 

174 II 
外面タテハケ、内而ナナメハケ。凸帯の始 小礫．粗砂を多最に含む 良好極堅緻 （半須忠 外 16 

•長 ・ チ・火・酸 ・ 白
II 

点と終点との間に段差を生じている。 質）灰(5Y 6/1) 内 1.9 

175 II 
外面タテハケ、内而タテハケの後、縦位ナ 小礫 ・粗砂やや多〈含む 良好極堅緻 外 I7 

デ。出滞の断面は台形。 チ ・長 ・角 ・金・片 ・酸 橙(2.5Y R6/6) 
II 

凸帯部を乾煤単位としている。外面のタテ 砂粒の含有少ない。 良好極喉緻 外 1.6 
176 ＂ ハケは凸帯を境に目が不連続。内面タテハ パ ・酸 ・角 橙(2.5Y R6/8) 内 I.6 ＂ 

ケの後、ナナメハケ。凸帯の断面台形。

177 II 
外面タテハケ。附面の最終調整は急なナナ 小礫 ・粗砂を多屈に含む 良好極略緻 外 1.6 

＂ メハケ。凸帯は断面台形で調整も丁寧。 チ・長 ・角・雲 ・片・酸 明赤褐(2SY R5/6) 内 1.5 

外面タテハケ。内而は急なナナメハケ後、 砂粒の含有は少ない。 良好極昭緻 外 1.7 

178 ＂ 
タテハケ。さらに最終調整として縦位ナデ。バ ・チ・酸・角・ 塞 ・火 橙(2.5YR6/6) 

円形透孔は刀子穿孔後、指ナテ調整。推定
II 

直径5.5cm。凸帯部で器形の凹む特徴。
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部
分
で
、

周
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と
中
堤

今
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の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
、
内
堀
の
墳
丘
側
立
ち
上
が
り
は
、
検
出
さ
れ
た
多
く
の

周
堀
下
端
か
ら
一
五
心
ty砂
か
ら
三

0
代
悩
上
方
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傾
斜
変
換
点
を
持
ち
、
緩
や

か
に
立
ち
上
が
る
。
こ
の
緩
傾
斜
面
を
覆
う
土
の
堆
稼
状
況
や
、
傾
斜
変
換
点
か
ら
墳
丘

盛
土
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れ
て
い
る
墳
丘
遺
存
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か
け
て
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緩
傾
斜
面
に
お
い
て
、
埴
輪
樹
立
痕

跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
第

2
ト
レ
ソ
チ
周
堀
覆
土
第

8
層
中
位
（
周
堀
底
面

か
ら
一
五
代
屁
か
ら
二

0
代
店
の
間
）
の
テ
フ
ラ
分
析
に
よ
る
と
、
こ
の
層
が
浅
間

B
テ

フ
ラ
(
―

1
0八
年
降
下
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
の
降
下
層
順
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い

（
自
然
科
学
分
析
編
参
照
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
緩
傾
斜
面
を
覆
う
、
少
な
く
と
も
第

6
層
以
上
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は
―
二
世
紀
以
後
の
堆
積
土
の
可
能
性
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高
い
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こ
れ
ら
の
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と
か
ら
緩

傾
斜
面
は
、
築
造
当
時
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も
の
で
は
な
く
、
後
世
開
削
さ
れ
る
過
程
で
形
づ
け
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

第

1
ト
レ
ソ
チ
で
検
出
さ
れ
た
中
堤
の
上
面
（
黄
褐
色
土
）
に
は
、
黄
褐
色
土
か
ら
旧

表
土
下
層
へ
の
漸
移
層
が
認
め
ら
れ
た
。
築
造
当
時
の
中
堤
の
高
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、

過
去
の
調
査
と
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
周
堀
内
に
中
堤
か
ら
流
れ
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る

埴
輪
片
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
樹
立
痕
跡
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
中
堤

は
、
か
な
り
削
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
周
堀
墳
丘
側
立
ち
上
が
り
か
ら
中
堤
を
含
む
周
堀
部
分
の
広
い
範
囲
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周
堀
底
面
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一
―

-
0
代
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前
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の
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で
、
後
世
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あ
る
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削
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な
い
ま

'ヽ

/一
瓦
塚
古
墳
の
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丘
と
周
堀
に
つ
い
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小

結

と
は
確
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
も
、
耕
作
等
の
人
為
的
な
土
層
の
撹
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を
受
け
て
い
る
こ
と
が
伺
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れ
る
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墳
丘
の
復
原

昭
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六
一
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の
調
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で
は
、
各
ト
レ
ソ
チ
の
墳
丘
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お
い
て
旧
表
土
と
思
わ
れ

る
黒
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色
粘
質
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確
認
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同
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の
土
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は
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検
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黒
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粘
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A
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思
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れ
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は
認

め
ら
れ
な
か
っ
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第

2
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チ
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土
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の
重
鉱
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分
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に
よ
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と
、

こ
の
黒
褐
色
粘
質
土
層
中
に
は
、

灰
褐
色
シ
ル
ト
層
が
あ
り
、

め
て
高
い
（
自
然
科
学
分
析
編
参
照
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
黒
褐
色
粘
質
土
下
に
は
、

さ
ら
に
そ
の
下
が
黄
褐
色
の
ロ

ー
ム
層
で
、
そ
の
各
層
序
間

然
科
学
分
析
編
参
照
）
に
よ
る
と
、

F
A
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
極

は
漸
移
的
な
移
行
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
黒
褐
色
粘
質
土
表
層
の
珪
藻
分
析
（
自

土
壌
表
層
部
な
ど
、
大
気
に

「
苔
や
岩
石
の
表
面
、

常
に
触
れ
る
環
境
に
生
育
す
る
好
気
性
種
の
珪
藻
が
多
産
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
黒
褐
色
粘
質
土
が
古
墳
築
造
当
時
の
表
土
（
旧
表
土
）
で
あ
る
こ

瓦
塚
古
墳
の
場
合
、
こ
の
旧
表
土
の
標
高
は
各
ト
レ
ン
チ
と
も
、

ほ
ぽ
一
八
•
四
摺
を

測
る
。
周
辺
は
、
県
有
地
化
以
前
は
、
畑
地
（
一
部
陸
田
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
て
地

表
の
楔
高
は
一
八
脳
前
後
で
あ
っ
た
。
人
為
的
な
改
変
は
周
堀
中
ば
ま
で
至
っ
て
お
り
、

瓦
塚
古
墳
周
辺
は
、

旧
表
土
の
標
高
か
ら
す
る
と
八
〇
心
レ
砂
か
ら
一
脳
近
く
削
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
は
、
丸
墓
山
古
墳
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
埼
玉
古
墳
群
周

辺
が
か
な
り
大
規
模
に
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

瓦
塚
古
墳
の
墳
丘
下
に
、

旧
表
土
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
古
墳
築
造
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が
ヽ

原
に
際
し
後
円
部
中
心
点
を
周
堀
下
端
ラ
イ
ン
か
ら
求
め
た
。

形
態
・
規
模
の
復
原
は
、

旧
地
表
面
の
レ
ベ
ル
で
行
う
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
墳
丘
復

に
あ
た
り
、
墳
丘
部
分
に
つ
い
て
は
、
旧
表
土
を
削
平
す
る
作
業
を
行
わ
ず
、
墳
丘
規
模

の
企
画
・
設
定
は
、

旧
地
表
面
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
墳
丘

昭
和
六
一
年
度
に
確
認
さ
れ
た
後
円
部
周
堀
下
端
ラ
イ
ン
は
、
良
好
な
状
況
で
あ
っ
た

昭
和
五
七
年
度
調
査
の
際
検
出
し
た
周
堀
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
北
側
が
著
し
く
乱

れ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
遺
存
状
態
が
比
較
的
良
好

張
区
で
は
、
断
面
図
で
測
る
と
仰
角

33
度
前
後
と
な
り
、

ト
レ
ソ
チ
が
斜
交
し
て
い
る
の

下
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

た
だ
、

か
つ
て
墳
丘
下
で

あ

っ
た
部

と
思
わ
れ
る
南
側
部
分
の
下
端
ラ
イ
ン
と
、

ま
た
第

1
ト
レ
ン
チ
及
び
、
く
び
れ
部
北
拡

張
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
下
端
ラ
イ
ソ
か
ら
後
円
部
中
心
点
を
設
定
し
た
。

次
に
墳
丘
裾
ラ
イ
ン
の
推
定
復
原
で
あ
る
が
、

そ
の

基
礎
と
し
た
点
を
挙
げ
る
と
次

の

各
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
墳
丘
削
平
部

の
調
査
で
墳
丘
下
に
旧
表
土
が
確
認
さ
れ
、

か
つ
墳
丘
の
周
辺
は
削
乎
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
‘

旧
表
土
（
旧
表
土

表
層
糠
高
一
八
•
四
脳
前
後
を
さ
す
）
が
検
出

さ

れ
る
範
囲
は
、
墳
丘

分
で
も
、
墳
丘
自
体
の
開
削
が
進
ん
で
い
れ
ば
旧
表
土
自
体
も
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
現
在
旧
表
土
が
残
さ
れ
て
い
る
範
囲
が
、

る
に
は
難
が
あ
る
。
ま
た
、
墳
丘
裾
部
か
ら
旧
表
土
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
テ
ラ
ス
が
あ
り
、

現
在
ま
で
そ
の
テ
ラ
ス
が
築
造
当
時
の
状
況
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
墳
丘
裾
ラ

イ
ン
が
旧
表
土
検
出
範
囲
の
内
側
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
、
周
堀
立
ち

上
が
り
上
部
は
、
後
世
の
改
変
に
よ
り
変
形
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

性
は
窮
め
て
低
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
旧
表
土
が
確
認
さ
れ
る
範
囲
は
、
墳
丘
を

反
映
し
て
い
る
も
の
の
、
削
平
に
よ
り
そ
の
範
囲
が
狭
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

第
二
は
、
周
堀
の
立
ち
上
が
り
で
あ
る
が
、
第

3
ト
レ
ン
チ
以
外
の
ト
レ
ン
チ
及
び
拡

を
考
え
る
と
、
周
堀
立
ち
上
が
り
は
仰
角
で
約

35
度
程
度
の
傾
斜
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
墳
丘
裾
部
の
テ
ラ
ス
で
あ
る
が
、

立
ち
上
が
る
と
す
る
と
、

な
お

そ
の
ま
ま
墳
丘
の
範
囲
で
あ
る
と
す

そ
の
可
能

周
堀
下
端
か
ら
約

35
度
の
角
度
で
周
堀
が

旧
表
土
表
面
(
-
八
•
四
脱
）
に
達
す
る
位
置
が
各
ト
レ
ン
チ
と

も
遺
存
し
て
い
た
旧
表
土
の
位
置
と
著
し
く
異
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
、

旧
表
土
の
範
囲

が
あ
る
程
度
墳
丘
裾
ラ
イ
ン
の
位
置
を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
と
不
合
理
が
生
ず
る
。
ま

（
註

1
)

た
昭
和
六
三
年
度
の
瓦
塚
古
墳
前
方
部
西
側
斜
面
の
ト
レ
ン
チ
調
査
で
、
墳
丘
中
位
に
埴
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ニ
・
七
九
脳
で
あ
る
。

(
1
8
.
4
ー

1
7
.
1
5
)
 
+
t
a
n
3
5

。+
1
.
0
m
"

＂2
.
7
8
5
m
)
 

一
見
、
栃
木
県
摩
利

以
上
の
数
値
を
図
上
に
表
わ
し
た
も
の
が
第

39
図
で
あ
る
。
前
方
部
側
線
で
は
、
推
定

さ
れ
る
墳
丘
裾
ラ
イ
ン
が
旧
表
土
の
範
囲
と
一
致
す
る
。
墳
丘
の
東
側
に
つ
い
て
の
、
墳

丘
裾
ラ
イ
ン
の
推
定
は
以
上
で
あ
る
。
他
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
方
部
前
面
側

で
は
墳
丘
主
軸
線
に
対
し
、
昭
和
五
四
年
度
調
査
区
で
検
出
さ
れ
た
周
堀
延
長
線
が
直
交

こ
の
た
め
、

せ
ず
、
前
方
部
前
面
が
張
り
出
す
形
と
な
っ
て
い
る
。

（
註

2
)

支
天
塚
古
墳
等
で
可
能
性
が
い
わ
れ
て
い
る
「
剣
菱
形
前
方
後
円
墳
，
一
の
よ
う
な
様
相
を

呈
し
て
い
る
が
、
前
方
部
前
面
及
び
周
堀
西
側
コ
ー
ナ
ー
部
が
未
調
査
で
あ
る
た
め
、
確

認
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
墳
丘
全
体
の
形
態
の
推
定
復
原
に
あ
た
っ
て
、
前
方
部
前
面
が

直
線
と
な
る
も
の
と
し
て
復
原
を
行
っ
た
。
第

39
図
に
示
し
た
墳
丘
主
軸
線
は
、
昭
和
五

四
年
度
に
確
認
さ
れ
た
中
堤
と
、
昭
和
六
一
年
度
第

1
ト
レ
ン
チ
で
確
認
さ
れ
た
中
堤
を

結
ぶ
線
お
よ
び
、
昭
和
五
七
年
度
に
検
出
し
た
墳
丘
西
側
中
堤
の
プ
ラ
ン
か
ら
主
軸
を
求

裾
部
復
原
半
径
は
、

度、

（
周
堀
下
端
の
平
均
的
標
高
が
後
円
部
と
異
な
り
や
や
高
い
。

輪
列
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
推
定
さ
れ
る
周
堀
の
位
置
と
埴
輪
列
の
位
置
関
係
か
ら
、
瓦

塚
古
墳
の
場
合
一
妍
前
後
の
テ
ラ
ス
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
以
上
の
三
点
を
基
に
墳
丘

裾
ラ
イ
ン
を
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

後
円
部
側
の
周
堀
下
端
の
楔
高
は
、
前
方
部
側
よ
り
や
や
低
く
、
標
高
一
七
．

0
か
ら

一
七
・
ニ
妍
を
測
る
。
平
均
的
な
下
端
標
高
を
一
七

•
O
五
妍
と
し
、
立
ち
上
が
り
角

3
5

テ
ラ
ス
幅
を
一
妍
と
し
て
単
純
に
計
算
し
た
、
周
堀
下
端
か
ら
墳
丘
裾
推
定
線
ま
で

の
水
平
距
離
は
、
約
ニ
・
九
三

2
J
V
l
(
1
8

.

4
m
—

1
7.

0
5
 m

)

 +
 
t
a
n
 3
5
。
+
1
.
0
m
1
1
2
.
9
2
8
m
 

と
な
る
。
作
図
に
よ
り
周
堀
下
端
で
の
半
径
が
一
八
・
三
脳
で
あ
る
か
ら
、
後
円
部
墳
丘

一
五
・
―
―
―
七
2JVI

と
な
る
。

前
方
部
に
つ
い
て
も
同
様
の
方
法
で
推
定
さ
れ
る
周
堀
下
端
か
ら
の
水
平
距
離
は
、
約

3
 

（
田
中
正
夫
）

め
た
。
前
方
部
陵
線
は
、
墳
丘
が
変
形
し
て
お
り
、
測
量
図
か
ら
求
め
る
の
は
困
難
で
あ

作
図
は
、
墳
丘
形
態
の
特
徴
を
述
べ
る
た
め
上
田
宏
範
氏
の
前
方
後
円
墳
の
型
式
学
的

（
註

3
)

研
究
方
法
を
援
用
し
た
。
瓦
塚
古
墳
の
場
合
、
上
田
方
式
に
よ
る
三
連
比
（
後
円
部
径
を

六
と
し
た
場
合
の
前
方
部
後
長
と
前
方
部
前
長
の
比
、
図
で
は

B
C
:
C
P
:
P
D
、

は
仮
想
定
点
）
は
、

p
 

6
:
4
:
3
と
な
る
。
ま
た
、
前
方
部
前
面
の
東
半
の
長
さ
は
、
後

円
部
径

6
に
対
し

4
と
な
り
、
前
方
部
陵
線
は
前
方
部
隅
角
の
二
等
分
線
と
一
致
す
る
。

瓦
塚
古
墳
は
、
前
方
後
円
墳
と
し
て
は
、
前
方
部
後
長
が
長
く
、
特
異
な
形
態
と
も
い

え
る
。
こ
れ
は
瓦
塚
古
墳
で
突
然
採
用
さ
れ
た
形
態
と
は
考
え
に
く
い
。
紙
面
の
関
係
で

詳
述
で
き
な
い
が
、
埼
玉
古
墳
群
の
他
の
前
方
後
円
墳
に
つ
い
て
、
瓦
塚
古
墳
同
様
、

日

表
土
に
着
目
し
た
う
え
で
、
古
墳
の
形
態
を
み
る
と
、
愛
宕
山
古
墳
・
中
の
山
古
墳
が
比

較
的
瓦
塚
古
墳
に
近
い
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
子
山
古
墳
は
、

6
:
3
 

•• 

3
の
比
率
を
示
し
、
稲
荷
山
古
墳
は
さ
ら
に
前
方
部
後
長
の
短
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

埼
玉
古
墳
群
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
、
稲
荷
山
古
墳
な
ど
四
基
の
古
墳
が
、
二
重
｀
の

長
方
形
あ
る
い
は
、
台
形
の
周
堀
と
な
る
と
推
定
さ
れ
、
瓦
塚
古
墳
に
つ
い
て
も
、
今
回

第
1
ト
レ
ソ
チ
で
確
認
さ
れ
た
中
堤
の
位
置
な
ど
か
ら
、
周
堀
が
台
形
を
な
す
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
稲
荷
山
古
墳
・
ニ
子
山
古
墳
で
は
中
堤
に
造
り
出
し
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
と
合
わ
せ
、
墳
丘
の
形
態
に
つ
い
て
も
、
埼
玉
古
墳
群
が
、
古
墳
時
代
後
期
の
関
東

の
古
墳
群
の
中
で
、
特
徴
あ
る
展
開
を
と
げ
た
古
墳
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（註）

1

「
史
跡
埼
玉
古
墳
群
保
存
修
理
事
業
」
に
伴
う
確
認
調
査

2

『
摩
利
支
天
塚
古
墳
』
栃
木
県
小
山
市
教
育
委
員
会
一
九
八
三

上
田
宏
範
『
前
方
後
円
墳
』
第
2
版

一

九

七

九

る
た
め
、
東
側
周
堀
コ
ー
ナ
ー
か
ら
求
め
延
長
し
た
。
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こ
の
う
ち
、

瓦
塚
古
墳
の
円
筒
埴
綸
は
、
胎
土
、
焼
成
、
色
調
及
び
器
形
、
内
外
面
の
調
整
技
法
、

凸
帯
の
特
徴
等
か
ら
、

A
類、

A
類、

B
類
に
分
類
さ
れ
る
。

A
類
は
、
考
古
学
的
観
察
で
は
、
独
特
の
鮮
や
か
な
色
調
や
、
器
肉
の
厚

め
ら
れ
、
螢
光
X
線
分
析
の
結
果
で
も
、

い
製
作
、
調
整
技
法
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
鴻
巣
市
生
出
塚
埴
輪
窯
の
製
品
と
の
類
似
が
認

Fe
を
極
め
て
多
量
に
含
む
特
性
か
ら
、
生
出
塚

一
方
、

埴
輪
窯
産
と
推
定
さ
れ
た
（
自
然
科
学
分
析
編
参
照
）
。

B
類
は
螢
光
X
線
分
析
で
は
未
知
の
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
が
、

白
色
針
状
物
質
を
含
ん
で
お
り
、
南
比
企
丘
陵
産
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
胎
土
の
共

通
す
る
形
象
埴
輪
B
類
の
中
に
は
、

五
指
を
粘
土
紐
で
表
現
す
る
中
空
製
作
の
腕
や
下
端

に
突
起
の
つ
く
美
豆
良
が
あ
り
、
桜
山
埴
輪
窯
の
製
品
と
の
共
通
性
が
見
出
せ
る
。

今
回
、
瓦
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
は
、
前
回
報
告
し
た
も
の
と
基
本
的
に
一
致
し

て
い
る
の
で
、

そ
の
編
年
的
位
置
は
、
凸
帯
の
形
状
と
透
孔
の
形
態
な
ど
か
ら
、
二
子
山

古
墳
↓
瓦
塚
古
墳
↓
鉄
砲
山
古
墳
と
い
う
前
回
の
見
解
（
第
四
集
『
瓦
塚
古
墳
』
参
照
）

は
、
特
に
変
更
の
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
築
造
年
代
は
、
今
回
の
須
恵

器
の
検
討
か
ら
も
、
六
世
紀
中
葉
と
す
る
こ
と
は
差
し
つ
か
え
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
今
回
、
完
形
資
料
（
諏
）
が
出
土
し
、
器
形
を
含
め
た
比
較
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
、
瓦
塚
古
墳
の
埴
輪
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
た
い
。

固
は
口
径
一
―
―
九
代
店
、
底
径
三
〇
ん
iy砂
、
器
高
六
八
代
店
を
計
る
四
条
凸
帯
の
大
型
品

2
 

で
あ
る
。
胎
土
は

A
類
に
類
似
す
る
が
、
相
違
点
も
あ
る
た
め
、

A
類
に
分
類
し
た
。

2
 

こ
の

A
類
は
全
体
の
特
徴
で
は
、
愛
宕
山
古
墳
の

B
類
（
第
三
集
『
愛
宕
山
古
墳
』
参

照
）
に
著
し
く
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
胎
土
、
焼
成
、
色
調
の
ほ
か
、
凸
帯
の
形
状

ヽ

二

瓦

塚
古
墳
の
円
筒
埴
輪
に
つ

い
て

＇， 

に
築
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

似
す
る
の
で
、
年
代
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

や
内
外
面
の
調
整
技
法
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

（
若
松
良
一
）

器
形
に
は
、
相
違
点
も
あ
る
。

一
方
は
四
条
凸
帯
、
他
方
は
三
条
凸
帯
で
あ
り
、
直
接
的
に
比
較
は
む
ず
か
し
い
が
、

2
 

瓦
塚
古
墳
A
類
は
底
径
が
大
き
く
、
器
形
の
変
化
が
乏
し
い
の
に
比
べ
て
、
愛
宕
山
古
墳

B
類
は
底
部
が
小
さ
く
、

口
縁
部
に
向
か
っ
て
開
く
程
度
が
大
き
い
。
ま
た
、
第
一
凸
帯

が
高
い
位
置
に
あ
り
、

他

の
段
に
対
し
て
第
一
段
が
著
し
く
長
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

愛
宕
山
古
墳
B
類
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
六
世
紀
に
、
関
東
地
方
の
特
に
、

武
蔵
と
上
野
の
地
域
で
製
作
さ
れ
た
埴
輪
に
顕
著
で
、
終
末
期
に
な
る
と
、

一
層
進
み
、
桶
川
市
ひ
さ
ご
塚
古
墳
例
や
鴻
巣
市
生
出
塚
埴
輪
窯
跡
例
の
よ
う
に
、
第
一

凸
帯
が
器
高
の
ほ
ぽ
半
ば
ま
で
上
る
例
が
あ
る
。
愛
宕
山
古
墳
の

B
類
に
は
、
す
で
に
、

2
 

そ
の
朋
芽
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
瓦
塚
古
墳
の

A
類
よ
り
後
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、

瓦
塚
古
墳
B
類
は
外
面
の
ナ
ナ
メ
ハ
ヶ
調
整
と
X
字
状
の
窯
印
の
付
け
ら
れ
る

こ
と
が
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
同
様
な
特
徴
を
も
つ
稲
荷
山
古
墳
、
丸
墓
山
古
墳
、
二
子

山
古
墳
、
小
円
墳
群
の
円
筒
埴
輪
の
系
譜
を
継
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
凸
帯
が
低
平

な
M
字
形
を
呈
す
る
点
が
後
出
的
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
の
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪

B
類
の
凸

帯
は
、
台
形
状
で
、
調
整
も
丁
寧
な
の
で
、
瓦
塚
古
墳
B
類
に
先
行
し
よ
う
。

し
か
し
、
奥
の
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
の
形
象
埴
輪
は
製
作
技
法
が
共
通
し
、
形
態
も
類

以
上
、
埴
輪
を
中
心
と
し
た
検
討
か
ら
は
、
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
二
子
山
古
墳
の

築
造
後
、
鉄
砲
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
三
基
の
中
型
前
方
後
円
墳
が
連
続
的

こ
の
こ
と
は
、
埼
玉
政
権
を
担
っ
た
首
長
層
の
中
に
、

地
位
の
上
で
傍
系
と
も
い
い
う

る
人
々
が
、
こ
の
時
期
に
析
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
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焼
成
技
術
の
高
い
、
優
れ
た
製
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

註
1
註
2
註
3

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

で
は
、
甕
・
高
坪
・
器
台
・
堤
瓶
が
出
土
し
て
い
る
。

ら、

た
め
、

ヽ

三＇
 

瓦
塚
古
墳
の
調
査
で
出
土
し
た
須
恵
器
は
わ
ず
か
な
量
で
、

器
形
の
全
容
を
知
り
得
る
も
の
は
無
い
が
、
部
分
的
な
特
徴
か
ら
い
く
つ
か
の
器

種
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
報
告
の
昭
和
六
一
年
度
調
査
で
は
、
甕
・
器
台
・

横
瓶
？
が
出
土
し
、
昭
和
五
四
年
度
の
調
査
で
は
、
甕
・
器
台
・
昭
和
五
七
年
度
の
調
査

甕
口
は
小
形
と
、
や
や
大
形
の
器
形
が
あ
り
、
両
者
と
も
口
縁
部
は
櫛
描
の
波
状
文
が
施

さ
れ
、
施
文
具
の
櫛
歯
は
幅
の
細
か
い
作
り
で
、
振
幅
の
浅
い
粗
雑
な
波
状
文
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
刺
突
を
施
す
も
の
も
あ
る
。
外
面
に
は
平
行
叩
ぎ
目
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

内
面
の
整
形
は
面
の
平
滑
な
あ
て
具
に
よ
っ
て
押
さ
え
て
い
る
無
文
と
、
同
心
円
の
叩

き
に
よ
っ
て
調
整
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
甕
類
は
波
状
文
の
粗
雑
化
や

凸
帯
の
鈍
化
な
ど
細
部
の
つ

く
り
に
お
い
て
、
簡
略
化
の
傾
向
が
．
著
し
い
。

し
か
し
、
多
く
の
甕
は
、
胎
土
は
精
選
さ
れ
た
緻
密
な
も
の
で
、
器
面
は
丁
寧
な
横
ナ

デ
が
行
わ
れ
滑
ら
か
で
あ
る
。
焼
成
も
良
く
焼
き
し
ま
り
、
断
面
は
セ
。
ヒ
ア
色
を
呈
し
、

器
台
は
台
部
の
下
半
か
ら
底
部
へ
か
け
て
の
破
片
と
、
脚
部
の
小
破
片
の
み
で
、
内
面
に

叩
き
目
を
残
し
、
丸
味
を
持
っ
た
体
部
が
浅
く
立
ち
上
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
脚
部
の

破
片
に
は
長
方
形
の
ス
カ
ジ
が
見
ら
れ
、
筒
形
の
脚
が
裾
に
移
行
し
、
広
が
り
始
め
る
あ

た
り
で
あ
ろ
う
。
器
台
は
昭
和
五
四
•
五
七
年
の
調
査
で
も
口
縁
部
と
脚
部
の
破
片
が
出

土
し
て
い
る
。
陶
邑
で
は
、
器
台
は
須
恵
器
生
産
の
開
始
か
ら

II型
式

5
段
階
ま
で
は
ほ

（
註

2
)

ぽ
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
器
種
で
あ
る
。
生
産
の
終
末
段
階
で
は
台
部
内
面
底
部
叩
き
目

が
残
り
、
台
部
の
外
面
に
波
状
文
が
一
し
二
段
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
脚
部
は
箇

「
瓦
塚
古
墳
」
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六
一
年

中
村
浩
「
和
泉
陶
邑
窯
の
研
究
」
柏
書
房

昭
和
五
六
年

田
辺
昭
一
―
-
「
須
恵
器
大
成
」
角
川
書
店
昭
和
五
六
年

瓦
塚
古
墳
の
須
恵
器
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
が
破
片
で
あ
る

（
駒
宮
史
朗
）

形
脚
部
の
下
方
が
内
湾
し
な
が
ら
開
く
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

瓦
塚

昭
和
五
七
年
度
の
調
査
で
は
堤
瓶
が
出
土
し
て
い
る
。
堤
瓶
は
打

15
型
式
か
ら
出
現
す

る
新
し
い
器
種
で
あ
る
。
図
示
さ
れ
た
復
原
実
測
の
器
形
に
は
、
把
手
が
付
さ
れ
て
い
な

い
が
、
肩
部
の
把
手
位
置
に
相
当
す
る
部
分
に
、
自
然
釉
の
剣
落
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か

お
そ
ら
く
把
手
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、

Na
郎
は
う
ず
巻
状
の
カ
キ
目
が
施
さ
れ
そ
の
上
か
ら
直
線
的
な
カ
キ
目
が
走
っ

て
い
る
。
文
様
や
破
片
の
丸
味
か
ら
、
横
瓶
体
部
の
端
部
か
と
推
定
さ
れ
る
。
横
瓶
は

T

（
註

3
）

堤
瓶
と
伴
に

15
期
か
ら
出
現
し
、
年
代
比
定
の
指
標
と
な
る
器
種
と
さ
れ
て
お
り
、
古

M
 

墳
の
築
造
時
期
の
上
限
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
器
種
の
消
長
の
流
れ
の
中
で
、
須
恵
器
の
年
代
的
位
置
付
け
を
試
み
る
な
ら

T
 

ば
、
上
限
は

1
1
5
の
時
期
と
し
て
差
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
高
坪
や
堤
瓶
な
ど

＼
 

k
 

に
や
や
新
ら
し
い
傾
向
が
う
か
が
え
る
所
か
ら
、
下
限
は

10
型
式
と
す
る
間
に
求
め
ら

T
 

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
器
台
な
ど
細
部
に
わ
た
る
特
徴
が
不
明
の
た
め
、
お
お
よ
そ
の
年

代
観
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
全
体
と
し
て
六
世
紀
中
葉
を
中
心
と
し
た
時
期
の
組
成

古
墳
出
土
の
須
恵
器
も
そ
の
様
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
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